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はじめに
本書では、 Calpont InfiniDB のイ ン ス ト ール、 構成、 保守、 パフ ォーマン スチューニン
グおよび ト ラブルシ ューテ ィ ングについて説明し ています。 

本書には、 Calpont InfiniDB Enterprise にのみ有効な情報が含まれています。

対象読者

本書は、 Calpont InfiniDB のセ ッ ト ア ッ プ と保守を行 う データベース管理者および IT
管理者を対象 と し ています。

表記規則

本書では、 次の表記規則およびユーザーへの警告を使用し ています。

表 1: 表記規則

項目 説明

太字 表示された とお り に入力する文字。 

例 ： getLogInfo と入力し ます

こ の場合、 getLogInfo と入力し ます。

斜体 変数またはプレース ホルダ。 文字列を適切に置き換えて入力
し ます。 複数の単語で構成される変数はアンダース コ ア （_）
で連結し て表示されています。 

例 ： 
ID を入力し ます。 

ID 番号 34878 を入力し ます。

IP_address を入力し ます。 

IP ア ド レ ス 110.68.52.01 を入力し ます。 
はじめに i
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表 2: ユーザーへの警告

項目 説明

注意 ： 役立つ情報であ る こ と を示し ます。

警告 ： データの損失または破損の原因と な るハード ウ ェ アや
ソ フ ト ウ ェ アのエラーを発生させる可能性があ る こ と を示し
ます。
i はじめに



マニュアルリ ス ト

Calpont データベースプラ ッ ト フ ォームのマニュ アルは、 様々な読者を対象と し た複
数のガ イ ド で構成されています。 次の表を参照し て く だ さい。

マニュアルの入手

英語版のマニュ アルは、 （http://www.infinidb.org/ および http://www.calpont.com） で入
手する こ と ができ ます。 追加の支援が必要な場合は infinidb_doc@ashisuto.co.jp にご連
絡 く ださ い。

マニュアルへのフ ィ ー ドバッ ク

マニュ アルの改善に向けて、 フ ィ ード バッ ク、 コ メ ン ト および提案をいただけますよ
う お願いいた し ます。 マニュ アル名、 バージ ョ ンおよびページ番号を添えて コ メ ン ト
を infinidb_doc@ashisuto.co.jp にご送付 く だ さい。

追加リ ソース

Calpont InfiniDB のイ ン ス ト ールおよびチューニング、 または Calpont InfiniDB を使用
し たデータの問合せに関し て支援が必要な場合は infinidb_doc@ashisuto.co.jp までご連
絡 く ださ い。

表 3: マニュ アル

マニ ュ アル 説明

『Calpont InfiniDB 最小推奨仕
様ガイ ド 』

Calpont InfiniDB の実装に必要なハード ウ ェ アおよび
ソ フ ト ウ ェ アの最小の推奨仕様を示し ます。

『Calpont InfiniDB イ ン ス ト
レーシ ョ ンガ イ ド』

分散構成に Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ールする ため
に必要な手順の概要について説明し ます。

『Calpont InfiniDB SQL 構文ガ
イ ド』

Calpont InfiniDB に固有の構文について説明し ます。 

『Calpont InfiniDB 概要』 分析用データベース Calpont InfiniDB の概要について
説明し ます。 

『Calpont InfiniDB パフ ォーマ
ン スチューニングガ イ ド』

分析用データベース InfiniDB をパラ レル化および拡張
する ためのチューニングに役立つ情報について説明し
ます。

『Calpont InfiniDB マルチ UM 
同期ガイ ド』

Calpont InfiniDB で 2 つ以上のユーザーモジ ュールの
同期を保持する ために使用するオプシ ョ ンの概要につ
いて説明し ます。
はじめに iii
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第 1 章
Calpont InfiniDB コ ン ソールの概要
Calpont InfiniDB コ ン ソールを使用し て、 Calpont InfiniDB のシステムおよびサーバーの
構成、 監視および管理を行 う こ と ができ ます。 この章では、 Calpont InfiniDB コ ン ソー
ルの使用方法について説明し、 Calpont コマン ド の全 リ ス ト を示し ます。 詳細は、 後
述する Calpont InfiniDB の構成、 監視およびシステム と サーバーの管理に関する章を
参照し て く ださ い。

Calpont InfiniDB コ ン ソールに対するログオンおよびログオフ

SSH ク ラ イ アン ト を使用し て Calpont InfiniDB コ ン ソールにロ グオンでき ます。 この章
では、 両方の処理について説明し ます。

SSH ク ラ イ アン ト を使用し て Linux シェルに接続する場合は、 Linux シェルで Calpont 
InfiniDB コ ン ソールを実行し ます。 Linux シェルの多 く の機能を Calpont InfiniDB コ ン
ソールで利用でき ます。 次に例を示し ます。

� コマン ド 名の一部を入力し て コマン ド を実行する

� 上矢印および下矢印を使用し て前のコマン ド を再呼出しする

� ホ ッ ト キーを使用し て コマン ド の編集およびナビゲー ト を行 う

次の手順では、 Calpont InfiniDB コ ン ソールのロ グオンおよびロ グオフ を行 う 方法につ
いて説明し ます。 Linux プロ ンプ ト から Calpont コマン ド を実行する こ と もでき ます。 
3 ページの 「Linux および Calpont InfiniDB コ ン ソールのコマン ド プロ ンプ ト 」 を参照
し て く だ さい。

SSH ク ラ イ アン ト を使用し て管理コ ン ソールにロ グオンするには

1. SSH ク ラ イ アン ト を使用し て Linux に接続し ます。 

ユーザー名およびパス ワード の入力を求められます。

2. Linux のユーザー名およびパス ワード を入力し て [Enter] を押し ます。

以下は、 サーバーへのロ グ イ ン例です。 

ユーザー名 ： root

パス ワード ： Calpont1

3. Linux プロ ンプ ト で、 cmconsole と入力し ます。

cmconsole のプロ ンプ ト が表示されます。
Calpont InfiniDB コ ン ソールの概要 1
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Calpont InfiniDB コ ン ソールから ロ グオフするには

1. cmconsole のプロ ンプ ト で、 exit または quit と入力し ます。

Linux プロ ンプ ト が表示されます。

Calpont InfiniDB コ ン ソールのヒ ン ト

次の ヒ ン ト は、 Calpont InfiniDB コ ン ソールの使用に役立ちます。

help コ マン ド

help コマン ド では、 サポー ト されている コマン ド が表示されます。 簡潔なヘルプ説明また
は詳細な説明を表示でき ます。 help コマン ド でコマン ド 名の一部を入力し て、 詳細な説明
を表示する こ と もでき ます。

コマン ド のヘルプを表示するには

1. Linux プロ ンプ ト で、 cmconsole と入力し ます。

2. help と入力し ます。 

サポー ト されている コマン ド の リ ス ト がアルフ ァベッ ト 順に、 簡潔な説明 と と も
に表示されます。

help コマン ド の後にコマン ド 名またはコマン ド名の一部を入力する と、 そのコマン ド の

詳細な説明を表示でき ます。 

た と えば、 help restartModule と入力する と、 次の図に示すよ う に、 サーバーを再

起動する コマン ド の詳細な説明が表示されます。
 Calpont InfiniDB コ ン ソールの概要



大文字と小文字の区別

コマン ド では大文字 と小文字が区別されませんが、 パラ メ ータおよびデバイ ス名
（サーバーやプロセスなど） では大文字と小文字が区別されます。 た と えば、
GetAlarmLog コマン ド は getalarmlog と入力でき ます。 

setsystemconfigコマン ド の後にProcessHeartbeatPeriodパラ メ ータ を指定し

た場合の例を次に示し ます。

どち ら も正常に実行されます。

setsystemconfig    ProcessHeartbeatPeriod 5
SetSystemConfig    ProcessHeartbeatPeriod 5

コ マン ド履歴からの再呼出し

入力し た コマン ド の履歴を参照するには、 キーボード の上矢印キーおよび下矢印キー
を使用し て コマン ド を ス ク ロールし ます。

コ マン ドの繰返しオプシ ョ ン

- r オプシ ョ ンを使用し て コマン ド を繰 り 返し実行でき ます。 これは、 リ アルタ イ ム

モード で状態を確認する場合に役立ちます。

繰返しオプシ ョ ンでは、 コマン ド が 5 秒ご と に繰 り 返されます。 コマン ド の後に秒数
を追加する こ と によ って、 繰返しの間隔を 1-60 秒の間で変更でき ます。 

た と えば、 GetProcess Status コマン ド を 2 秒ご と に繰 り 返すには、
GetProcessStatus -r2 と入力し ます。

注意 ： コマン ド の繰返し を終了するには、 [Ctrl]+[C] を押し て
Linux プロ ンプ ト に戻るか、 [Ctrl]+[D] を押し て Calpont InfiniDB コ
ン ソールに戻 り ます。 

Linux および Calpont InfiniDB コ ン ソールのコマン ド プロンプ ト  

Linux と管理コ ン ソールの間を何度も行き来する こ と な く コマン ド を簡単に実行する
ために、 Linux コマン ド を管理コ ン ソールから実行し た り 、 Calpont コマン ド を Linux
プロ ンプ ト から実行する こ と もでき ます。
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Calpont InfiniDB コ ン ソールから Linux システム コマン ド を実行するには

system （および Linux コマン ド名） を入力し て [Enter] を押し ます。 これによ って Linux コ

マン ド が処理され、 コ ン ソールに出力が表示されます。 

た と えば、 Calpont プロ ンプ ト から copy コマン ド に関する Linux のマニ ュ アルを表示する
には、 system man cp と入力し ます。

Linux プロ ンプ ト から Calpont InfiniDB コ ン ソールのコマン ド を実行するには

cmconsole Calpont_command と入力し ます。

た と えば、 Linux コマン ド プロ ンプ ト から システム ステータ ス を表示するには、 次のよ う
に入力し ます。 
cmconsole getSystemStatus

Calpont コマン ドの全リ ス ト

Calpont システムを構成、 管理および操作する ために管理コ ン ソールから実行でき る コマ
ン ド を次に示し ます。 

表 1: Calpont コマン ド

コマン ド 説明

? ヘルプ

addDbroot DBRoot デ ィ ス ク ス ト レージを Calpont InfiniDB シ
ステムに追加し ます

addExternalDevice 外部デバイ ス を構成フ ァ イルに追加し ます

addModule1 Calpont システム内でモジ ュールを追加し ます

alterSystem-disableModule1 モジュールを無効にし て Calpont システムを変更
し ます

alterSystem-enableModule1 モジュールを有効にし て Calpont システムを変更
し ます

assignDbrootPmConfig 現在割 り 当て られていない DBRoot をパフ ォーマ
ン スモジ ュールに割 り 当てます

assignElasticIPAddress Amazon Elastic IP ア ド レ ス をモジ ュールに割 り 当て
ます

disableLog プロセスおよびデバッ グのロ ギングのレベルを無
効にし ます
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enableLog プロセスおよびデバッ グのロ ギングのレベルを有
効にし ます

exit コ ン ソールツールを終了し ます

getActiveAlarms ア ク テ ィ ブなア ラーム リ ス ト を取得し ます

getActiveSQLStatements システム内でア ク テ ィ ブな SQL 文の リ ス ト を取得
し ます

getAlarmConfig ア ラームの構成情報を取得し ます

getAlarmHistory システムア ラームを取得し ます

getAlarmSummary ア ク テ ィ ブなア ラームの集計数を取得し ます

getCalpontSoftwareInfo Calpont RPM の詳細情報を取得し ます

getExternalDeviceConfig 外部デバイ スの構成情報を取得し ます

getLogConfig システム ロ グフ ァ イルの構成を取得し ます

getModuleConfig モジュール名の構成情報を取得し ます

getModuleCpu モジュールの CPU 使用率を取得し ます

getModuleCpuUsers CPU を利用し ている上位のモジ ュールプロセス を
取得し ます

getModuleDisk モジュールのデ ィ ス ク使用率を取得し ます

getModuleMemory モジュールの メ モ リ ー使用率を取得し ます

getModuleMemoryUsers メ モ リ ーを利用し ている上位のモジ ュールプロセ
ス を取得し ます

getModuleResourceUsage モジュールの リ ソース使用率を取得し ます

getModuleTypeConfig モジュールタ イプの構成情報を取得し ます

getProcessConfig プロセスの構成情報を取得し ます

getProcessStatus Calpont プロセス ステータ ス を取得し ます

getStorageConfig システムのス ト レージ構成情報を取得し ます

getStorageStatus システムのス ト レージ状態を取得し ます

getSystemConfig システムの構成情報を取得し ます

表 1: Calpont コマン ド

コマン ド 説明
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getSystemCpu すべてのモジ ュールにおける システムの CPU 使用
率を取得し ます

getSystemCpuUsers CPU を利用し ている上位のシステムプロセス を取
得し ます

getSystemDisk すべてのモジ ュールにおける システムのデ ィ ス ク
使用率を取得し ます

getSystemInfo システム全体の状態を取得し ます

getSystemMemory すべてのモジ ュールにおける システムの メ モ リ ー
使用率を取得し ます

getSystemMemoryUsers メ モ リ ーを利用し ている上位のシステムプロセス
を取得し ます

getSystemNetworkConfig システムのネ ッ ト ワーク構成情報を取得し ます

getSystemResourceUsage すべてのモジ ュールにおける システムの リ ソース
使用率を取得し ます

getSystemStatus システムおよびモジ ュールの状態を取得し ます

help コ ン ソールコマン ド に関するヘルプを表示し ます

monitorAlarms リ アルタ イ ムモー ド でア ラームを監視し ます

movePmDbrootConfig DBRoot をパフ ォーマン スモジ ュールから別のモ
ジ ュールに移動し ます

quit コ ン ソールツールを終了し ます

removeDbroot DBRoot デ ィ ス ク ス ト レージを Calpont InfiniDB シ
ステムから削除し ます

removeExternalDevice 外部デバイ ス を構成フ ァ イルから削除し ます

removeModule1 Calpont システム内のモジ ュールを削除し ます

resetAlarm ア ク テ ィ ブなア ラームを リ セ ッ ト し ます

restartSystem Calpont システム内のプロセス を再起動し ます

resumeDatabaseWrites Calpont データベースへの書込みの実行を再開し ま
す

setAlarmConfig ア ラームの構成パラ メ ータ を設定し ます

setExternalDeviceConfig 外部デバイ スの構成パラ メ ータ を設定し ます

表 1: Calpont コマン ド

コマン ド 説明
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setModuleTypeConfig モジュールタ イプの構成パラ メ ータ を設定し ます

setProcessConfig プロセスの構成パラ メ ータ を設定し ます

setSystemConfig システムの構成パラ メ ータ を設定し ます

shutdownSystem Calpont システムをシ ャ ッ ト ダウ ン し ます

startSystem 停止された Calpont システムを起動し ます

stopSystem Calpont システムの処理を停止し ます

suspendDatabaseWrites Calpont データベースへの書込みの実行を一時停止
し ます

switchParentOAMModule ア ク テ ィ ブな親 OAM モジ ュールを別のパフ ォー
マン スモジ ュールに切 り 替えます

system システムシェルコマン ド を実行し ます

unassignElasticIPAddress Amazon Elastic IP ア ド レ スの割当てを解除し ます

1. これらのコマン ド は、 シェ アード ナ ッ シング構成ではサポー ト されていません。
「command not supported in a shared-nothing configuration」 と い う メ ッ セージがコ
ン ソールに発行されます。

表 1: Calpont コマン ド

コマン ド 説明
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第 2 章
システムの保守
こ の章では、 Calpont InfiniDB ソ フ ト ウ ェ アをア ッ プグレー ドする方法およびサーバー
操作に Calpont InfiniDB コ ン ソールを使用する方法について説明し ます。
Calpont InfiniDB コ ン ソールを使用する と、 システムおよびサーバーの停止、 起動、 再
起動およびシ ャ ッ ト ダウ ン操作を実行でき ます。 

Calpont InfiniDB のア ッ プグレー ド

Calpont は、 問題の修正またはパフ ォーマン スの向上のために必要に応じ て新しい リ
リ ースおよびソ フ ト ウ ェ アパッチを発行し ます。

Calpont ソ フ ト ウ ェ ア

パッチを適用でき る Calpont ソ フ ト ウ ェ アパッ ケージを次に示し ます。 

� Calpont プラ ッ ト フ ォーム ソ フ ト ウ ェ ア ： こ のソ フ ト ウ ェ アは、 複数モジュー

ルで構成され、 Calpont パフ ォーマン ス機能および Calpont InfiniDB コ ン ソール
イ ン タ フ ェース を提供し ます。

InfiniDB の技術サポー ト から通知があった場合は、 推奨パッチを適用する こ と をお薦
めし ます。

Calpont InfiniDB のア ッ プグレー ド

Calpont システムをオフ ラ イ ンにする必要があ り ます。 Calpont InfiniDB をア ッ プグ
レードする前に、 フ ロ ン ト エン ドデータベースおよび Calpont データベース をバッ ク
ア ッ プする必要があ り ます。 Calpont InfiniDB では、 ア ッ プグレー ド処理時に既存の
Calpont.xml フ ァ イルが保持されて使用されます。 

1. Calpont InfiniDB を停止し ます。 10 ページの 「システムの停止」 を参照し て く
ださい。

2. フ ロ ン ト エン ド データベースおよび Calpont データベース をバッ ク ア ッ プし ま
す。 63 ページの 「バッ ク ア ッ プおよび リ カバ リ の実行」 を参照し て く だ さい。

3. InfiniDB の出荷 メ デ ィ アから RPM を コ ピーし ます。
（出荷 メ デ ィ アを事前に入手し ます。 ご入用の際には、 担当営業までご連絡 く
ださい。）

4. フ ァ イルを展開し ます。

5. ア ッ プグレード を イ ン ス ト ールし ます。 イ ン ス ト ールやア ッ プグレード の手順
については、 『Calpont InfiniDB イ ン ス ト レーシ ョ ンガイ ド』 を参照し て く だ さ
い。 
システムの保守 9



1

ス ト レージに関する情報

通常、 Calpont システムは、 一般的に RAID10 と呼ばれる RAID 1+0 （ ミ ラーのス ト ラ イプ）
で構成されてお り 、 論理ユニ ッ ト 番号 （LUN） でパーテ ィ シ ョ ン化されます。 追加のス ト
レージ容量が必要にな る場合の詳細は、 71 ページの 「パフ ォーマン スチューニング」 を
参照し て く だ さい。

システムの操作

システムを停止、 起動、 再起動またはシ ャ ッ ト ダウ ンでき ます。 また、 モジ ュールを無効
にし た り 有効にし た り する こ と ができ ます。 

モジュールを無効にし てから システムを再起動する と、 無効になったモジュールは再起動
されず、 有効にする までオフ ラ イ ンのま まです。

システム またはサーバーを停止する と きは次のオプシ ョ ンを利用でき ます。

� Graceful （デフ ォル ト のオプシ ョ ン） ： プロセスは、 そのプロセスで必要な段階的

シ ャ ッ ト ダウ ン操作を実行し ます。

� Forceful ： プロセスは、 その状態に関係な く 停止されます。 

� Acknowledgement Yes ： 操作の実行が成功し た場合または失敗し た場合に、 システ

ムから通知されます。

� Acknowledgement No （デフ ォル ト のオプシ ョ ン） ： システムは、 コマン ド の受信時

に成功 メ ッ セージを戻し ますが、 操作はまだ処理中であ る可能性があ り ます。 

システムの停止

システムを停止する と、 アプ リ ケーシ ョ ンプロセスが停止されます。 管理コ ン ソールおよ
びシステムア ラームをサポー ト するプラ ッ ト フ ォームプロセスはア ク テ ィ ブなま まです。 
システム またはサーバーを停止し てすぐにプロセス を再起動する場合 （通常、 システム ま
たはサーバーがハングア ッ プし た場合） は、 システム またはサーバーを再起動でき ます
（11 ページの 「システムの再起動」 を参照）。

システムを停止するには

1. Calpont InfiniDB コ ン ソールで stopSystem と入力し ます。 

2. [Y] を押し ます。

システムプロセスが停止し ます。
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システムまたはモジュールの起動

次のコマン ド を使用し てシステム またはモジ ュールのアプ リ ケーシ ョ ンプロセス を起
動でき ます。

システムを起動するには

� Calpont InfiniDB コ ン ソールで startSystem と入力し ます。 

システムプロセスが起動し ます。

システムの再起動

アプ リ ケーシ ョ ンプロセス を停止し てすぐに起動する場合は、 再起動を実行でき ま
す。 次のコマン ド を使用し てシステム またはモジ ュールのアプ リ ケーシ ョ ンプロセス
を再起動し ます。

システムを再起動するには

� Calpont InfiniDB コ ン ソールで restartSystem と入力し ます。 

システムプロセスが停止し、 再起動し ます。

システムのシャ ッ ト ダウン

シ ャ ッ ト ダウ ンを実行する と、 すべての Calpont プロセスが停止されます。 このコマ
ン ド は、 主に、 ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プグレード を実行する と きに使用し ます。

システムをシ ャ ッ ト ダウ ンするには

1. Calpont InfiniDB コ ン ソールで shutdownSystem と入力し ます。 

2. [Y] を押し ます。

システムがシ ャ ッ ト ダウ ン されます。

システムモジュールの無効化および有効化

次のコマン ド を使用する と、 システムがア ク テ ィ ブまたはオフ ラ イ ンの状態でモ
ジ ュールを無効または有効にでき ます。

注意 ： モジ ュールを無効にする と、 データが PM に対し て ローカルであ る場合は、
データの損失が発生する こ と があ り ます。 データが SAN にマウ ン ト されている場合
は、 DBRoot を他の PM に移動する必要があ り ます。  DBRoot の詳細は、 イ ン ス ト レー
シ ョ ンガイ ド のデータベース フ ァ イル （DBRoot） に関する説明を参照し て く だ さい。
また、 DBRoot の移動の詳細は、 このガイ ド の 78 ページの 「DBRoot の移動」 を参照
し て く だ さい。 
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モジュールを無効にするには

1. Calpont InfiniDB コ ン ソールで alterSystem-disableModule module_id
と入力し ます。

例 ： alterSystem-disablemodule PM2, PM3

2. [Y] を押し ます。

モジュールが停止されて無効にな り ます。

モジュールを有効にするには

1. Calpont InfiniDB コ ン ソールで alterSystem-enableModule module_id と

入力し ます。

例 ： altersSystem-enableModule PM2, PM3

2. [Y] を押し ます。

モジュールが有効にな り 、 起動されます。
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第 3 章
システムステータ ス 
Calpont InfiniDB コ ン ソールでは、 サード パーテ ィ のネ ッ ト ワーク監視システム
（NMS） を使用せずにシステムを監視でき ます。 よ り 詳細なシステムの監視にはサー
ド パーテ ィ の NMS を使用する こ と をお薦めし ます。 システムは、 出荷時のデフ ォル
ト で設定されています。 システムの監視を構成する場合は、 27 ページの 「システム ス
テータ スの監視の構成」 を参照し て く だ さい。

システムステータ スの表示

システム ステータ スでは、 システムおよび配備されているすべてのサーバーの状態が
表示されます。 次の表は、 利用可能なシステムおよびサーバーの状態を示し ていま
す。

システム ステータ ス を表示するには

� getSystemStatus と入力し ます。

システムおよびサーバーの状態が表示されます。 

表 1: システムおよびモジュールの状態

状態 定義

Active システム、 サーバーまたはネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース カー
ド （NIC） は、 データベース リ ク エス ト の処理に利用可能で
す。

Auto Disabled サーバーの障害によ り 、 無効です。

Auto Init 障害 リ カバ リ 時の自動初期化モード 。

Auto Offline 障害が発生し たため、 システム またはサーバーがオフ ラ イ ン
になっています。 

Busy_Init ス ター ト ア ッ プ時、 ACTIVE 状態にな る前にモジ ュールまた
はシステムによ って、 初期化タ ス ク が実行されています。

Degraded サーバーはア ク テ ィ ブですが、 パフ ォーマン スが低下し てい
ます。 NIC が動作し ていない場合、 サーバーのパフ ォーマン
スが低下し ます。

Down 通信障害が発生し ています。
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すべてのサーバーが 「active」 であ る場合、 システム ステータ スは 「active」 にな り ます。
1 つのサーバーが 「man offline」 の場合、 その他のサーバーが 「active」 であって も、 シス
テムは 「man offline」 にな り ます。 システムが 「active」 と表示されるには、 配備されてい
るすべてのサーバーが 「active」 であ る必要があ り ます。

プロセスステータ スの表示

プロセス構成データは、 /usr/local/Calpont/etc デ ィ レ ク ト リ にあ る ProcessConfig.xml フ ァ
イルに格納されています。

プロセス ステータ ス を表示するには

� getProcessStatus と入力し ます。

プロセス ステータ スが表示されます。

次の表は、 サポー ト されているプロセス ステータ ス を示し ています。 

Failed システム またはサーバーの停止、 起動または再起動の リ ク エ
ス ト に失敗し ま し た。

Initial システムの再起動またはイ ン ス ト ールを行ってから操作を行
う までの初期状態。

Man Disabled altersystem-disableModule コマン ド の実行によ り 、 無

効です。

Man Init start または restart コマン ド実行時の手動初期化モード。

Man Offline システム またはサーバーは stop または shutdown コマン ド

によ り 、 オフ ラ イ ンになっています。

Up 通信は正常に行われています。

表 2: プロセス ステータ ス

状態 定義

Active プロセスは完全に機能し ています。

Auto Init 障害 リ カバ リ 時の自動初期化モード 。

Auto Offline 障害が発生し たためプロセスがオフ ラ イ ンになっています。 

表 1: システムおよびモジュールの状態

状態 定義
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ネ ッ ト ワーク構成の表示

ネ ッ ト ワーク構成では、 サーバー情報および NIC の状態が表示されます。

ネ ッ ト ワーク システムの構成を表示するには

� getSystemNetworkConfig と入力し ます。

システムおよびサーバーの状態が表示されます。 

Busy Init ス ター ト ア ッ プ時、 ACTIVE 状態にな る前にプロセスによ っ
て初期化タ ス ク が実行されています。

Failed プロセスの停止、 起動または再起動 リ ク エス ト に失敗し ま し
た。

Hot Standby プロセスは、 フ ェ イルオーバーが発生し た場合に備えてス タ
ンバイ状態または準備完了状態で動作し ています。

Initial システムの再起動またはイ ン ス ト ールを行ってから処理が行
われる までの状態。

Man Init start または restart コマン ド実行時の手動初期化モード。

Man Offline プロセスは stop または shutdown コマン ド によ り 、 オフ ラ

イ ンになっています。

Standby Init Hot Standby プロセスの start または restart コマン ド実行

時の手動初期化モード 。

用語 定義

Device Name サーバーの構成タ イプ。 た と えば、 UM または PM と表示され
ます。

Device 
Description

サーバーの構成タ イプおよび一意の番号付けス キーム。 た と
えば、 User Module #1 と表示されます。

NIC ID こ のフ ィ ール ド は、 各サーバーで利用可能な NIC を示し ま
す。

Host Name 各サーバーのホ ス ト 名。

表 2: プロセス ステータ ス

状態 定義
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モジュール情報の表示

モジュール構成は、 すべてのモジ ュールに対するサーバー名および IP ア ド レ ス を表示し
ます。

モジュール構成を表示するには

� getModuleConfig と入力し ます。

Module Name Configuration

Module 'um1' Configuration information

ModuleType = um
ModuleDesc = User Module #1
ModuleIPAdd NIC ID 1 = 10.100.7.83
ModuleHostName NIC ID 1 = qaftest7
ModuleIPAdd NIC ID 2 = 10.100.107.83
ModuleHostName NIC ID 2 = qaftest7b

Module 'pm1' Configuration information

ModuleType = pm
ModuleDesc = Performance Module #1
ModuleIPAdd NIC ID 1 = 10.100.7.10
ModuleHostName NIC ID 1 = srvqaperf2
ModuleIPAdd NIC ID 2 = 10.100.107.10
ModuleHostName NIC ID 2 = srvqaperf2b
DBRootIDs assigned  = 1

IP Address 各サーバーの IP ア ド レ ス。

NIC State NIC は 「UP」 または 「DOWN」 のいずれかです。

用語 定義
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モジュールの使用率およびし きい値の監視

こ の項では、 Calpont InfiniDB によ って監視されるモジ ュールのし きい値およびその表
示方法について説明し ます。

モジュールの使用率およびし きい値を表示するには

� getmoduletype と入力し ます。

ModuleType 'um' Configuration information

ModuleDesc = User Module
RunType = LOADSHARE
ModuleCount = 1
ModuleHostName and ModuleIPAddr for NIC ID 1 on  module 'um1' = 
qaftest7 , 10.100.7.83
ModuleHostName and ModuleIPAddr for NIC ID 2 on  module 'um1' = 
qaftest7b , 10.100.107.83

ModuleCPUCriticalThreshold % = 0
ModuleCPUMajorThreshold % = 0
ModuleCPUMinorThreshold % = 0
ModuleCPUMinorClearThreshold % = 0
ModuleDiskCriticalThreshold % = 90
ModuleDiskMajorThreshold % = 80
ModuleDiskMinorThreshold % = 70
ModuleMemCriticalThreshold % = 90
ModuleMemMajorThreshold % = 0
ModuleMemMinorThreshold % = 0
ModuleSwapCriticalThreshold % = 90
ModuleSwapMajorThreshold % = 80
ModuleSwapMinorThreshold % = 70
ModuleDiskMonitorFileSystem#1 = /

ModuleType 'pm' Configuration information

ModuleDesc = Performance Module
RunType = SIMPLEX
ModuleCount = 6
ModuleHostName and ModuleIPAddr for NIC ID 1 on  module 'pm1' = 
srvqaperf2 , 10.100.7.10
ModuleHostName and ModuleIPAddr for NIC ID 2 on  module 'pm1' = 
srvqaperf2b , 10.100.107.10
ModuleHostName and ModuleIPAddr for NIC ID 1 on  module 'pm2' = 
srvswdev10 , 10.100.7.5
ModuleHostName and ModuleIPAddr for NIC ID 2 on  module 'pm2' = 
srvswdev10b , 10.100.107.5
ModuleHostName and ModuleIPAddr for NIC ID 1 on  module 'pm3' = 
srvqaperf3 , 10.100.7.15
ModuleHostName and ModuleIPAddr for NIC ID 2 on  module 'pm3' = 
srvqaperf3b , 10.100.107.15
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ModuleHostName and ModuleIPAddr for NIC ID 1 on  module 'pm4' = 
srvqaperf4 , 10.100.7.81
ModuleHostName and ModuleIPAddr for NIC ID 2 on  module 'pm4' = 
srvqaperf4b , 10.100.107.81
ModuleHostName and ModuleIPAddr for NIC ID 1 on  module 'pm5' = 
srvqaperf5 , 10.100.7.82
ModuleHostName and ModuleIPAddr for NIC ID 2 on  module 'pm5' = 
srvqaperf5b , 10.100.107.82
ModuleHostName and ModuleIPAddr for NIC ID 1 on  module 'pm6' = 
srvqaperf7 , 10.100.7.35
ModuleHostName and ModuleIPAddr for NIC ID 2 on  module 'pm6' = 
srvqaperf7b , 10.100.107.35
DBRootIDs assigned to module 'pm1' = 1
DBRootIDs assigned to module 'pm2' = 2
DBRootIDs assigned to module 'pm3' = 3
DBRootIDs assigned to module 'pm4' = 4
DBRootIDs assigned to module 'pm5' = 5
DBRootIDs assigned to module 'pm6' = 6
ModuleCPUCriticalThreshold % = 0
ModuleCPUMajorThreshold % = 0
ModuleCPUMinorThreshold % = 0
ModuleCPUMinorClearThreshold % = 0
ModuleDiskCriticalThreshold % = 90
ModuleDiskMajorThreshold % = 80
ModuleDiskMinorThreshold % = 70
ModuleMemCriticalThreshold % = 90
ModuleMemMajorThreshold % = 0
ModuleMemMinorThreshold % = 0
ModuleSwapCriticalThreshold % = 90
ModuleSwapMajorThreshold % = 80
ModuleSwapMinorThreshold % = 70
ModuleDiskMonitorFileSystem#1 = /

モジュールのデ ィ スク使用率

各ローカルサーバー上のフ ァ イルシステムの使用率を監視でき ます。 各サーバーのデ ィ ス
ク使用率に対し て設定可能な し きい値には Critical、 Major および Minor の 3 つがあ

り ます。 し きい値を超え る と、 ア ラームが発行されます。 

構成されているデ ィ ス ク フ ァ イルシステムの使用率が、 各し きい値を超え る と発行される
ア ラームを次に示し ます。

� DISK_USAGE_LOW は、使用率がし きい値 ModuleDiskMinorThreshold を超え る

と設定されます。

� DISK_USAGE_MED は、 使用率がし きい値 ModuleDiskMajorThreshold を超え る

と設定されます。

� DISK_USAGE_HIGH は、使用率がし きい値 ModuleDiskCriticalThreshold を超

え る と設定されます。
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これらのア ラームは、 使用率が低下する と消去されます。 消去は次のよ う に行われま
す。

� DISK_USAGE_HIGH は、 使用率がし きい値 ModuleDiskCriticalThreshold
を下回る と消去されます。

� DISK_USAGE_MED は、 使用率がし きい値 ModuleDiskMajorThreshold を下

回る と消去されます。

� DISK_USAGE_LOW は、 使用率がし きい値 ModuleDiskMinorThreshold を下

回る と消去されます。

詳細は、 32 ページの 「モジ ュールのデ ィ ス ク使用率を構成するには」 を参照し て く だ
さい。

メ モ リー使用率

メ モ リ ー使用率を監視でき ます。 各サーバーの メ モ リ ー使用率に対し て設定可能な し
きい値には Critical、 Major および Minor の 3 つがあ り ます。 し きい値を超え る と、 ア
ラームが発行されます。 

構成されているデ ィ ス ク フ ァ イルシステムの使用率が、 各し きい値を超え る と発行さ
れる ア ラームを次に示し ます。

� MEMORY_USAGE_LOW は、使用率がし きい値 ModuleMemMinorThreshold を

超え る と設定されます。

� MEMORY_USAGE_MED は、使用率がし きい値 ModuleMemMajorThreshold を

超え る と設定されます。

� MEMORY_USAGE_HIGH は、 使用率がし きい値

ModuleMemCriticalThreshold を超え る と設定されます。

これらのア ラームは、 使用率が低下する と消去されます。 消去は次のよ う に行われま
す。

� MEMORY_USAGE_HIGH は、 使用率がし きい値

ModuleMemCriticalThreshold を下回る と消去されます。

� MEMORY_USAGE_MED は、使用率がし きい値 ModuleMemMajorThreshold を

下回る と消去されます。

� MEMORY_USAGE_LOW は、使用率がし きい値 ModuleMemMinorThreshold を

下回る と消去されます。

スワ ッ プ領域の使用率

ス ワ ッ プ領域の使用率を監視でき ます。 各サーバーのス ワ ッ プ領域の使用率に対し て
設定可能な し きい値には Critical、 Major および Minor の 3 つがあ り ます。 し き

い値を超え る と、 ア ラームが発行されます。 
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構成されている ス ワ ッ プ領域の使用率が各し きい値を超え る と発行される ア ラームを次に
示し ます。

� SWAP_USAGE_LOW は、 使用率がし きい値 ModuleSwapMinorThreshold を超え

る と設定されます。

� SWAP_USAGE_MED は、使用率がし きい値 ModuleSwapMajorThreshold を超え る

と設定されます。

� SWAP_USAGE_HIGH は、 使用率がし きい値 ModuleSwapCriticalThreshold を

超え る と設定されます。

これらのア ラームは、 使用率が低下する と消去されます。 消去は次のよ う に行われます。

� SWAP_USAGE_HIGH は、 使用率がし きい値 ModuleSwapCriticalThreshold を

下回る と消去されます。

� SWAP_USAGE_MED は、使用率がし きい値 ModuleSwapMajorThreshold を下回る

と消去されます。

� SWAP_USAGE_LOW は、 使用率がし きい値 ModuleSwapMinorThreshold を下回

る と消去されます。

デ ィ スクのし きい値

サーバーのフ ァ イルシステムが、 指定し た率を使用する と警告される よ う にし きい値を設
定でき ます。 

各サーバーのデ ィ ス ク使用率に対し て設定可能な し きい値には Critical、 Major およ

び Minor の 3 つがあ り ます。 し きい値を超え る と、 ア ラームが発行されます。 

デ ィ ス ク フ ァ イルシステムの使用率が、 各し きい値を超え る と発行される ア ラームを次に
示し ます。

� DISK_USAGE_LOW は、使用率がし きい値 RAIDMinorThreshold を超え る と設定さ

れます。

� DISK_USAGE_MED は、使用率がし きい値 RAIDMajorThreshold を超え る と設定さ

れます。

� DISK_USAGE_HIGH は、使用率がし きい値RAIDCriticalThreshold を超え る と設

定されます。

これらのア ラームは、 使用率が低下する と次のよ う に消去されます。

� DISK_USAGE_HIGH は、使用率がし きい値RAIDCriticalThreshold を下回る と消

去されます。

� DISK_USAGE_MED は、使用率がし きい値 RAIDMajorThreshold を下回る と消去さ

れます。

� DISK_USAGE_LOW は、使用率がし きい値 RAIDMinorThreshold を下回る と消去さ

れます。
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CPU のし きい値

サーバーの CPU 使用率が指定し た率に到達する と警告される よ う にし きい値を設定
でき ます。 

サーバーの CPU 使用率には Critical、 Major、 Minor および MinorClear の 4 つ

のし きい値があ り ます。 し きい値を超え る と、 ア ラームが発行されます。 し きい値を
無効にするには、 し きい値を 0 に設定し ます。

サーバーの合計 CPU 使用率が各し きい値を超え る と発行される ア ラームを次に示し
ます。

� CPU_USAGE_LOW は、CPU がし きい値 ModuleCPUMinorThreshold を超え る

と設定されます。

� CPU_USAGE_MED は、CPU がし きい値 ModuleCPUMajorThreshold を超え る

と設定されます。

� CPU_USAGE_HIGH は、CPU がし きい値 ModuleCPUCriticalThreshold を超

え る と設定されます。

これらのア ラームは、 CPU 使用率が低下する と消去されます。 ア ラームのス ラ ッ シン
グを回避する ために、 次のよ う に消去が行われます。

� CPU_USAGE_HIGH は、CPU 使用率がし きい値 ModuleCPUMajorThreshold を

下回る と消去されます。

� CPU_USAGE_MED は、CPU 使用率がし きい値 ModuleCPUMinorThreshold を

下回る と消去されます。

� CPU_USAGE_LOW は、 CPU 使用率がし きい値

ModuleCPUMinorClearThreshold を下回る と消去されます。

アラームの監視

ア ラームは、 システム、 サーバー、 プロセス またはハード ウ ェ アが停止し た場合、 電
源投入時テス ト で警告された場合、 プロセスが失敗またはタ イ ムア ウ ト し た場合、 し
きい値率に達し た場合に ト リ ガーされます。 これらのし きい値は次に対し て設定され
ています。 

� モジ ュールのデ ィ ス ク使用率

� メ モ リ ー使用率

� ス ワ ッ プ領域の使用率

� RAID 使用率

� CPU 使用率

こ の項では、 ア ラームの表示方法およびア ラームの定義について説明し ます。 デフ ォ
ル ト のし きい値を変更するには、 27 ページの 「システム ステータ スの監視の構成」 を
参照し て く ださ い。 
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アク テ ィ ブなアラームの表示

ア ク テ ィ ブなア ラームを表示するには

� getActiveAlarms と入力し ます。 

ア ラーム フ ァ イルの例を次に示し ます。

アーカ イブ済みアラームの表示

ア ラームは毎日午前 0 時にアーカ イブ されます。 Calpont システムでは、 7 日間のア ラー
ム履歴が保存されます。

ア ラーム履歴を表示するには

� getAlarmHistory (yyyymmdd) と入力し ます。 

日付のかわ り に today と入力する と、 現在の日付のア ラーム ロ グを取得でき ます。

文の例 ： 
getAlarmHistory today 

getAlarmHistory 20070923
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表 3: ア ラームの定義

記述 定義

Alarm ID#1 CPU_USAGE_HIGH 示されている CPU の使用率が高し きい値
を超えています。

Alarm ID#2 CPU_USAGE_MED 示されている CPU の使用率が中し きい値
を超えています。

Alarm ID#3 CPU_USAGE_LOW 示されている CPU の使用率が低し きい値
を超えています。

Alarm ID#4 DISK_USAGE_HIGH 示されているデ ィ ス ク ド ラ イブの使用率
が高し きい値を超えています。

Alarm ID#5 DISK_USAGE_MED 示されているデ ィ ス ク ド ラ イブの使用率
が中し きい値を超えています。

Alarm ID#6 DISK_USAGE_LOW 示されているデ ィ ス ク ド ラ イブの使用率
が低し きい値を超えています。

Alarm ID#7 MEMORY_USAGE_HIGH 示されている メ モ リ ーの使用率が高し き
い値を超えています。

Alarm ID#8 MEMORY_USAGE_MED 示されている メ モ リ ーの使用率が中し き
い値を超えています。

Alarm ID#9 MEMORY_USAGE_LOW 示されている メ モ リ ーの使用率が低し き
い値を超えています。

Alarm ID #10 SWAP_USAGE_HIGH
 

示されている ス ワ ッ プの使用率が高し き
い値を超えています。

Alarm ID #11 SWAP_USAGE_MED
 

示されている ス ワ ッ プの使用率が中し き
い値を超えています。

Alarm ID #12 SWAP_USAGE_LOW
 

示されている ス ワ ッ プの使用率が低し き
い値を超えています。

Alarm ID #13 PROCESS_DOWN_AUTO プロセスは自動的に停止し ま し た。

Alarm ID #14 MODULE_DOWN_AUTO モジ ュールは自動的に停止し ま し た。

Alarm ID #15 SYSTEM_DOWN_AUTO システムは自動的に停止し ま し た。

Alarm ID #16 POWERON_TEST_SEVERE モジ ュールの電源投入時に重大な警告エ
ラーが発生し ま し た。 テス ト の失敗は、
パフ ォーマン スが低下し た状態でシステ
ムが実行されている こ と を示し ています。
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Alarm ID #17 POWERON_TEST_WARNING 警告エラーが発生し ま し た。 テス ト の失
敗は、 パフ ォーマン スがほ と んど または
ま った く 低下し ていない状態でシステム
が実行されている こ と を示し ています。

Alarm ID #18 HARDWARE_HIGH ハード ウ ェ アデバイ スの リ ソースが高し
きい値を超えています。

Alarm ID #19 HARDWARE_MED ハード ウ ェ アデバイ スの リ ソースが中し
きい値を超えています。

Alarm ID #20 HARDWARE_LOW ハード ウ ェ アデバイ スの リ ソースが低し
きい値を超えています。

Alarm ID #21 PROCESS_DOWN_MANUAL プロセスは手動で停止されま し た。

Alarm ID #22 MODULE_DOWN_MANUAL モジ ュールは手動で停止されま し た。

Alarm ID #23 SYSTEM_DOWN_MANUAL システムは手動で停止されま し た。

Alarm ID #24 EXT_DEVICE_DOWN_AUTO 外部デバイ スは自動的に停止し ま し た。

Alarm ID #25 PROCESS_INIT_FAILURE プロセスの初期化が失敗またはタ イ ムア
ウ ト し ま し た。

Alarm ID #26 NIC_DOWN_AUTO NIC イ ン タ フ ェースは自動的に停止し ま
し た。

Alarm ID #27 DBRM_LOAD_DATA_ERROR DBRM データのロード 時にエラーが発生
し ま し た。

Alarm ID #28 INVALID_SW_VERSION ユーザーモジュールで実行されている
バージ ョ ン と一致し ない無効な ソ フ ト
ウ ェ アバージ ョ ンがモジ ュールで見つか
り ま し た。

Alarm ID #29 
STARTUP_DIAGNOSTICS_FAILURE

モジ ュールに対し てシステム ス ター ト
ア ッ プ診断が実行された と きに障害が発
生し ま し た。 障害の詳細は、 ロ グフ ァ イ
ルを参照し て く だ さい。

Alarm ID #30 CONN_FAILURE システム処理のパフ ォーマン スに影響す
る可能性があ る接続障害が発生し ま し た。

Alarm ID #31 DBRM_READ_ONLY 現在、 DBRM は読取 り 専用のため、 デー
タベース を更新でき ません。

記述 定義
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上位 CPU ユーザーの表示

Calpont InfiniDB の 1 つのモジ ュールまたはすべてのモジ ュールの上位ユーザーを表示
でき ます。 デフ ォル ト では上位 5 人のユーザーが表示されますが、 1-10 の範囲のプロ
セス を表示する よ う に指定でき ます。 CPU の使用率が 1% 未満のプロセスは表示され
ません。

1 つのモジ ュールの上位ユーザーを監視するには

� getmodulecpuusers module_ID と入力し ます。

た と えば、 ユーザーモジ ュール 1 の上位 CPU ユーザーを監視する コマン ド は次の と
お り です。

getmodulecpuusers um1

ALARM ID #32 EE_LICENSE_EXPIRED エン タープラ イ ズ版のラ イセン スの期限
が切れています。 担当営業または
infinidb_doc@ashisuto.co.jp までご連絡 く だ
さい。

ALARM ID #33 
MODULE_SWITCH_ACTIVE

親 OAM モジュールの停止、 または
switchParentOAMModuleコマン ド の実

行によ って、 親 OAM モジュールの変更
が発生し ま し た。

表 4: ア ラームの重大度

重大度 説明

Critical データ損失の可能性があ り 、 すぐに対応
が必要な状況が発生し ま し た。

Major サービ スに影響し、 対応が必要な状況が
発生し ま し た。

Minor 現在はサービ スに影響し ていないが、 今
後サービ スに影響し ないよ う に対応が必
要な状況が発生し ま し た。

Warning 警告。

Info 情報のみ。

記述 定義
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Calpont InfiniDB の上位ユーザーを監視するには

� getsystemcpuusers と入力し ます。

 リ ソース使用率の監視

システムの CPU 使用率、 メ モ リ ー、 キ ャ ッ シ ュおよびス ワ ッ プ領域をモジ ュールご と に
監視でき ます。

システムの リ ソース を監視するには

� getsystemresourceusage と入力し ます。
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第 4 章
システムステータ スの監視の構成
こ の章では、 システム、 プロセス、 サーバー、 CPU 使用率、 デ ィ ス ク使用率、 RAID、
メ モ リ ー使用率およびス ワ ッ プ領域を構成する方法について説明し ます。

システムの監視の詳細は、 13 ページの 「システム ステータ ス」 を参照し て く だ さい。
また、 Calpont コマン ド の全 リ ス ト については、 4 ページを参照し て く だ さい。

管理コ ン ソールの概要

こ の章では、 次のものを構成する方法について説明し ます。 

� システム

� モジ ュール

� プロセス

� ア ラーム

� ロ ギング

Calpont 構成フ ァ イル

管理コ ン ソールを使用し てシステムを構成する場合、 変更は 「etc」 デ ィ レ ク ト リ にあ
る XML フ ァ イルに格納されます。 これらの構成項目の一部は、 イ ン ス ト ール時に
Calpont プロセスおよび Calpont postConfig ス ク リ プ ト によ って更新されます。 

� AlarmConfig.xml ： ア ラームの構成フ ァ イル。 

� Calpont.xml ： システムおよびモジ ュールの構成フ ァ イル。 

� ConsoleCmds.xml ： 管理コ ン ソールのツールヘルプフ ァ イル。 

� ProcessConfig.xml ： プロセス構成フ ァ イル。 

Linux シ ェル

Linux シェルに接続するには、 SSH ク ラ イ アン ト が必要です。 Linux シェルに接続し た
後、 管理コ ン ソールを実行する コマン ド を入力する と、 管理コ ン ソールは Linux シェ
ルで実行されます。 Linux シェルの多 く の機能を管理コ ン ソールで利用でき ます。 次
に例を示し ます。

� コマン ド 名の一部を入力し て コマン ド を実行する

� 上矢印および下矢印を使用し て前のコマン ド を再呼出しする
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� ホ ッ ト キーを使用し て コマン ド の編集およびナビゲー ト を行 う

管理コ ン ソール使用の ヒ ン ト については、 2 ページの 「Calpont InfiniDB コ ン ソールの ヒ ン
ト 」 を参照し て く だ さい。

システムの構成 

変更でき る システム設定は、 ハー ト ビー ト の間隔と数、 RAID し きい値、 監視、 ア ラーム
およびロ ギングの構成です。 システム構成フ ァ イルには、 Calpont データベースプラ ッ ト
フ ォームで使用される ソ フ ト ウ ェ ア と ハード ウ ェ アの現在のバージ ョ ン も表示されます。
こ の情報は、 ト ラブルシューテ ィ ングに役立つ場合があ り ます。

注意 ： 構成フ ァ イルのほ と んどのデータは、 /usr/local/Calpont/etc デ ィ レ ク ト リ にあ

る Calpont.xml フ ァ イルに格納されています。 構成フ ァ イルのマス ターコ ピーは、 プラ

イマ リ のパフ ォーマン スモジ ュールに保持されます。 システムは、 ス ター ト ア ッ プ時に構
成フ ァ イルから情報を読み取って、 システムのア ク テ ィ ビテ ィ に必要な リ ソース （データ
キ ャ ッ シ ュ など） を割 り 当てます。  複数サーバー構成時に こ のフ ァ イルに変更を行 う 場合
は、 変更がすべてのモジュールに分散される よ う に、 こ のプラ イマ リ のパフ ォーマン スモ
ジ ュールに対し て行 う 必要があ り ます。

一部のデータは、 getSystemConfig コマン ド を実行する と他の ソースから抽出されます。 

システム構成を表示するには

1. Linux プロ ンプ ト で、 cmconsole と入力し ます。

2. getSystemConfig と入力し て [Enter] を押し ます。 

getsystemconfig   Wed Mar 28 10:17:49 2012

System Configuration

SystemName = sn-qaperf-1
SoftwareVersion = 3.0
SoftwareRelease = 0
ParentOAMModuleName = pm1
StandbyOAMModuleName = pm2
NMSIPAddr = 0.0.0.0
ModuleHeartbeatPeriod = 1
ModuleHeartbeatCount = 3
DBRootCount = 6
DBRoot1 = /usr/local/Calpont/data1
DBRoot2 = /usr/local/Calpont/data2
DBRoot3 = /usr/local/Calpont/data3
DBRoot4 = /usr/local/Calpont/data4
DBRoot5 = /usr/local/Calpont/data5
DBRoot6 = /usr/local/Calpont/data6
DBRMRoot = /usr/local/Calpont/data1/systemFiles/dbrm/BRM_saves
ExternalCriticalThreshold = 90
ExternalMajorThreshold = 80
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ExternalMinorThreshold = 70
MaxConcurrentTransactions = 1000
SharedMemoryTmpFile = /tmp/CalpontShm
VersionBufferFileSize = 1
OIDBitmapFile = /usr/local/Calpont/data1/systemFiles/dbrm/
oidbitmap
FirstOID = 3000
TransactionArchivePeriod = 10

ス ト レージ構成を表示するには、 getstorageconfig コマン ド を実行し て、 pm に割

り 当て られている DBRoot を、 システムのス ト レージ構成 と と もに参照し ます。

ス ト レージ構成を表示するには

1. Linux プロ ンプ ト で、 cmconsole と入力し ます。

2. getStorageConfig と入力し て [Enter] を押し ます。 

getstorageconfig   Wed Mar 28 10:40:34 2012

System Storage Configuration

Storage Type = internal
System DBRoot count = 6
DBRoot IDs assigned to 'pm1' = 1
DBRoot IDs assigned to 'pm2' = 2
DBRoot IDs assigned to 'pm3' = 3
DBRoot IDs assigned to 'pm4' = 4
DBRoot IDs assigned to 'pm5' = 5
DBRoot IDs assigned to 'pm6' = 6

モジュールのハー ト ビー ト の設定

ハー ト ビー ト の監視は、 Calpont データベースプラ ッ ト フ ォームのモジュール間で行
います。 モジ ュールのハー ト ビー ト 設定は、 Calpont データベースプラ ッ ト フ ォーム
のすべてのモジ ュールで同じです。

モジュールのハー ト ビー ト の間隔 と は、 ハー ト ビー ト のテス ト を実行する間隔を指し
ます。 た と えば、 間隔を 5 に設定する と、 ハー ト ビー ト のテス ト は 5 秒ご と に実行さ
れます。 

モジュールのハー ト ビー ト 数と は、 障害が処理される までの障害の連続発生回数を指
し ます。 ハー ト ビー ト の監視を無効にするには、 間隔を -1 に設定し ます。

モジュールのハー ト ビー ト の間隔および数を設定するには

1. Linux プロ ンプ ト で、 cmconsole と入力し ます。
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2. setSystemConfig ModuleHeartbeatPeriod n （n は秒数） と入力し て

[Enter] を押し ます。

間隔が正常に設定される と、 メ ッ セージが表示されます。

3. setSystemConfig ModuleHeartbeatCount n （n は障害の数） と入力し

て [Enter] を押し ます。

数が正常に設定される と、 メ ッ セージが表示されます。

デ ィ スクのし きい値の構成

サーバーのフ ァ イルシステムが、 指定し た率を使用する と警告される よ う にし きい値を設
定でき ます。 

各サーバーの メ モ リ ー使用率に対し て設定可能な し きい値には Critical、 Major および
Minor の 3 つがあ り ます。 し きい値を超え る と、 ア ラームが発行されます。 し きい値を無
効にするには、 し きい値を 0 に設定し ます。

デ ィ ス ク フ ァ イルシステムの使用率が、 各し きい値を超え る と発行される ア ラームを次に
示し ます。

� DISK_USAGE_LOW は、 使用率がし きい値 EXTERNALMinorThreshold を超え る と設

定されます。

� DISK_USAGE_MED は、使用率がし きい値 EXTERNALMajorThreshold を超え る と設定

されます。

� DISK_USAGE_HIGH は、使用率がし きい値 EXTERNALCriticalThreshold を超え る と

設定されます。

これらのア ラームは、 使用率が低下する と次のよ う に消去されます。

� DISK_USAGE_HIGH は、使用率がし きい値 EXTERNALCriticalThreshold を下回る と

消去されます。

� DISK_USAGE_MED は、使用率がし きい値 EXTERNALMajorThreshold を下回る と消去

されます。

� DISK_USAGE_LOW は、 使用率がし きい値 EXTERNALMinorThreshold を下回る と消

去されます。

システム構成パラ メ ータ を次に示し ます。

� EXTERNALMinorThreshold

� EXTERNALMajorThreshold

� EXTERNALCriticalThreshold

デ ィ ス ク のし きい値を構成するには

1. Linux プロ ンプ ト で、 cmconsole と入力し ます。

2. setSystemConfig EXTERNAL(Minor/Major/Critical)Threshold 
n （n はフ ァ イルシステムの使用率） と入力し て [Enter] を押し ます。

し きい値が正常に設定される と、 メ ッ セージが表示されます。
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た と えば、 フ ァ イルシステムの使用率が 25% の と きに、 モジ ュールでデ ィ ス ク使用率
の中レベルのア ラームが発行される よ う にするには、 次のコマン ド を入力し ます。

setSystemConfig EXTERNALMajorThreshold 25

ヒ ン ト ： し きい値を設定する と きに、 Minor を Major よ り も小さ

く し、 Major を Critical よ り も小さ く する必要があ り ます。

ト ラ ンザクシ ョ ンログをアーカ イブする間隔の構成

システムの構成フ ァ イルを構成する こ と によ って、 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グフ ァ イルを
アーカ イブする間隔を変更でき ます。 デフ ォル ト の間隔は 10 分に設定されています。
0-60 分の間で選択でき ます。 ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グの詳細は、 67 ページの 「 ト ラ ン
ザク シ ョ ン」 を参照し て く だ さ い。 

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グをアーカ イブする間隔を変更するには

1. SSH ク ラ イ アン ト を使用し て Linux に接続し ます。 

ユーザー名およびパス ワード の入力を求められます。

2. Linux のユーザー名およびパス ワード を入力し て [Enter] を押し ます。

Linux プロ ンプ ト が表示されます。

3. Linux プロ ンプ ト で、 cmconsole と入力し ます。

cmconsole のプロ ンプ ト が表示されます。

4. setsystemconfig TransactionArchivePeriod (log period)
と入力し て [Enter] を押し ます。

モジュールの構成

次のモジ ュール項目を構成でき ます。

� CPU のし きい値

� デ ィ ス ク のフ ァ イルシステム使用率の監視

� デ ィ ス ク のし きい値

� モジ ュール メ モ リ ーのし きい値

� モジ ュールス ワ ッ プのし きい値
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モジュールの CPU し きい値の構成

モジュールの CPU 使用率が指定し た率に到達する と警告される よ う に、 し きい値を設定
でき ます。 CPU のし きい値の詳細は、 21 ページの 「CPU のし きい値」 を参照し て く だ さ
い。

モジュールの CPU 使用率には Critical、 Major、 Minor および MinorClear の 4 つのし

きい値があ り ます。 し きい値を超え る と、 ア ラームが発行されます。 し きい値を無効にす
るには、 し きい値を 0 に設定し ます。

CPU のし きい値を構成するには

1. Linux プロ ンプ ト で、 cmconsole と入力し ます。

2. setModuleTypeConfig (module name) ModuleCPU(Clear/Minor/
Major/Critical)Threshold n（n は CPU 使用率） と入力し て [Enter] を押し

ます。

CPU のし きい値が設定され、 メ ッ セージが表示されます。

た と えば、 モジ ュールのア ラー ト を 50% で Minor に設定するには、 次のよ う に入力し ま

す。
setModuleTypeConfig pm1 ModuleCPUMinorThreshold 50

ヒ ン ト ： し きい値を設定する と きに、 Minor を Major よ り も小さ く し、

Major を Critical よ り も小さ く する必要があ り ます。

モジュールのデ ィ スク使用率の構成

各ローカルモジ ュール上のフ ァ イルシステムの使用率を監視でき ます。 モジュールのデ ィ
ス ク使用率の詳細は、 18 ページの 「モジ ュールのデ ィ ス ク使用率」 を参照し て く だ さい。

モジュールのデ ィ ス ク使用率を構成するには

1. Linux プロ ンプ ト で、 cmconsole と入力し ます。

2. setModuleTypeConfig (module name) ModuleDisk(Minor/
Major/Critical)Threshold n （n はデ ィ ス ク システムの使用率） と入力し

て [Enter] を押し ます。

モジュールのデ ィ ス ク使用率のし きい値が設定され、 メ ッ セージが表示されます。
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ヒ ン ト ： し きい値を設定する と きに、 Minor を Major よ り も小さ

く し、 Major を Critical よ り も小さ く する必要があ り ます。

スワ ッ プ領域の使用率の構成

ス ワ ッ プ領域の使用率を監視でき ます。 各サーバーのス ワ ッ プ領域の使用率に対し て
設定可能な し きい値には Critical、 Major および Minor の 3 つがあ り ます。 し きい

値を超え る と、 ア ラームが発行されます。 し きい値を無効にするには、 し きい値を 0
に設定し ます。
ス ワ ッ プ領域の使用率の詳細は、 19 ページの 「ス ワ ッ プ領域の使用率」 を参照し て く
ださい。

モジュールのス ワ ッ プ領域の使用率を構成するには

1. Linux プロ ンプ ト で、 cmconsole と入力し ます。

2. setModuleTypeConfig (module name) ModuleSwap(Minor/
Major/Crictical)Threshold n （n はス ワ ッ プ領域の使用率） と入力

し て [Enter] を押し ます。

サーバーのス ワ ッ プ領域の使用率のし きい値が設定され、 メ ッ セージが表示さ
れます。

ヒ ン ト ： し きい値を設定する と きに、 Minor を Major よ り も小さ

く し、 Major を Critical よ り も小さ く する必要があ り ます。

アラームの構成

こ の章では、 特定のイベン ト または条件でア ラームを ト リ ガーする よ う にシステムお
よびサーバーを構成する方法について説明し ま し た。 30 分間に ト リ ガーでき る ア ラー
ムの合計数を設定する こ と も でき ます。 Calpont システムには、 CalpontAlarm.xml

フ ァ イルに格納されている事前構成済みのア ラームフ ァ イルが含まれます。 こ のフ ァ
イルでは、 すべてのア ラームのし きい値が 100 に設定されています。 これは、 ア ラー
ムの ト リ ガーが停止される までに、 ア ラームを 30 分間に最大 100 回まで ト リ ガーで
き る こ と を意味し ます。 

特定のア ラームがレポー ト されないよ う にするには、 ア ラームのし きい値を 0 に設定
し ます。
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アラームを構成する手順

ア ラームを構成するには、 ア ラーム ID 番号と、 変更するパラ メ ータ を指定し、
setalarmconfig コマン ド を使用し ます。 

1. Linux プロ ンプ ト で、 cmconsole と入力し ます。

2. setAlarmConfig (alarmID#) Threshold n （n は 30 分間に ト リ ガーで

き る ア ラームの最大回数） と入力し て [Enter] を押し ます。 

た と えば、 ア ラーム ID 番号 23 のし きい値が 25 になる よ う に変更する場合は、 Calpont プ
ロ ンプ ト で次のよ う に入力し ます。 
setAlarmConfig 23 Threshold 25

ロギングの構成

ロ グの構成は、 getLogConfig コマン ド を使用し て表示でき ます。

 
ロ ギングには、 5 つのレベルがあ り ます。

� Critical

� Error

� Warning

� Info

� Debug

InfiniDB システム内の各サーバーに異なる ロ グレベルを構成でき ます。 InfiniDB ロ ギング
は、 syslog 機能を介し てサポー ト されている ため、 syslog サービ スが各サーバーで常に実
行されている必要があ り ます。

ロ グの構成は、 EnableLog コマン ド と DisableLog コマン ド を使用し て、 有効および

無効にでき ます。  この 5 つのロ ギングレベルは、 個別に有効および無効にでき ます。 また
は、 ロ グレベルに 「all」 を入力する と、 5 つすべてを有効および無効にでき ます。

メ ッ セージは、 一意の番号で識別されます。 次の syslog メ ッ セージで、 1-4 の項目は
syslog によ って自動的に生成され、 5-8 の項目は メ ッ セージオブジェ ク ト 自体から取得さ
れます。

1. 日時

2. 元のホ ス ト

3. サブシステム名

4. PID

5. メ ッ セージの秒数およびマ イ ク ロ秒数
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6. セ ッ シ ョ ン ID、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン ID およびス レ ッ ド ID

7. メ ッ セージの重大度レベル （ メ ッ セージ ク ラ スの 1 文字の接頭辞） ：

� D ： デバッ グ

� I ： 情報

� W ： 警告

� E ： エラー

� C ： 重大

8. サブシステム ID ： 2 桁のサブシステム ID。  

9. メ ッ セージ番号 ： 4 桁のエラー番号。 エラー メ ッ セージ ID （およびエラー メ ッ
セージのテキス ト ） は、 サブシステムの境界を越えて共有でき ます。 これに
よ って、 共通のエラー メ ッ セージを再利用でき ます。

10. メ ッ セージテキ ス ト ： すべての固定引数が置換された後の書式付きのエラーテ
キ ス ト 。 

これらのロ グフ ァ イルは、 各サーバーの /var/log/Calpont デ ィ レ ク ト リ に格納され

ます。

ロギングの有効化および無効化

ロ ギングを有効にするには

1. Linux プロ ンプ ト で、 cmconsole と入力し ます。

2. enableLog (module_ID)(log_level) と入力し て [Enter] を押し ま

す。

た と えば、 サーバー PM1 で Crictical ロ ギングを有効にする場合のコマン ド は、
enableLog PM1 Crictical です。

ロ ギングを無効にするには

1. Linux プロ ンプ ト で、 cmconsole と入力し ます。

2. disableLog (module_ID)(log_level) と入力し て [Enter] を押し ま

す。

た と えば、 サーバー PM1 で Info ロ ギングを無効にする場合のコマン ド は、 次の とお
り です。
disableLog PM1 Info
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第 5 章
データのイ ンポー ト
こ の章では、 Calpont システムにデータ を イ ンポー ト する方法について説明し ます。
これには、 他のシステムからのデータの移行または保守ウ ィ ン ド ウでの定期的な更新
が含まれます。 

イ ンポー ト の概要

データ を イ ンポー ト する前に、 『Calpont InfiniDB イ ン ス ト レーシ ョ ンガイ ド』 の説明
に従って Calpont のイ ン ス ト ールを完了し てお く 必要があ り ます。 これには、 Calpont
システムのカ タ ロ グの作成 とデータのイ ンポー ト 先の表の作成が含まれます。

ロー ドサイズの見積り

データ呼出し時間のビジネス要件は、 データのロード サイ ズに影響し ます。 30 秒ご と
に新しいデータにア ク セスする必要があ る場合は、 データベースに迅速に書き込んで
問合せで利用でき る よ う に、 データ を小さいロード サイ ズでロードする必要があ り ま
す。 

24 時間以内に新しいデータにア ク セスする必要があ る場合は、 データ を大きいロード
サイ ズで夜間にロード でき ます。

イ ンポー ト タ スク

データ を イ ンポー ト するには次のタ ス ク を実行し ます。

� イ ンポー ト 対象のデータ フ ァ イルを正しいデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます

� 使用方法に応じ てジ ョ ブフ ァ イルを生成し ます （オプシ ョ ン）

� データ を イ ンポー ト し ます

イ ンポー ト 処理

Calpont InfiniDB は、 イ ンポー ト 時に次の処理を実行し ます。

� データ を読み取 り ます 

� データ を列指向に変換し ます

� データ値を ト ーク ン化し ます 

� ト ーク ン化し たデータ をデータベースにロード し ます
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デ ィ レ ク ト リ構造

Calpont InfiniDB を イ ン ス ト ールする と、 次のよ う なデフ ォル ト のデ ィ レ ク ト リ 構造が作成
されます。  これらの場所と フ ァ イル名は、 「STDIN 処理」 で後述する よ う に 「-f」 および

「-l」 オプシ ョ ンを使用し て上書きでき ます。  バルク ロード処理は任意のサーバーから開

始でき る よ う にな り ま し た。

/usr/local/Calpont/data/bulk/
job ： 表および列をマ ッ プする ジ ョ ブ記述 XML フ ァ イルが含まれています。 

data/import ： イ ンポー ト するデータ フ ァ イルが含まれています。 シンプルな イ

ン タ フ ェース を上書き または実行し ていない場合は、 これがデフ ォル ト で
す。

log ： 実行し た各ジ ョ ブのロ グフ ァ イルが含まれています。 フ ァ イルの拡張子は

.log です。

BulkRoot の定義

Calpont.XML フ ァ イルには BulkRoot と い う エン ト リ があ り ます。 必要に応じ て、 ユー

ザーはこ のエン ト リ を使用し てデフ ォル ト の /usr/local/Calpont/data/bulk を別

のデ ィ レ ク ト リ に変更でき ます。

root 以外のユーザーと し てのイ ンポー ト

root 以外のユーザーが colxml および cpimport を実行する場合、 システム管理者は、

これらのユーテ ィ リ テ ィ のア ク セスモード を変更する必要があ り ます。 次に例を示し ま
す。

�  chmod  4755  /usr/local/Calpont/bin/colxml

�  chmod  4755  /usr/local/Calpont/bin/cpimport

ソースフ ァ イルのコ ピー

ソース フ ァ イルを書式設定し て正しい名前を指定し、 データのイ ンポー ト に Calpont 
InfiniDB のデフ ォル ト の場所を使用し ている場合は、 Calpont イ ンポー ト フ ォルダに配置す
る必要があ り ます。 これは、 -p オプシ ョ ン またはシンプルな イ ン タ フ ェースなどによ っ

て上書きでき ます。

ソースフ ァ イルの形式

デフ ォル ト のデ リ ミ タは 「|」 （パイプ） 文字です。

イ ンポー ト 時にオプシ ョ ンのデ リ ミ タパラ メ ータ を指定し て、 他の形式を受け入れる よ う
にシステムを構成でき ます。 ほ と んどのデ リ ミ タ文字では、 -d と そのデ リ ミ タ文字を使

用し ます。 cpimport を使用し ている場合は -s を使用でき ます。 
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例 ：
-d ,
-d |

タブ、 一重引用符、 チルダなどの特殊文字の場合、 バッ ク ス ラ ッ シュ 「\」 を追加し て

から特殊文字を追加し ます （日本語では円記号 「\」 で表示されます）。 特殊文字に円
記号を使用する場合は、 一重引用符で囲む必要があ る こ と に注意し て く だ さい。 それ
ぞれの例を次に示し ます。

-d '\t'
-d '\~'

UTF-8 データのイ ンポー ト

cpimport ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て UTF-8 データ を イ ンポー ト する場合は、 入力

フ ァ イルを UTF-8 データに変換する必要があ り ます。 Linux プロ グ ラ ム iconv は、

変換ユーテ ィ リ テ ィ の 1 つです。

iconv -f ISO-8859-1 -t UTF-8 < input.txt > output.txt

ソースフ ァ イル名

完全な イ ン タ フ ェースでは、 ソース フ ァ イル名は、 データのイ ンポー ト 先 と な るデ
フ ォル ト の表の名前を使用し て指定する必要があ り ます。 -l オプシ ョ ンを使用し て

上書きする こ と ができ ます。 シンプルな イ ン タ フ ェースでは、 ソース フ ァ イル名がデ
フ ォル ト の表名と異な る場合はコマン ド ラ イ ンで指定でき ます。

ソースデータが別のデ ィ レ ク ト リ に存在する場合は、 ln コマン ド を使用し て代わ り に
シンボ リ ッ ク リ ン ク 「import」 を作成でき ます。 次に例を示し ます。

ln -s /mnt/source /usr/local/Calpont/data/bulk/data/import

イ ンポー ト デ ィ レ ク ト リ

デフ ォル ト を使用し ている場合、 イ ンポー ト 対象の ソースデータは次のデ ィ レ ク ト リ
に配置する必要があ り ます。

/usr/local/Calpont/data/bulk/data/import

これは、 -p オプシ ョ ン またはシンプルな イ ン タ フ ェース を使用し て上書きでき ます。
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イ ンポー ト 方法

イ ンポー ト ツールは 2 つの異なる使用方法で実行でき ます。

� 1 つ目の使用方法は 1 つの表を イ ンポー ト する シンプルな イ ン タ フ ェース を使用す

る方法で、 XML ジ ョ ブフ ァ イル （colxml） は必要あ り ません。

� 2 つ目の使用方法は、 cpimport を使用する完全な方法です。 最初に colxml ユー

テ ィ リ テ ィ を実行し て XML ジ ョ ブフ ァ イルを生成する必要があ り ます。 こ の方法
は、 複数の表を一度にイ ンポー ト する場合に使用する必要があ り ますが、 すべて
のシナ リ オにおいて使用する こ と ができ ます。

複数の表のイ ンポー ト

イ ンポー ト ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て複数の表を同時にイ ンポー ト でき ます。  シンプルな
イ ン タ フ ェースでは、 表または PM がイ ンポー ト ご と に一意であ るかぎ り 、 複数のジ ョ ブ
を同時に発行でき ます。  完全な イ ン タ フ ェースでは、 スキーマ内のすべての表を イ ンポー
ト するか、 または colxml で -t オプシ ョ ンを使用し て特定の表を リ ス ト する こ と で複数

の表を イ ンポー ト でき ます。 表およびジ ョ ブ ID が一意であ るかぎ り 、 従来のイ ン タ
フ ェース を使用し て複数のジ ョ ブを発行でき ます。

分散イ ンポー ト

イ ンポー ト ユーテ ィ リ テ ィ の機能が拡張されて複数のロード方法を使用でき る よ う にな り
ま し た。 これによ り 、 1 つの集中化された ロード処理を簡単に使用でき るだけでな く 、 総
合的な ロー ド パフ ォーマン ス を制限する可能性のあ るボ ト ルネ ッ ク を発生させる こ と な く
個々のフ ァ イルを ロードする拡張性を実現でき ます。 

以降の項および図では、 InfiniDB で利用可能な様々なモード について説明し ます。

セン ト ラルロケーシ ョ ンからのバルク ロー ド （モー ド 1）

セン ト ラルロ ケーシ ョ ンからのバルク ロード の実行には、 1 つのコマン ド で 1 つのフ ァ イ
ルを ロード し、 そのデータ を一連のデ ィ ス ク リ ソースに適切に分散するオプシ ョ ンがあ り
ます。 次の特徴があ り ます。

� 1 つの ソース フ ァ イル

� シングルバルク ロード コマン ド
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モード 1 を使用し た場合、 cpimport はソース フ ァ イルを読み取 り 、 すべての PM ま

たは特定の PM （-P オプシ ョ ン） のいずれかに分散し ます。 ソース フ ァ イルは 10,000

行の単位で分割され、 イ ンポー ト 用にそれぞれの PM に送信されます。 前述の 2 つの
PM の例では、 100,000 行の ソース フ ァ イルがそれぞれの PM に 50,000 行ずつ送信され
ます。

注意 ： 分散機能では 10,000 行単位で DBRoot に送信されます。 た と えば、 DBRoot の
数が一致し ていない場合 （PM1 に 1 つの DBRoot が存在し、 PM2 に 2 つの DBRoot が
存在する場合）、 PM2 は PM1 がイ ンポー ト するデータ を も う 一度イ ンポー ト し ます。

例 ：

� mytable.tbl ソース フ ァ イルを現在のデ ィ レ ク ト リ からすべてのPMのmytest

スキーマにイ ンポー ト し ます。

cpimport -m1 mytest mytable mytable.tbl

� mytable.tbl ソース フ ァ イルを現在のデ ィ レ ク ト リ から PM1 および PM2 の

mytest スキーマにのみイ ンポー ト し ます。

cpimport -m1 -P1,2 mytest mytable mytable.tbl

� すべてのPMのmytestスキーマに表を イ ンポー ト する場合の従来の方法は次の と

お り です。

colxml mytest -j299
cpimport -m1 -j299
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シングルバルク ロー ド コ マン ド、 パーテ ィ シ ョ ン ソース （モー ド 2）

セン ト ラルロ ケーシ ョ ンからのバルク ロード の実行には、 PM 上に存在する、 すでにパー
テ ィ シ ョ ン化されたデータ フ ァ イルを ロードするオプシ ョ ンがあ り ます。 次の特徴があ り
ます。

� N 個のパーテ ィ シ ョ ン ロード フ ァ イル （N は PM の数）

� シングルバルク ロード コマン ド

モー ド 2 を使用し た場合、 cpimport は各 PM 上に存在する ソース フ ァ イルを イ ンポー ト

し ます。 各 PM の ソース フ ァ イルはそれぞれの PM の DBRoot にイ ンポー ト されます。

例 ：

� mytable.tblソース フ ァ イルを各PMの/home/mydataデ ィ レ ク ト リ から そのPM

の mytest ス キーマにイ ンポー ト し ます。

cpimport -m2 mytest mytable /home/mydata/mytable.tbl

� mytable.tbl ソース フ ァ イルを PM1 の /home/mydataデ ィ レ ク ト リ から PM2 の

mytest スキーマにのみイ ンポー ト し ます。

cpimport -m2 -P2 mytest mytable /home/mydata/mytable.tbl
2 データのイ ンポー ト



独立し たバルク ロー ド コ マン ド、 パーテ ィ シ ョ ン ソース （モー ド 3）

セン ト ラルロ ケーシ ョ ン と連携せずに PM 上で個別にバルク ロード を実行し ます。 こ
の場合、 1 つのフ ァ イルまたはソースが他の PM を認識する こ と な く 1 つの PM に
ロード されます。 ソース フ ァ イルが N 個の場合、 1 つの表への N 個の同時ロード が可
能です。 次の特徴があ り ます。

� 最大 N 個のパーテ ィ シ ョ ン ロード フ ァ イル （N は PM の数）

� 最大 N 個のバルク ロード コマン ド （N は PM の数）

こ のモード では、 PM 上に存在する ソース フ ァ イルを イ ンポー ト する PM 上でユー
ザーが cpimport を開始し ます。 同じ表の場合は、 各 PM で同時イ ンポー ト が実行さ

れます。

例 ：

� mytable.tbl ソース フ ァ イルを PM1の/home/mydataデ ィ レ ク ト リ から PM1

の mytest スキーマにイ ンポー ト し ます。

cpimport -m3 mytest mytable /home/mydata/mytable.tbl
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単一サーバーのイ ンポー ト

単一サーバーで任意のモード を使用し てバルク ロード を実行する と、 データはそのサー
バーにのみロード されます。

例 ：

� mytable.tbl ソース フ ァ イルを PM1 の /home/mydataデ ィ レ ク ト リ から PM1 の

mytest スキーマにイ ンポー ト し ます。

cpimport mytest mytable /home/mydata/mytable.tbl

� mytable.tbl ソース フ ァ イルを PM1 の /home/mydataデ ィ レ ク ト リ から PM1 の

mytest スキーマにモード 1 を使用し て イ ンポー ト し ます。

cpimport -m1 mytest mytable /home/mydata/mytable.tbl
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利用可能なモー ド

次の図は、 サーバーの種類に応じ て実行可能なモード と それぞれのデフ ォル ト を示し
ます。

ジ ョ ブ フ ァ イルの生成

1 つの表に対し て イ ンポー ト を実行し、 シンプルな cpimport イ ン タ フ ェース を実行す
る場合、 ジ ョ ブフ ァ イルの生成は必要あ り ません。  ただし、 1 つのジ ョ ブで複数の表
を ロード し、 完全な cpimport イ ン タ フ ェース を使用する場合は、 データ を イ ンポー ト
する前に XML ジ ョ ブフ ァ イルを作成する必要があ り ます。 ジ ョ ブフ ァ イルを使用す
る場合は、 各バルク ロード の前に新しいジ ョ ブフ ァ イルを作成する必要があ り ます。 

colxml の必須パラ メ ータは schema_name の 1 つだけです。

すべての表に対する ジ ョ ブフ ァ イルを生成するには

Linux プロ ンプ ト で、 /usr/local/Calpont/bin/colxml schema_name と

入力し ます。

その他のすべてのパラ メ ータはオプシ ョ ンです。 それら を次に示し ます。

-d delimiter   

データベースにイ ンポー ト する入力データ フ ァ イルのフ ィ ール ド （列） デ リ ミ
タ。 デフ ォル ト は 「|」 です。
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た と えば、 デ リ ミ タ をデフ ォル ト のパイプバー （|） からチルダに変更するには、
次のよ う に入力し ます。

/usr/local/Calpont/bin/colxml schema_name -d \~

-e number

エラー行の最大数。 こ の値を超え る と cpimport はバルク ロード処理を中止し ま

す。  デフ ォル ト は 10 です。 モード 1 またはモード 2 の分散イ ンポー ト の場合、 こ
れは各 PM のエラー行の最大数を示し ます。

-h          

ヘルプを出力し ます。

-j jobid         

作成される ジ ョ ブ記述フ ァ イルの識別子。 colxml は Job_jobid.xml と い う 名

前の出力フ ァ イルを作成し ます。 デフ ォル ト は 299 です。

-x ext         

ロー ドする入力表データ フ ァ イルの拡張子。 デフ ォル ト は 「tbl」 です。

-n "name"      

こ のバルク ロード ア ク テ ィ ビテ ィ の論理名。

-p path

Job_jobid.xml が作成される場所。 デフ ォル ト は BulkRoot/job デ ィ レ ク ト リ

です。 指定し たパスは、 「/」 で始ま る場合は絶対パス と し て処理されます。 そ う
でない場合は、 現在の作業デ ィ レ ク ト リ に対し て相対的な相対パス と し て処理さ
れます。

-s "description" 

こ のバルク ロード ア ク テ ィ ビテ ィ の詳細。

-t table name  

指定し た場合、 指定し た表に対し てのみ colxml はジ ョ ブ xml フ ァ イルを生成し

ます。

-l load file  

-tオプシ ョ ンで指定し た表に対する代替ロード フ ァ イル。最初の -lは最初の -tに

対応する フ ァ イルを指定し、 2 つ目の -l は 2 つ目の -t に対応する フ ァ イルを指

定し ます。 3 つ目以降も同様です。 -l 引数では、 フ ァ イルの リ ス ト を指定する こ

と で、 関連データベース表にフ ァ イルを ま と めて イ ンポー ト でき ます。 -l 引数に

は、 完全修飾されたパス名 （-f エン ト リ を上書き） または -f パス名エン ト リ に対
し て相対的なパス を指定でき ます。

-u user

colxml を実行し ているユーザーの名前。これはユーザーのロ グ イ ン ID の場合があ

り ます。
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-r number of read buffers 

cpimport は入力データ フ ァ イルから読取 り バッ フ ァ にデータ を読み取 り ま

す。 このパラ メ ータは、 ロード される各表に対し て cpimport が使用する読

取 り バッ フ ァ の数に影響し ます。 読取 り バッ フ ァ の数は解析ス レ ッ ド の数よ り
1 つ多 く する こ と をお薦めし ます。 こ のパラ メ ータは、 バルク ロード スルー
プ ッ ト のチューニングに使用でき ます。 デフ ォル ト は 5 です。

注意 ： 8 コ アの 16GB 物理 メ モ リ ーが搭載されているマシンの場合、 推奨値は
4 です。

-c read buffer size

読取 り バッ フ ァ のサイ ズまたは容量によ って、 入力フ ァ イルから一度に読み取
られるデータの量が決ま り ます。 デフ ォル ト は 1048576 バイ ト です。

注意 ： 8 コ アの 16GB 物理 メ モ リ ーが搭載されているマシンの場合、 推奨値は
4194304 バイ ト です。

-w i/o buffer size

こ のバッ フ ァは、 setvbuf コールで使用される内部ラ イブラ リ バッ フ ァ のサイ
ズの設定に使用されます。 現在、 これは、 読取 り ス レ ッ ド で使用される フ ァ イ
ルハン ド ルにのみ影響し ます。 これをチューニング し てバルク ロー ド処理の速
度を向上させる こ と ができ ます。 デフ ォル ト は 10485760 バイ ト です。 

注意 ： 8 コ アの 16GB 物理 メ モ リ ーが搭載されているマシンの場合、 推奨値は
16777216 バイ ト です。

-b debug level

colxml 処理のデバッ グレベルを設定し ます。1-3 の範囲です。デフ ォル ト 値は

0 で、 デバッ グ メ ッ セージは出力されません。

-E enclosedByCharacter

指定し た文字 （二重引用符など） で囲まれている列を イ ンポー ト フ ァ イルに含
める場合、 この文字を指定する ために -E オプシ ョ ンを使用する必要があ り ま

す。 囲み文字は、 データベースにロード される前に列値の先頭および末尾から
削除されます。 詳し く は、 後述の囲み文字およびエス ケープ文字の使用例を参
照し て く だ さい。

-C escapeCharacter

-E オプシ ョ ンが有効になっている場合、 囲み文字が列値に存在する と きに使

用するエスケープ文字を -C オプシ ョ ンによ って指定し ます。 囲み文字は、 エ

スケープ文字を前に指定するか、 囲み文字自体を繰 り 返すこ と によ ってエス
ケープでき ます。 デフ ォル ト のエスケープ文字は円記号 （\） です。 詳し く は、
後述の囲み文字およびエス ケープ文字の使用例を参照し て く だ さい。
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データのイ ンポー ト

Calpont InfiniDB では、 Infinidb データベースへのデータのバルク ロード に cpimport ユー

テ ィ リ テ ィ が使用されます。 こ のフ ァ イルは次のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

 /usr/local/Calpont/bin

cpimport の使用方法

前述の とお り 、 現在 cpimport ユーテ ィ リ テ ィ には 2 つの使用方法があ り ます。

シンプルな cpimport イ ン タ フ ェースの使用

1 つ目の使用方法は 1 つの表を イ ンポー ト する シンプルな イ ン タ フ ェース を使用する方法
で、 XML ジ ョ ブフ ァ イル （colxml） は必要あ り ません。 こ の方法で cpimport ユー

テ ィ リ テ ィ を コールする場合の基本コマン ド は次の とお り です。

cpimport dbName tblName [loadFile]

こ のモード で入力する必要があ るのは、 データベース名と表名のみです。 この cpimport
の使用方法では、 1 つの cpimport ジ ョ ブによ って 1 つの表のみを ロー ド でき ます。 3 つ目
のオプシ ョ ンの位置パラ メ ータによ って、 ロード する フ ァ イルの名前を指定し ます。 ロー
ド フ ァ イルが指定されていない場合、 stdin の値が入力されます （後述の 「STDIN 処理」
を参照）。 loadFile 引数には、 完全修飾されたパス名 （-f エン ト リ を上書き） または -f

パス名エン ト リ に対する相対的なパス を指定でき ます。 そ う でない場合、 loadFile のパ

スは、 現在のデ ィ レ ク ト リ にデフ ォル ト で設定されます。

こ のコマン ド の詳細な形式は次の とお り です。

cpimport dbName tblName [loadFile] 
[-h] [-m mode] [-f filepath] [-d DebugLevel]
[-c readBufferSize] [-b numBuffers] [-r numReaders]
[-e maxErrors] [-B libBufferSize] [-s colDelimiter] [-E enclosed-
ByChar]
[-C escChar] [-j jobID] [-p jobFilePath] [-w numParsers]
[-n nullOption] [-P pmList] [-i] [-S] [-q batchQty]
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従来の cpimport イ ン タ フ ェ ースの使用

2 つ目の使用方法は、 cpimport を使用する従来の方法です。 最初に colxml ユー

テ ィ リ テ ィ を実行し て XML ジ ョ ブフ ァ イルを生成する必要があ り ます。 こ の方法は、
複数の表を一度にイ ンポー ト する場合に使用する必要があ り ますが、 すべてのシナ リ
オにおいて使用する こ と ができ ます。 この方法で cpimport ユーテ ィ リ テ ィ を コール

する場合の基本コマン ド は次の とお り です。

cpimport -j jobID 

ジ ョ ブ ID は、 colxml ユーテ ィ リ テ ィ によ って生成される Job_jobid.xml （xml 形

式） と い う 名前の必須のジ ョ ブ記述フ ァ イルを参照する ために使用されます。 デフ ォ
ル ト では、 cpimport は /BulkRoot/job デ ィ レ ク ト リ でジ ョ ブ記述フ ァ イルを検

索し ます。 （後述の 「BulkRoot の定義」 を参照）。 ジ ョ ブ記述フ ァ イルで指定されてい
るデータ ロード 用のデータ フ ァ イルは、 -f オプシ ョ ンが使用されていないかぎ り 、 通
常 /BulkRoot/data/import デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 こ の cpimport の使用方

法では、 1 つの cpimport ジ ョ ブによ って 1 つ以上の表を ロード でき ます。

こ のコマン ド の詳細な形式は次の とお り です。

cpimport -j jobID 

[-h] [-m mode] [-f filepath] [-d DebugLevel]
[-c readBufferSize] [-b numBuffers] [-r numReaders]
[-e maxErrors] [-B libBufferSize] [-s colDelimiter] [-E
enclosedByChar]
[-C escChar] [-w numParsers] [-l loadFile]
[-n nullOption] [-P pmList] [-i] [-S] [-q batchQty]

cpimport のオプシ ョ ンパラ メ ータ

次のオプシ ョ ンのパラ メ ータ を使用する こ と ができ ます。 選択し た cpimport の使用

方法によ っては、 一部のオプシ ョ ンのみが適用可能であ る こ と に注意し て く だ さい。

-d debug level

cpimport 処理のデバッ グレベルを設定し ます。 1-3 の範囲です。 デフ ォル ト

値は 0 で、 デバッ グ メ ッ セージは出力されません。

-f import path

イ ンポー ト フ ァ イルの代替デ ィ レ ク ト リ パス。 「STDIN」 （すべて大文字） と い
う 代替パスが指定されている場合、 cpimport は STDIN から入力表データ を読
み取 り ます。 こ の場合、 cpimport ジ ョ ブでイ ンポー ト でき る表は 1 つのみで
す。
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こ のオプシ ョ ンは、 loadFile パラ メ ータが省略されている場合、 シンプルな

cpimport の使用方法では適用でき ません。 loadFile の名前を省略する と、

STDIN の値が入力されますが、 これは -f 引数の使用と競合し ます。

-h

ヘルプを出力し ます。

-i

詳細を コ ン ソールに出力し ます。 指定し ない場合、 詳細はロ グフ ァ イルにのみ出
力されます。

-j jobid

従来の cpimport の使用方法を実行する場合、 ジ ョ ブ ID は必須です。 ジ ョ ブ ID

は、 /BulkRoot/bulk/job 内のジ ョ ブ記述フ ァ イル （Job_jobid.xml） の検索

に使用されます。 Job_jobid.xml は、 バルク ロード の前に colxml を実行する

と作成されます。 これは、 従来の cpimport の使用方法の場合に必要です。 ジ ョ

ブ ID は、 システムのロ グ記録でジ ョ ブを識別する場合に も使用されます。 シンプ
ルな cpimport の使用方法のコール時にジ ョ ブ ID パラ メ ータが指定されていない場
合は、 デフ ォル ト 設定が指定されます。

-l loadFile

ロー ド される イ ンポー ト フ ァ イルの代替名。 デフ ォル ト 名は tablename.tbl で

す。 最初の -l はジ ョ ブ記述フ ァ イルで参照されている最初の表に対応する フ ァ イ

ルを指定し、 2 つ目の -l は 2 つ目の表に対応する フ ァ イルを指定し ます。 3 つ目

以降も同様です。 -l 引数では、 フ ァ イルの リ ス ト をカンマ、 空白または垂直バー

で区切って指定する こ と で、 関連データベース表にフ ァ イルを ま と めて イ ンポー
ト でき ます。 -l 引数には、 完全修飾されたパス名 （-f エン ト リ を上書き） または

-f パス名エン ト リ に対し て相対的なパス を指定でき ます。  

colxml を実行し てジ ョ ブ記述フ ァ イルを作成する場合に同じオプシ ョ ンを使用で

き ます。 cpimport で このオプシ ョ ンを指定する と、 ジ ョ ブ記述フ ァ イル内の以

前のすべての設定が こ のオプシ ョ ンによ って上書き されます。

こ のオプシ ョ ンは、 従来の cpimport の使用方法のコール時にのみ適用可能です。

-n NULL option

文字列値 NULL を持つすべてのデータ値の処理を制御し ます。 有効な NULL オプ
シ ョ ンの値は 0 および 1 です。

z NULL オプシ ョ ンを 0 に設定する と、文字列 NULL と し て読み取られたすべて

のデータ値が文字列値 NULL を持つ非 NULL 値と し て処理されます。 これ
はデフ ォル ト モード です。

z NULL オプシ ョ ンを 1 に設定する と、文字列 NULL と し て読み取られたすべて

のデータ値が NULL 値 と し て解釈され、 データベースに格納されます。
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-p jobxml path

ジ ョ ブ記述フ ァ イルのデフ ォル ト のパス を上書き し ます。 デフ ォル ト は /
BulkRoot/bulk/job です。 指定し たパスは、 「/」 で始ま る場合は絶対パス

と し て処理されます。 そ う でない場合は、 現在の作業デ ィ レ ク ト リ に対し て相
対的な相対パス と し て処理されます。

こ のオプシ ョ ンは、 従来の cpimport の使用方法のコール時にのみ適用可能

です。

-r number of read threads

生成される読取 り ス レ ッ ド の数。 入力データ フ ァ イルのデータ を読み取 り ま
す。 このパラ メ ータは、 バルク ロード スループ ッ ト のチューニングに使用でき
ます。 デフ ォル ト 値は 1 です。

-s column delimiter

入力データ フ ァ イルのフ ィ ール ド または列を区切る場合に使用される文字を指
定し ます。 デフ ォル ト は 「|」 です。 colxml を実行し てジ ョ ブ記述フ ァ イルを

作成する場合に同じオプシ ョ ンを使用でき ます。 cpimport で こ のオプシ ョ ン

を指定する と、 ジ ョ ブ記述フ ァ イル内の以前のすべての設定が こ のオプシ ョ ン
によ って上書き されます。

-S

デフ ォル ト では、 文字列の切捨ては警告と し て処理されます。  このオプシ ョ ン
を使用する と、 文字列の切捨てをエラー と し て処理する よ う に変更でき ます。 
これは他のエラーと同様に処理され、 ジ ョ ブを停止する までの最大許容エ ラー
数の対象と な り ます。 他のエ ラーと同様にレポー ト され、 .err フ ァ イルおよ

び .bad フ ァ イルに格納されます。

-w number of parse threads

生成される解析ス レ ッ ド の数。 解析ス レ ッ ド は、 読取 り ス レ ッ ド で一杯と なっ
たバッ フ ァ のデータ を解析し、 列フ ァ イルにロード し ます。 このパラ メ ータ
は、 バルク ロード スループ ッ ト のチューニングに使用でき ます。 デフ ォル ト 値
は 3 です。

-E enclosedByCharacter

指定し た文字 （二重引用符など） で囲まれている列を イ ンポー ト フ ァ イルに含
める場合、 この文字を指定する ために -E オプシ ョ ンを使用でき ます。 囲み文

字は、 データベースにロード される前に列値の先頭および末尾から削除されま
す。 colxml を実行し てジ ョ ブ記述フ ァ イルを作成する場合に同じオプシ ョ ン

を使用でき ます。 cpimport で このオプシ ョ ンを指定する と、 ジ ョ ブ記述フ ァ

イル内の以前のすべての設定が このオプシ ョ ンによ って上書き されます。

-C escapeCharacter

-E オプシ ョ ンが有効になっている場合、 囲み文字が列値に存在する と きに使

用するエスケープ文字を -C オプシ ョ ンによ って指定し ます。 囲み文字は、 エ

スケープ文字を前に指定するか、 囲み文字自体を繰 り 返すこ と によ ってエス
ケープでき ます。 デフ ォル ト のエスケープ文字は円記号 （\） です。 colxml
データのイ ンポー ト  51



5

を実行し てジ ョ ブ記述フ ァ イルを作成する場合に同じオプシ ョ ンを使用でき ます。
cpimport で こ のオプシ ョ ンを指定する と、 ジ ョ ブ記述フ ァ イル内の以前のすべて

の設定が このオプシ ョ ンによ って上書き されます。

-b number of read buffers 

cpimport は入力データ フ ァ イルから読取 り バッ フ ァ にデータ を読み取 り ます。 こ

のパラ メ ータは、 ロード される各表に対し て cpimport が使用する読取 り バッ

フ ァ の数に影響し ます。 読取 り バッ フ ァ の数は解析ス レ ッ ド の数よ り 1 つ多 く す
る こ と をお薦めし ます。 このパラ メ ータは、 バルク ロード スループ ッ ト のチュー
ニングに使用でき ます。 デフ ォル ト は 5 です。

注意 ： 8 コ アの 16GB 物理 メ モ リ ーが搭載されているマシンの場合、 推奨値は 4 で
す。

-c read buffer size

読取 り バッ フ ァ のサイ ズまたは容量によ って、 入力フ ァ イルから一度に読み取ら
れるデータの量が決ま り ます。 デフ ォル ト は 1048576 バイ ト です。

注意 ： 8 コ アの 16GB 物理 メ モ リ ーが搭載されているマシンの場合、 推奨値は
4194304 バイ ト です。

-e number

エラー行の最大数。 こ の値を超え る と cpimport はバルク ロード処理を中止し ま

す。  デフ ォル ト は 10 です。 モード 1 またはモード 2 の分散イ ンポー ト の場合、 こ
れは各 PM のエラー行の最大数を示し ます。

-B i/o buffer size

こ のバッ フ ァは、 setvbuf コールで使用される内部ラ イブラ リ バッ フ ァ のサイ ズの
設定に使用されます。 現在、 これは、 読取 り ス レ ッ ド で使用される フ ァ イルハン
ド ルにのみ影響し ます。 これをチューニング し てバルク ロード 処理の速度を向上
させる こ と ができ ます。 デフ ォル ト は 10485760 バイ ト です。 

注意 ： 8 コ アの 16GB 物理 メ モ リ ーが搭載されているマシンの場合、 推奨値は
16777216 バイ ト です。

-m mode

これは、 実行する cpimport のモー ド を示し ます。

1 - 分散イ ンポー ト （1 つのコマン ド、 中央ソース）
2 - 分散イ ンポー ト （1 つのコマン ド、 分散ソース）
3 - 独立し た イ ンポー ト （パーテ ィ シ ョ ン ソース）

これらのモードおよびデフ ォル ト の詳細は、 前述の 「分散イ ンポー ト 」 の項を
参照し て く だ さ い。

-P PM list

これはモード 1 またはモード 2 の分散イ ンポー ト を実行する PM ( またはカンマで
区切られた PM の リ ス ト ) を示し ます。 指定されていない場合、 デフ ォル ト ですべ
ての PM が設定されます。
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- q batch quantity
cpimport で一度にバッチ処理を行って分散でき る行数です。  モード 1 でのイ

ンポー ト 時にのみ適用可能です。  デフ ォル ト は 10000 です。

STDIN 処理

STDIN 処理は、 cpimport のいずれの使用方法で も適用でき ます。  

シンプルな cpimport の使用

STDIN は、 cpimport コマン ド で loadFile パラ メ ータ を省略するだけで適用され

ます。

    例 ： cpimport db1 table1

こ のオプシ ョ ンでは、 複数の ソースは利用でき ません。 STDIN は、 EOF に達する まで
単純にデータ ソース を読み取 り 続けます。

従来の cpimport の使用

STDIN は、 「-f」 オプシ ョ ンを使用する こ と で適用されます。

 -f ： イ ンポー ト フ ァ イルの代替イ ンポー ト パス （cpimport）

ユーザーは、 STDIN から入力ソース を リ ダ イ レ ク ト する場合、 cpimport のフ ァ イル

パスに対し て 「-f STDIN」 と入力し ます。

    例 ： cpimport -f STDIN -j 299 

cpimport は、 STDIN からの入力を リ ダ イ レ ク ト する場合、 「-l」 コマン ド ラ イ ンオプ

シ ョ ンによ って colxml に対し て指定されたフ ァ イル名を無視し ます。 「-l」 オプ

シ ョ ンを使用する と、 フ ァ イルの リ ス ト が一度にイ ンポー ト されます （例 ： -l 
"lineitem01.tbl lineitem02.tbl lineitem03.tbl"）。 STDIN オプシ ョ ンで

は、 複数の ソースは選択でき ません。 STDIN は、 EOF に達する まで単純にデータ ソー
ス を読み取 り 続けます。

表から選択し た内容のバルク挿入

標準入力は、 任意の SELECT 文からの出力を高速のバルク ローダーに直接送信する た
めに使用する こ と も でき ます。
こ こ では、 データ以外の書式設定を削除する ために -N フ ラ グを使用し て

db2.source_table から選択し ています。
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� シンプルな cpimport の使用

idbmysql -e 'select * from source_table;' -N db2 | /usr/
local/Calpont/bin/cpimport db table1 -s '\t'

� 従来の cpimport の使用

idbmysql -e 'select * from source_table;' -N db2 | /usr/
local/Calpont/bin/cpimport -j501 -s '\t' -fSTDIN

囲み文字 （-E） およびエスケープ文字 （-C） の使用方法

次に、 colxml および cpimport の -E オプシ ョ ン と -C オプシ ョ ンの使用方法を示し ま

す。 cpimport での これらのオプシ ョ ンの使用は、 colxml での使用よ り 優先されます。

5 つの文字列の列で定義されている表では、 イ ンポー ト に次の表が使用されます。

行番号                    データ
行 1                         one|two|three|four|five
行 2                         "xyz"|abc|def|"ghi"123|jkl
行 3                         "red|""white""|blue"|uno|\N|NULL|quatro
行 4                         "red|\"white\"|blue"|uno|dos||
行 5                         xxx | "yy
                               yy"|zzz|"1|2|3|4|5|abc"| def
行 6                         aaa|"\N"|ccc|"NULL"|eee

� 行 1 は、 囲み文字を含まない単純な行です。

� 行 2 には、2 つの囲まれたフ ィ ール ド があ り ます。列 4 には、余分な末尾の文字が

あ り 、 これは無視されます。

� 行 3 には、 フ ィ ール ド デ リ ミ タが含まれている囲まれたフ ィ ール ド （列 1） と、

エスケープ されている囲み文字があ り ます。

� 行 4 は、行 3 に類似し ていますが、埋め込まれた囲み文字をエスケープする ため

に "" の代わ り に \" を使用し ています。

� 行 5 では、囲まれたフ ィ ール ド （列 2 の 4 つの y の 2 つ目と 3 つ目の間）に改行文字

が含まれています。 列 4 には囲まれた値が含まれてお り 、 この値にはフ ィ ール
ドデ リ ミ タが含まれています。

� 行 6 は、囲まれた NULL 値の処理をテス ト し ています。列 2 は NULL 値と し て ロー

ド されますが、 列 4 は NULL 値と し て ロード されません。

� 次の表は、 データベースにロード された場合のデータの出力を示し ます。 この

表では、 斜体の NULL は NULL 値を表し ています。 行 3/ 列 4 の値は、
cpimport の NULL オプシ ョ ンの設定に応じ て、NULL または 4 バイ ト の文字列

「NULL」 にな り ます。
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次の cpimport コマン ド の結果を以下に示し ます。

cpimport -E\" -C\\ -n1 -j 299

高度な表へのデータ マ ッ ピング

cpimport では、 上級ユーザーは、 列の数または順序がデータベースに定義されてい

る もの と は異な る イ ンポー ト フ ァ イルを ロード でき ます。 これは、 XML フ ァ イルが必
要な従来の cpimport の使用方法にのみ適用されます。 colxml ユーテ ィ リ テ ィ の実

行後、 ユーザーはジ ョ ブの xml フ ァ イル （通常は /BulkRoot/job デ ィ レ ク ト リ 内）

を編集し て列マ ッ ピング情報を含める必要があ り ます。 その後 cpimport を実行する

と、 ジ ョ ブ xml フ ァ イルに記載し た とお り に適切なデータベースの列にデータ を ロー
ド でき る よ う にな り ます。

こ の機能をサポー ト する ための次のタ グが利用可能です。

� <IgnoreField/> ： イ ンポー ト フ ァ イル内の無視する フ ィ ール ド を指定し ま

す。

� <DefaultColumn colName="col"/> ： ユーザーはイ ンポー ト フ ァ イルに存

在し ないデータベース列を指定でき る よ う にな り ます。 指定し た列が
autoincrement の列と し て定義されていない場合は、 その列のすべての行に
NULL 値が入力されます。 autoincrement の列 と し て定義されている場合は、 生
成された autoincrement の値が使用されます。

<DefaultColumn> および <IgnoreField> タ グは、 イ ンポー ト フ ァ イルの列 と同じ

順序で リ ス ト されている必要があ り ます。  

表 1: 囲み文字のイ ンポー ト 結果

行 列 1 列 2 列 3 列 4 列 5

1 one two three four five

2 xyz abc def ghi jkl

3 red|"white"|blue uno null null quatro

4 red|"white"|blue uno dos null null

5 xxx yy
yy

zzz 1|2|3|4|5|abc def

6 aaa null ccc NULL eee
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データ マ ッ ピングの例

次に、 ジ ョ ブ XML フ ァ イルでの これらの 2 つのタ グの使用例を示し ます。

次のよ う に記述された表について考えてみます。

create table orders (
        orderkey int,
        custkey int,
        orderstatus char (1),
        totalprice decimal(12,2),
        orderdate date,
        orderpriority char (15),
        clerk char (15),
        shippriority int,
        comment varchar (79)
) engine=infinidb;

ユーザーは、 次の列が含まれている フ ァ イルを リ ス ト されている順序でイ ンポー ト する と
し ます。

custkey
shippriority
orderstatus
totalprice
orderkey
discount
orderpriority
orderdate
ordertime

次のジ ョ ブ XML フ ァ イルを使用し て、 問題のフ ァ イルを イ ンポー ト し ます。  

<IgnoreField> タ グが列discountおよびordertimeに挿入されてお り 、入力フ ァ イル

内で これらの列が無視されます。 clerk および comment 列の <Column> タ グは

<DefaultColumn> タ グに置き換え られます。 このタ グは、 これらの列には入力がないこ

と を示し、 デフ ォル ト で NULL に設定されます。 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<BulkJob>
    <Id>299</Id>
  <Name/>
  <Desc/>
  <CreateDate>20110413</CreateDate>
  <CreateTime>1431</CreateTime>
  <User/>
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  <Delimiter>|</Delimiter>
  <ReadBuffers count="5" size="1048576"/>
  <WriteBufferSize>10485760</WriteBufferSize>
  <Schema Name="inventory">
    <Table tblName="inventory.orders"
      loadName="orders.tbl" maxErrRow="10">
      <Column colName="custkey"/>
      <Column colName="shippriority"/>
      <Column colName="orderstatus"/>
      <Column colName="totalprice"/>
      <Column colName="orderkey"/>
      <IgnoreField/>
      <Column colName="orderpriority"/>
      <Column colName="orderdate"/>
      <IgnoreField/>
      <DefaultColumn colName="clerk"/>
      <DefaultColumn colName="comment"/>
    </Table>
  </Schema>
</BulkJob>

イ ンポー ト の ト ラ ブルシューテ ィ ング

イ ンポー ト が異常終了する と、 エラーコードおよび簡単な説明が表示されます。 log
デ ィ レ ク ト リ に移動し、 テキ ス ト エデ ィ タでエ ラーロ グフ ァ イルを開いて詳細を確認
し ます。 

エラーロ グフ ァ イルは、 Job_(id#).err と い う 名前のフ ァ イルに記録されます。 た

と えば、 Job_299.err と い う 名前が使用されます。

イ ンポー ト が正常に行われる と、 Job_(id#).log と い う 名前のフ ァ イルに記録され

ます。 た と えば、 Job_299.log と い う 名前が使用されます。

どち らのフ ァ イルの場合も、 ジ ョ ブ ID は XML ジ ョ ブフ ァ イルのジ ョ ブ ID と同じで
す。 

次に、 発生する可能性があ るエラーを示し ます。
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エラーログと拒否されたデータの格納場所

実行し た イ ンポー ト のタ イプによ っては、 .err （エラーロ グ） および .bad （拒否された

データ またはエラーデータ） が異な る場所に格納される場合があ り ます。

� UM 上でモード 1 で実行し た場合：フ ァ イルは UM 上の ソースデータ と同じデ ィ レ ク

ト リ に格納されます （server_um1/import/source など）。

� UM 上でモード 2 で実行し た場合：フ ァ イルは各 PM 上の ソース と同じデ ィ レ ク ト リ

に格納されます （server_pm1/import/source など）。

� PM 上でモード 3 で実行し た場合：フ ァ イルはその PM 上の ソース と同じデ ィ レ ク ト

リ に格納されます （server_pm2/import/source など）。

� UM上で STDIN で実行し た場合：フ ァ イルは UM上の現在の作業デ ィ レ ク ト リ に格納

されます （server_um1/user/user1 など）。

データの不一致

イ ンポー ト するデータがイ ンポー ト 先の表と正し く 一致し ない場合、 その行は表名と .bad
で表記される新しいフ ァ イルに保存されます。 た と えば、 nation.tbl.bad と い う 名前

です。

こ のフ ァ イルで不良データ を確認し、 イ ンポー ト するデータに対し て変更を行い、 イ ン
ポー ト を再実行する こ と ができ ます。  

また、 イ ンポー ト フ ァ イルの順序が表の記述と は異な る場合、 データマ ッ ピングを再整理
する こ と もでき ます （前述の 「高度な表へのデータマ ッ ピング」 を参照）。

エラー行の数がし きい値を超える

エラー メ ッ セージ 「Total number of rows exceeds the maximum error number specified in the 
job description file」

エラーの最大数はデフ ォル ト で 10 に設定されます。 -e パラ メ ータの後に行の最大数を指

定し てエラーの最大数を増やし ます。 この最大値は 100,000 です。 入力し た値が 100,000
を超え る場合、 cpimport は最大値の 100,000 であ る とみな し ます。

1. Linux プロ ンプ ト で、 cpimport.sh -e (number of rows) と入力し て

[Enter] を押し ます。
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第 6 章
ト ラ ンザク シ ョ ン
こ の章では、Calpont システムでの ト ラ ンザク シ ョ ンの処理方法について説明し ます。  

ト ラ ンザクシ ョ ンの概要

Calpont InfiniDB では、 COMMIT 文が発行されないかぎ り データベースへの変更が他の
問合せからは参照でき ないよ う に、 ト ラ ンザ ク シ ョ ンによ って INSERT 文、 UPDATE
文および DELETE 文が処理されます。 

コ ミ ッ ト は、 Calpont InfiniDB 外の ク ラ イ アン ト 構成に応じ て、 自動的に適用される
か、 または明示的に発行されます。 次のコマン ド で現在の設定を表示でき ます。

mysql> show variables like '%autocommit%';

--------------
show variables like '%autocommit%'
--------------
+---------------+-------+
| Variable_name | Value |
+---------------+-------+
| autocommit    | OFF   |
+---------------+-------+
1 row in set (0.00 sec)

次のいずれかのコマン ド で現在の設定を変更でき ます。

mysql> set autocommit = on;

mysql> set autocommit = off;

今回の リ リ ースの Calpont InfiniDB 製品では、 すべての場合にデータの一貫性を確保
する ために同時実行の DML 文は制限されています。 最初の ト ラ ンザク シ ョ ンに後続
する ト ラ ンザク シ ョ ンは、 最初の ト ラ ンザ ク シ ョ ンがコ ミ ッ ト される まで待機し て実
行されます。 
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ト ラ ンザクシ ョ ンの保守

別のセ ッ シ ョ ン用に ト ラ ンザ ク シ ョ ンを ロールバッ クする必要があ る場合は、 次の手順を
実行でき ます。

1. 未処理の ト ラ ンザク シ ョ ンがあ るかど う かを確認し ます。

/usr/local/Calpont/bin/SesMgr
verID = 223
TxnID SessionID
------- -------
223     1

2. Calpont.xml 構成フ ァ イルに設定されている時間制限を超え る未処理の ト ラ ンザ ク
シ ョ ンがあ るかど う かを確認し ます。

/usr/local/Calpont/bin/sessionWalker
1 timed out transaction(s).
sessionid 1 txnid 223 valid TRUE time_t 1246470554 tdiff 30 
ctime Wed Jul 1 12:49:14 2009

3. これらの ト ラ ンザク シ ョ ンを ロールバッ ク し ます。

/usr/local/Calpont/bin/sessionWalker -r
1 timed out transactions.
sessionid 1 txnid 223 valid TRUE time_t 1246470554 tdiff 30 
ctime Wed Jul 1 12:49:14 2009

こ のコマン ド は、 構成し た よ り も実行時間が長い ト ラ ンザ ク シ ョ ンを自動的にロールバッ
クする ために cron ス ク リ プ ト に配置でき ますが、 このよ う なポ リ シーが与え る影響を十
分に考慮する必要があ り ます。

ACID 準拠

データベースシステムで、 次の ACID の動作が実現されます。

z 原子性 ： ト ラ ンザク シ ョ ン内のタ ス ク がすべて実行されるか、 またはすべて実行

されない必要があ り ます。 ト ラ ンザ ク シ ョ ンは完了する必要があ り ます。 そ う で
ない場合は元に戻す （ロールバッ クする） 必要があ り ます。 

z 一貫性 ： すべての ト ラ ンザク シ ョ ンで、 データベースの整合性制約 （宣言された

一貫性ルール） が保持される必要があ り ます。 データ を矛盾し た状態にし てお く
こ と はでき ません。 

z 独立性 ： 2 つの同時 ト ラ ンザ ク シ ョ ンは、 互いに影響を及ぼすこ と はでき ません。

ト ラ ンザク シ ョ ン内の中間結果は、 他の ト ラ ンザク シ ョ ンからは参照でき ません。 
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z 永続性 ： 完了し た ト ラ ンザ ク シ ョ ンを後で中止し た り 、 その結果を破棄する こ

と はでき ません。 た と えば、 ク ラ ッ シ ュ後に DBMS を再起動する場合でも保
持する必要があ り ます。

http://en.wikipedia.org/wiki/Database

独立性を実現する ために読取 り の一貫性がサポー ト され、 原子性を実現する ために
ロールバッ ク がサポー ト される よ う に同時実行制御をカ ス タ ム実装する こ と によ っ
て、 Calpont Engine で原子性および独立性に関連する ACID の動作がサポー ト されま
す。 Calpont InfiniDB では、 コ ミ ッ ト 読取 り と い う 最も よ く 使用される分離レベルが提
供されます。 コ ミ ッ ト 読取 り では、 問合せの開始時点で問合せの一貫性が保証され、
問合せの開始後に部分的に入力された追加データは参照されません。 

Calpont InfiniDB のバージ ョ ニングの最も重要な メ リ ッ ト は、 読取 り が遮断されないこ
と です。 つま り 、 バージ ョ ニング された （古い） ブロ ッ ク を、 あ るセ ッ シ ョ ンが更新
し ている と きに、 同時に別のセ ッ シ ョ ンが読み取る こ と ができ ます。

ロールバッ ク （原子性） と読取 り 一貫性 （独立性） の両方のサポー ト は以前のバー
ジ ョ ンのデータ を保持する こ と で実装されています。  

データ型の一貫性は DDL および DML でサポー ト されています。 制約はサポー ト され
ていません。

永続性は ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グおよびチェ ッ ク ポイ ン ト （適切な時点でのデ ィ ス クへ
の保存） によ ってサポー ト されています。
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第 7 章
バッ クア ッ プおよびリ カバリの実行
こ の章では、 デ ィ ス ク の停止やその他の災害に備えて Calpont InfiniDB データの全体
バッ ク ア ッ プおよび リ カバ リ を実行する方法について説明し ます。 最後に全体バッ ク
ア ッ プを実行し た時点までデータ を リ カバ リ する方法または、 ポ イ ン ト イ ン タ イ ム リ
カバ リ を実行する方法について説明し ます。

また、 Calpont InfiniDB データベース を削除し て最初から始める方法について も説明し
ます。

データのバッ クア ッ プ

データの全体バッ ク ア ッ プを作成するには、 フ ロ ン ト エン ドデータベースおよび
Calpont データベース を同じ時点からバッ ク ア ッ プする必要があ り ます。 

データ をバッ ク ア ッ プするには、 次の手順を実行し ます。 詳細は、 この章の後述の説
明を参照し て く だ さい。

� データベースの書込みの一時停止

こ の処理では、 バッ ク ア ッ プ処理中にデータの一貫性を確保する ためにデータ
ベースの書込みが一時停止されますが、 ユーザーはデータベースへの問合せを
続行でき ます。

� フ ロ ン ト エン ド データベースのバッ ク ア ッ プ

こ の処理では、 ユーザー、 および Calpont InfiniDB プラ ッ ト フ ォームに接続し
ているデータベースオブジェ ク ト がバッ ク ア ッ プされます。

� Calpont InfiniDB プラ ッ ト フ ォームのデータベース フ ァ イルのバッ ク ア ッ プ

こ の処理では、 Calpont InfiniDB プラ ッ ト フ ォームのデータベース フ ァ イルが
バッ ク ア ッ プされます。

� データベースの書込みの再開

こ の処理はフ ロ ン ト エン ドデータベースおよび Calpont InfiniDB のバッ ク ア ッ
プが完了し た後に実行され、 ユーザーはデータベースに書き込むこ と ができ る
よ う にな り ます。
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データベースの書込みの一時停止

データ をバッ ク ア ッ プする場合は、 データの一貫性を確保する ためにデータベース を一時
停止する必要があ り ます。 

注意 ： バッ ク ア ッ プ中にユーザーがデータベースに書き込も う とする
と、 Calpont によ ってエラー メ ッ セージが生成されますが、 バッ ク ア ッ
プ処理は影響を受けません。 Calpont では、 バッ ク ア ッ プ処理中に問合
せを行 う こ と ができ ます。

データベースの書込みを一時停止するには

1. SSH ク ラ イ アン ト を使用し てユーザーモジ ュール 1 または OAM モジ ュールに接続
し ます。 

2. Linux のユーザー名およびパス ワード を入力し ます。

Linux プロ ンプ ト が表示されます。

3. [root@server]# cmconsole

Calpont InfiniDB コ ン ソールのプロ ンプ ト が表示されます。

4. calpont>suspendDatabaseWrites

確認 メ ッ セージが表示されます。

フ ロン ト エン ド データベースのバッ クア ッ プ

フ ロ ン ト エン ド データベースは、 フ ロ ン ト エン ド データベースのベンダーの手順および指
示に従ってバッ ク ア ッ プする必要があ り ます。

MySQL フ ロ ン ト エン ド には Calpont InfiniDB 固有の実装はされないため、 通常の手順のか
わ り に、 次のデ ィ レ ク ト リ をバッ ク ア ッ プし ます。

/usr/local/Calpont/mysql/db

例 ：
cp -rp /usr/local/Calpont/mysql/db /mnt/InfiniDB/backup/frontend

注意 ： -rp オプシ ョ ンは、 デ ィ レ ク ト リ を再帰的にコ ピーし、 所有権情報を保存

する ための ものです。

選択し たデータベースのみをバッ ク ア ッ プする場合は、 かわ り に前述のデ ィ レ ク ト リ 内
のデータベースデ ィ レ ク ト リ をバッ ク ア ッ プし ます。
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Calpont InfiniDB データベースのバッ クア ッ プ

こ の処理では、 すべての DBRM フ ァ イルおよび DB （データ） フ ァ イルを コ ピーする
こ と によ って、 Calpont データベースの全体バッ ク ア ッ プが作成されます。 複数の
デ ィ レ ク ト リ から複数のフ ァ イルがコ ピーされる ため、 バッ ク ア ッ プにラベル付け し
て、 障害が発生し た場合に適切なデ ィ レ ク ト リ にバッ ク ア ッ プを リ ス ト アでき る よ う
にする必要があ り ます。 

パフ ォーマン スモジ ュール 1 からすべてのフ ァ イルを コ ピーし ます。

Calpont データベース をバッ ク ア ッ プするには

� 各 DBRoot のデ ィ レ ク ト リ 構造全体をバッ ク ア ッ プス ト レージにコ ピーし ます。

これらのデ ィ レ ク ト リ は、 /usr/local/Calpont/etc/Calpont.xml フ ァ

イルの SystemConfig セ ク シ ョ ンに示されています。 通常、 これらは /usr/
local/Calpont/datan （n は 1 で始ま る数値） のよ う に示されます。 構成に

よ っては、 /usr/local/Calpont/data と い う デ ィ レ ク ト リ に重要なシステ

ムデータ を含める こ と もでき ます。 使用し ている イ ン ス ト ール環境で重要な
フ ァ イル （バルク ロード ス ク リ プ ト など） が このデ ィ レ ク ト リ に含まれている
場合、 こ のデ ィ レ ク ト リ もバッ ク ア ッ プする必要があ り ます。 

� /usr/local/Calpont/datan デ ィ レ ク ト リ を コ ピーする と、DBRM フ ァ イル

（/usr/local/Calpont/data1/systemFiles/dbrm） も コ ピーされます。  

データベースの書込みの再開

MySQL データベースおよび Calpont データベースのバッ ク ア ッ プを終了し た ら、 デー
タベースの書込みを再開し ます。

1. SSH ク ラ イ アン ト を使用し てユーザーモジ ュール 1 または OAM モジ ュールに
接続し ます。 

2. Linux のユーザー名およびパス ワード を入力し ます。

Linux プロ ンプ ト が表示されます。

3. [root@server]# cmconsole

Calpont InfiniDB コ ン ソールのプロ ンプ ト が表示されます。

4. calpont>resumeDatabaseWrites

確認 メ ッ セージが表示されます。
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バッ クア ッ プからのリ カバリ

ハー ド ウ ェ ア障害が発生し、 バッ ク ア ッ プから リ カバ リ する必要があ る場合は、 次の手順
を実行し ます。 詳細は、 この章の後述の説明を参照し て く だ さい。

� フ ロ ン ト エン ド データベースの リ ス ト ア

� Calpont データベースの リ ス ト ア

フ ロン ト エン ド データベースのリ ス ト ア

推奨する手順に従ってフ ロ ン ト エン ドデータベース を リ ス ト ア し ます。

MySQL フ ロ ン ト エン ド には Calpont InfiniDB 固有の実装はされないため、 通常の手順のか
わ り に、 次のデ ィ レ ク ト リ を リ ス ト ア し ます。

/usr/local/Calpont/mysql/db

削除し て リ ス ト アする例 ：
rm -rf /usr/local/Calpont/mysql/db/*
cp -rp /mnt/InfiniDB/backup/frontend/* /usr/local/Calpont/
mysql/db/

注意 1 ： -rf オプシ ョ ンは、 デ ィ レ ク ト リ を再帰的に削除する ためのものです。 削

除する際にプロ ンプ ト は表示されません。 -rp オプシ ョ ンは、 デ ィ レ ク ト リ を再

帰的にコ ピーし、 所有権情報を保存する ためのものです。

注意 2 ： コ ピーの完了後、 /usr/local/Calpont/mysql/db デ ィ レ ク ト リ およ

びサブデ ィ レ ク ト リ の所有者が mysql であ る こ と を確認し て く ださ い。
# chown -R mysql:mysql /usr/local/Calpont/mysql/db

選択し たデータベースのみを リ ス ト アする場合は、 かわ り に前述のデ ィ レ ク ト リ 内の
データベースデ ィ レ ク ト リ を リ ス ト ア し ます。 

Calpont InfiniDB データベースのリ ス ト ア

Calpont データベース を リ ス ト アするには、 次のフ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ をバッ ク
ア ッ プデ ィ レ ク ト リ から DDLProc がア ク テ ィ ブになっているパフ ォーマン スモジュール
に、 コ ピーする必要があ り ます。

注意 ： ポ イ ン ト イ ン タ イ ム リ ス ト ア以外の操作を実行する場合は、 この手順を実行する前
に ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グをそのま ま コ ピーし て退避し てお く 必要があ り ます （後述の
「Calpont ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グの保存」 を参照）。

Calpont データベース を リ ス ト アするには

1. InfiniDB システムがア ク テ ィ ブでないこ と を確認し ます。
6 バッ クア ッ プおよびリ カバリの実行



2. データ フ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ を元の場所にコ ピーし なおし ます。

/usr/local/Calpont/datan。 n は、 data1、 data2 など、 一意のデ ィ レ ク

ト リ を表し ます。 番号付きの各データデ ィ レ ク ト リ のすべてのフ ァ イルおよび
デ ィ レ ク ト リ を コ ピーし ます。

z /usr/local/Calpont/datan デ ィ レ ク ト リ を リ ス ト アする と、 DBRM

フ ァ イル （/usr/local/Calpont/data1/systemFiles/dbrm） も

リ ス ト ア されます。  

削除し て リ ス ト アする例 ：
rm -rf /usr/local/Calpont/datan/*

n は 1 で始ま る数値です。

cp -rp /mnt/InfiniDB/backup/backend/datan/* 

/usr/local/Calpont/datan
n は 1 で始ま る数値です。

注意 1 ： -rf オプシ ョ ンは、 デ ィ レ ク ト リ を再帰的に削除する ための

ものです。 削除する際にプロ ンプ ト は表示されません。 -rp オプシ ョ

ンは、 デ ィ レ ク ト リ を再帰的にコ ピーし、 所有権情報を保存する ため
のものです。

ト ラ ンザクシ ョ ン

Calpont ト ラ ンザクシ ョ ンログの保存

現在ア ク テ ィ ブなパフ ォーマン スモジ ュールによ って、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グに DDL 文お
よび DML 文が書き込まれます。 必要に応じ て、 これらのロ グで文を確認でき ます。

必要に応じ て、 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グをそのま ま本番サーバーから コ ピーし て退避で
き ます。

次の表に、 フ ァ イル名およびそのフ ァ イルが配置されているデ ィ レ ク ト リ を示し ま
す。

表 1: ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ

デフ ォル ト 名 デフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ

data_mods.log /usr/local/Calpont/data1/sys-
temFiles/dataTransaction
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例 ：
cp -rp /usr/local/Calpont/data1/systemFiles/dataTransaction 
/mnt/InfiniDB/backup/txns

注意 ： -rp オプシ ョ ンは、 デ ィ レ ク ト リ を再帰的にコ ピーし、 所有権情報を保存

する ための ものです。

ト ラ ンザクシ ョ ンログの確認

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グで文を確認でき ます。

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グは 10 分ご と にアーカ イブ されます。 アーカ イブ期間の変更につい
ては、 31 ページの 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グをアーカ イブする間隔の構成」 を参照し て く
ださい。

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グフ ァ イルを ソースデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし なおす場合、 コ ピー先
デ ィ レ ク ト リ 上の ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グフ ァ イルのほ う が新しい場合があ る ため、 上書き
し ないよ う に注意し て く だ さ い。 

Calpont InfiniDB データベースの削除

初期状態に戻る （Calpont InfiniDB を最初にイ ン ス ト ールし た と き と同じ状態にシステムを
リ ス ト アする） 必要があ る場合は、 次の手順に従います。

1. MySQL で、 すべての Calpont InfiniDB 表を特定し ます。 これらの各表に対し て、
「drop <table> restrict;」 を実行し ます。 

注意 ： restrict オプシ ョ ンを指定する と表が早 く 削除されますが、 Calpont 

InfiniDB データベース を削除する場合にのみ使用し て く だ さい。

2. Calpont コ ン ソールを使用し てシステムを停止し ます。

3. Calpont.xml フ ァ イルを調べた り し て各 DBRoot を特定し ます。 これらの各ルー

ト に対し て、 「rm -rf <root>/000.dir」 を実行し ます。

4. DBRM 永続性フ ァ イル （通常は /mnt/OAM/dbrm 内） を検索し、 それらすべてを

削除し ます。 

data_mods.log.timestamp /usr/local/Calpont/data1/sys-
temFiles/dataTransaction/
archive

表 1: ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ

デフ ォル ト 名 デフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ
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5. 「/usr/local/Calpont/bin/clearShm」 を実行し て InfiniDB の共有 メ モ

リ ーを消去し ます。 

6. Calpont コ ン ソールを使用し てシステムを起動し ます。 

7. システムが完全に起動し た ら、 Linux プロ ンプ ト で 「/usr/local/Calpont/
bin/dbbuilder 7」 を実行し て新しい Calpont InfiniDB システムカ タ ロ グを構

築し ます。 

これで、 システムで表を作成する準備ができ ま し た。 
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第 8 章
パフ ォーマンスチューニング
こ の章では、 Calpont InfiniDB のパフ ォーマン ス をチューニングする方法について説明
し ます。

問合せのチューニングのガイ ド ラ イ ン - データ アクセス操作

Calpont InfiniDB では、 従来の索引または表のスキ ャ ン操作は使用されません。 どち ら
の操作も Calpont InfiniDB システム内には存在し ません。  

Calpont InfiniDB で使用される操作 ：

� 列の完全スキ ャ ン ： パフ ォーマン スモジュールで利用可能なすべてのス レ ッ ド

を使用し て、 列の各エン ト リ を スキ ャ ンする操作。 通常、 操作の速度は、 デー
タ型のサイ ズ と、 列内の行の合計数に関連し ます。 従来のシステムで これに最
も類似し ているのは、 索引スキ ャ ン操作です。

� パーテ ィ シ ョ ン列のスキ ャ ン ： Calpont InfiniDB のエ ク ステン ト マ ッ プを使用し

て、 指定のフ ィ ルタセ ッ ト に一致する値が列の特定の部分に含まれないこ と を
特定する操作。 行に基づ く 従来の DBMS で これに最も類似し ているのは、 パー
テ ィ シ ョ ン索引のスキ ャ ン操作またはパーテ ィ シ ョ ン表のス キ ャ ン操作です。

� 行のオフセ ッ ト によ る列の検索 ： 一致する フ ィ ルタのセ ッ ト が適用されて最小

限の行セ ッ ト が特定される と、 必要なブロ ッ ク を正確に決定する計算を使用し
て追加のブロ ッ ク を リ ク エス ト し ます。 従来のシステムで これに最も類似し て
いるのは、 行 ID によ る検索です。  

これらの操作は、 適切なフ ィ ルタ と、 行のオフセ ッ ト によ る列の検索を実行する た
め、 同時に自動的に実行されます。 こ の一連の操作は、 問合せの特定のステ ッ プのサ
ポー ト において、 ユーザーモジ ュールから一連のパフ ォーマン スモジ ュールに発行さ
れる処理を構成し ます。
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パフ ォーマンス メ ト リ ッ クの収集 -calgetstats() 

calgetstats() 関数は、 指定のセ ッ シ ョ ン内で実行された最後の問合せに関する情報を

提供する ために使用されます。
select calgetstats();

mysql> select count(*) from part;
+-----------+
| count(*)  |
+-----------+
| 200000000 |
+-----------+
1 row in set (0.48 sec)

mysql> select calgetstats();
+-----------------------------------------------------------------
| calgestats()                                                                                                                                                                
+-----------------------------------------------------------------
| Query Stats: MaxMemPct-0; NumTempFiles-0; TempFileSpace-0MB; 
PhyI/O-0; CacheI/O-98039; 
+-----------------------------------------------------------------

. . . continued:

-----------------------------------------------------------------+
BlocksTouched-97658; CasPartBlks-0; MsgBytesIn-2MB; MsgBytesOut-
0MB| 1242146662 640516 |
-----------------------------------------------------------------+

1 row in set (0.00 sec)

出力には、 次の情報が含まれます。

� MaxMemPct ： 大規模な （ユーザーモジ ュールによ る） ハッ シ ュ結合操作のサポー

ト 時など、 ユーザーモジ ュールの メ モ リ ー利用率のピーク時の値。  

� NumTempFiles ： 作成された一時フ ァ イルの数に関する レポー ト 。 一時フ ァ イルは、

利用可能な メ モ リ ーを超え る大き さ の問合せ操作 （通常は、 比較的小さい表結合
カーデ ィ ナ リ テ ィ が、 構成可能な何らかのし きい値を超え る特殊な結合操作） を
サポー ト する ために作成されます。

� TempFileSpace ： 一時フ ァ イルが使用する領域に関する レポー ト 。 一時フ ァ イルは、

利用可能な メ モ リ ーを超え る大き さ の問合せ操作 （通常は、 比較的小さい表結合
カーデ ィ ナ リ テ ィ が、 構成可能な何らかのし きい値を超え る特殊な結合操作） を
サポー ト する ために作成されます。

� PhyI/O ： デ ィ ス ク、 SSD、 その他の永続ス ト レージから読み取られる 8K ブロ ッ ク の

数。 ほ と んどの場合、 個々の I/O 操作の数はブロ ッ クの数に比べて非常に少ない
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ため、 Calpont InfiniDB では 1 回の I/O 操作で 512 個のブロ ッ ク が同時に読み取
られます。 

� CacheI/O ： 必要な個別の物理 I/O コールの数によ り 下方調整されている、 メ モ

リ ー内で処理された 8K ブロ ッ ク の概数。

� BlocksTouched ： メ モ リ ー内で処理された 8K ブロ ッ ク の概数。 

� CalPartBlks ： Calpont InfiniDB のエ ク ステン ト マ ッ プの除外動作によ り 除外され

たブロ ッ ク ア ク セスの数。  

� MsgBytesIn、 MsgByteOut ： 問合せをサポー ト する ために ノ ード間で送信される

メ ッ セージのバイ ト 数 （MB 単位）。

パフ ォーマンス メ ト リ ッ クの収集

/var/log/Calpont/debug.log の使用

デフ ォル ト の ト レース レベルでは、 Calpont InfiniDB によ って、 問合せの開始時刻 と終
了時刻に加えて、 実行されている各文が debug.log に記録されます。 この情報は、

問合せを実行し ているユーザーモジ ュールの /var/log/Calpont/debug.log フ ァ

イルに格納されます。

calsettrace(); を使用する と、 追加情報を出力でき ます。

calsettrace(1); の使用

calsettrace(1) 関数を使用する と、 文を実行し ているユーザーモジ ュールの

/var/log/Calpont/debug.log に、 よ り 詳細な情報を格納でき ます。

注意 ： calsettrace(1) によ る ロ ギング処理の増加によ って、 パフ ォーマン スが影

響を受けます。

引数 (1) を使用する と このフ ァ イルが出力され、 (0) を使用する と フ ァ イルは作成され
ません。  こ のフ ァ イルの作成の有効化または無効化は、 セ ッ シ ョ ン レベルです。 その
他の ト レース レベルは、 Calpont サポー ト の指示の下でのみ設定し て く だ さい。

select calsettrace(1);

calsettrace(1); 設定によ り 、 警告情報が各文に含まれる よ う にな る こ と に注意し

て く ださ い。 警告の例を次に示し ます。

1 row in set, 1 warning (0.06 sec)
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/var/log/mysqld.log の使用

MySQL と Calpont InfiniDB 間のイ ン タ フ ェースに関連する追加ロ グ情報は、 文を実行し て
いるユーザーモジュールの /var/log/mysqld.log フ ァ イルに出力されます。 こ こに表

示される情報は、 問合せをサポー ト する ために実行される操作の全体像は示し ませんが、
Calpont サポー ト の指示の下で使用する こ と があ り ます。 

エ クステン ト マ ッ プのレンジパーテ ィ シ ョ ニングの理解 

エ ク ステン ト は、 800 万行の連続行 と し て定義されます。  エ ク ステン ト マ ッ プには、 各エ
ク ステン ト 内の最小値および最大値が格納されます。  作成時にロード されるデータの場合
（ リ アルタ イ ム または リ アルタ イ ムに近い）、 一意の識別子のフ ィ ール ドおよび日付フ ィ ー
ル ド は、 通常、 昇順パターンに従います。 こ のパターンでは、 各エ ク ステン ト に異な る最
小値 と最大値が割 り 当て られる ため、 大量の読取 り ブロ ッ クの除外が可能にな り ます。 

エ ク ステン ト マ ッ プには次の特徴があ り ます。

1. エ ク ステン ト のすべての列フ ァ イルが同じマウ ン ト ポ イ ン ト に作成されます。

2. エ ク ステン ト は、 実行時に、 指定のパフ ォーマン スモジ ュールに動的にマ ッ プ さ
れます。

3. エ ク ステン ト 内の各列の最小値および最大値が列のスキ ャ ン結果と し て記録され
ます。 通常、 エ ク ステン ト のスキ ャ ンは 1 秒未満の操作であ り 、 最小値および最
大値の保持によ るオーバーヘッ ド は 2% 未満です。

4. 最小値および最大値は、 そのエ ク ステン ト 内のデータが変更される と エ ク ステン
ト マ ッ プから消去されますが、 エ ク ステン ト の次回のスキ ャ ンによ って再移入さ
れます。 

拡張 （スケーリ ング） 

パフ ォーマンスの場合

問合せの量および複雑さが原因で問合せの応答に時間がかかる場合は、 パフ ォーマン スモ
ジ ュールをシステムに追加し ます。

同時実行性の場合

Calpont InfiniDB システムのユーザー数が増加し た と きは、 ユーザーモジュールを追加する
こ と によ り パフ ォーマン ス を維持でき ます。

ユーザーモジ ュールの数は、 ユーザー数および中間と最終の結果セ ッ ト のサイ ズに基づき
ます。
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データ容量の場合

データベースにデータ を追加する と、 システムで追加のデ ィ ス ク アレ イが必要と な る
場合があ り ます。 デ ィ ス ク アレ イ を追加する と、 キ ャ ッ シ ュの割合が変わ り 、 データ
に効率的にア ク セスするのに追加のパフ ォーマン スモジ ュールが必要 と な り ます。 場
合によ っては、 追加のデ ィ ス ク コ ン ト ローラ を追加する必要があ り ます。 必要なアレ
イの総数は、 お客様のデータの ク ラ ス タ化および問合せの種類に大き く 依存し ます。
通常、 追加されたアレ イは、 初期の割合 と一致し ています。
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第 9 章
モジュールの構成
こ の章では、 Calpont InfiniDB モジ ュールを追加および削除する方法について説明し ま
す。 モジュールの追加を行 う 主な理由は、パフ ォーマン スの向上や冗長性の追加です。 

また、 使用されていないモジ ュールを削除し た り 、 ハード ウ ェ アやソ フ ト ウ ェ アの更
新が必要なモジ ュールをオフ ラ イ ンにする こ と が必要な場合も あ り ます。 

Calpont InfiniDB コ ン ソールのコマン ド を使用し て、 モジ ュールを構成でき ます。 こ の
章では、 両方の場合の手順について説明し ます。

モジュールを構成する前に

モジュールを構成する前に、 データベース をシ ャ ッ ト ダウ ン し て Calpont システムお
よびデータベース をバッ ク ア ッ プする こ と をお薦めし ます。 手順については、 63 ペー
ジの 「バッ ク ア ッ プおよび リ カバ リ の実行」 を参照し て く だ さい。 

追加、 削除または再構成するすべてのモジ ュールのルー ト パス ワー ド があ る こ と を確
認し て く だ さい。

注意 ： モジ ュールを追加し た後、 新しいモジ ュールがシステムの
一部と し て監視される よ う に NMS システムを更新し ます。

モジ ュールの削除時に、 NMS は、 サーバーがネ ッ ト ワーク上で機
能し ていない と い う ア ラー ト を発行する場合があ り ます。

モジュール ID

Calpont システムのモジュールは、 次の 2 文字のモジ ュールタ イプ と その後の一意の
番号によ って識別されます。 

� umnn ： ユーザーモジ ュール

� pmnn ： パフ ォーマン スモジ ュール

た と えば、 Calpont システムで、 最初のユーザーモジ ュールが um1 にデフ ォル ト 設定
された と し ます。 別のユーザーモジ ュールが追加される と、 このモジ ュールは um2 に
デフ ォル ト 設定されます （以降同様）。 
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Calpont では、 常にシ リ ーズ内で利用可能な最初のモジ ュール ID が選択されます。 た と え
ば、 pm1、 pm2、 pm4 が存在する場合に、 新しいパフ ォーマン スモジ ュールを追加する と、
Calpont によ って新しいモジ ュールに pm3 と い う 名前が付け られます。

自動構成

Calpont のデフ ォル ト を受け入れる と、 モジ ュールが自動構成される ため労力を減らすこ
と ができ ます。 少ないコマン ド で、 よ り 多 く のモジ ュールを構成でき ます。 自動構成で実
行される内容は次の とお り です。

� モジュール ID を作成する

� 同じ タ イプの複数のモジ ュールを 1 つのコマン ド で追加する

� 同じ タ イプの複数のモジ ュールを 1 つのコマン ド で削除する

手動構成

モジュールを手動で構成する こ と も でき ますが、 追加のコマン ド を使用し て、 よ り 多 く の
データ を入力する必要があ り ます。 手動構成で実行でき る内容は次の とお り です。

� こ の章で前述し たモジ ュール ID 形式に従い、 独自の番号付けスキームを作成する 

� 特定のモジュールを 1 つずつ追加する

� 特定のモジュールを 1 つずつ削除する

DBRoot の移動

あ るモジ ュールから別のモジ ュールに DBRoot を移動するには、 最初に stopSystem を

実行する必要があ り ます。 システムがア ク テ ィ ブであ る間は、 DBRoot を移動でき ません。 

DBRoot を移動するには

1. Linux プロ ンプ ト で、 cmconsole と入力し ます。

2. movePMDbrootConfig [fromPM] [DBRoot] [toPM] と入力し て [Enter] を

押し ます。 

例 ：

InfiniDB> movePmDbrootConfig pm6 6 pm5
movepmdbrootconfig   Wed Mar 28 10:44:24 2012

DBRoot IDs currently assigned to 'pm6' = 6
DBRoot IDs currently assigned to 'pm5' = 5

DBroot IDs being moved, please wait...

DBRoot IDs newly assigned to 'pm6' = 
DBRoot IDs newly assigned to 'pm5' = 5, 6
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InfiniDB> movePmDbrootConfig pm5 6 pm6
movepmdbrootconfig   Wed Mar 28 10:44:33 2012

DBRoot IDs currently assigned to 'pm5' = 5, 6
DBRoot IDs currently assigned to 'pm6' = 

DBroot IDs being moved, please wait...

DBRoot IDs newly assigned to 'pm5' = 5
DBRoot IDs newly assigned to 'pm6' = 6

モジュールの追加

パフ ォーマン スモジ ュールやユーザーモジ ュールを追加する と、 Calpont システムの
処理能力を効率的に向上させる こ と ができ ます。 システムのパフ ォーマン スや同時実
行性を向上させる ために追加でき るモジュールのタ イプの詳細は、 71 ページの 「パ
フ ォーマン スチューニング」 を参照し て く だ さい。 ユーザーモジ ュールは、 冗長性を
目的と し て追加でき ます。

警告 ： モジ ュールは、 システムがア ク テ ィ ブまたはオフ ラ イ ンの
状態で追加でき ます。 追加し た後に、 alterSystem-Enable コ

マン ド を使用し て稼働させる こ と ができ ます。

Calpont は、 1 つのコマン ド で同じ タ イプの複数のモジ ュールを追加する と きに、 モ
ジ ュール ID をデフ ォル ト で設定し ます。 独自のモジ ュール ID を使用し てモジ ュール
を追加するには、 モジ ュールを 1 つずつ追加する必要があ り ます。

注意 ： 複数の NIC でパフ ォーマン スモジ ュールを追加する と きは、
すべての NIC のホ ス ト 名を追加する必要があ り ます。 これを行わ
ない と、モジ ュールの追加処理は無効なパラ メ ータで失敗し ます。   
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Calpont コ ン ソールを使用し て Calpont システムにモジュールを追加するには

1. Calpont InfiniDB コ ン ソールにロ グオン し ます。 

2. 次のいずれかを実行し ます。

� デフ ォル ト のモジ ュール ID を受け入れて複数のモジ ュールを追加するには、

addModule module_type number_of_modules 

IP_address_or_host_name ( カンマで区切る ) root_password と入

力し ます。 

た と えば、 2 つのパフ ォーマン スモジ ュールをホ ス ト 名 SRVCPT1 および
SRVCPT2 で追加するには、 次のよ う に入力し ます。 

addModule pm 2 SRVCPT1,SRVCPT2 mypwd

� ID を 1 つずつ手動で作成するには、 次のよ う に入力し ます。 

addModule module_ID  IP_address_or_host_name  
root_password

た と えば、 1 つのユーザーモジ ュール （番号 1285） をホス ト 名 SRVCPT1 で追
加するには、 次のよ う に入力し ます。

addModule UM1285 SRVCPT1 mypwd

新しいモジュールを追加する ために Calpont.xml が更新され、 適切なフ ァ イル

が新しいモジ ュールにイ ン ス ト ールされます。

モジュールの追加に失敗し た場合は、 Calpont InfiniDB コ ン ソールにエラー メ ッ
セージが表示されます。 追加の詳細は、 パフ ォーマン スモジュール番号 1 の
Calpont ロ グフ ァ イルにあ り ます。

Amazon EC2 システム上の Calpont システムにモジ ュールを追加するには、 次のいずれか
を実行し ます。

� デフ ォル ト のモジュール ID を受け入れて複数のモジ ュールを追加し、 自動的にイ

ン ス タ ン ス を作成するには、 次のよ う に入力し ます。

    addModule module_type number_of_modules

た と えば、 2 つのパフ ォーマン スモジ ュールをデフ ォル ト のイ ン ス タ ン ス名で追加
するには、 次のよ う に入力し ます。

addModule pm 2

� デフ ォル ト のモジュール ID を受け入れて複数のモジ ュールを追加し、 既存のイ ン

ス タ ン スにイ ン ス ト ールするには、 次のよ う に入力し ます。

addModule module_type number_of_modules instance-ids

た と えば、 2 つのパフ ォーマン スモジ ュールを イ ン ス タ ン ス名 id-1234567 および
id-9876543 で追加するには、 次のよ う に入力し ます。

addModule pm 2 id-1234567,id-9876543
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� ID を 1 つずつ手動で作成し、 自動的にイ ン ス タ ン ス を作成するには、 次のよ う

に入力し ます。

addModule module_ID

た と えば、 1 つのパフ ォーマン スモジ ュール番号 2 をデフ ォル ト のイ ン ス タ ン
ス名で追加するには、 次のよ う に入力し ます。

addModule pm2

� ID を 1 つずつ手動で作成し、 既存のイ ン ス タ ン スにイ ン ス ト ールするには、 次

のよ う に入力し ます。

addModule module_ID instance-id

た と えば、 1 つのユーザーモジ ュール番号 2 を イ ン ス タ ン ス名 id-1111111 で追
加するには、 次のよ う に入力し ます。

addModule um2 id-1111111

モジュールの削除

モジュールは、 不要になった り 、 ハード ウ ェ ア更新のためにオフ ラ イ ンにする必要が
あ る場合、 システムから削除でき ます。 モジ ュールは、 そのモジ ュールが無効になっ
ている場合 （11 ページの 「システムモジ ュールの無効化および有効化」 を参照）、 ま
たはシステムが停止し ている場合 （10 ページの 「システムの停止」 を参照） に削除で
き ます。  

デフ ォル ト のモジ ュール ID で構わなければ、 複数のモジ ュールをシステムからすば
や く 削除でき ます。 これによ って、 システムに追加された最後のモジ ュールが削除さ
れます。 

モジュール ID に基づいて、 特定のモジ ュールを個別に削除する こ と も でき ます。 
 

注意 ： 最後の um または pm モジ ュールは削除でき ません。
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Calpont コ ン ソールを使用し てモジ ュールを削除するには

1. Calpont InfiniDB コ ン ソールにロ グオン し ます。 1 ページの 「Calpont InfiniDB コ ン
ソールに対する ロ グオンおよびロ グオフ」 を参照し て く だ さい。

2. 次のいずれかを実行し ます。

� InfiniDB に追加された最後のモジュールを削除するには、 次のよ う に入力し ま

す。

removeModule module_type number_of_modules

た と えば、 2 つのパフ ォーマン スモジ ュールを削除するには、
RemoveModule pm 2 と入力し ます。

� 特定のモジュールを削除するには、 removeModule module_ID と入力し ま

す。

た と えば、 モジ ュール ID が UM1285 の 1 つのユーザーモジ ュールを削除するに
は、 次のよ う に入力し ます。

removeModule um1285 
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第 10 章
ユーザーへのアクセス権の付与
Calpont InfiniDB では、 ユーザーアカ ウ ン ト に権限を設定する こ と ができ ます。 付与す
る ための構文は標準 MySQL 構文に準じ ます。 InfiniDB の出荷時には、 root ユーザーに
完全な権限が付与されています。 ただし、 ユーザーアカ ウ ン ト を設定または制限する
ために、 権限を付与または制限する必要があ り ます。

InfiniDB は、 InfiniDB 処理で使用されるすべての一時表の作成に infinidb_vtable と い う
専用のスキーマを使用し ます。 root ユーザーアカ ウ ン ト にはこ のスキーマに対する権
限がデフ ォル ト で付与されていますが、 すべてのユーザーアカ ウ ン ト に このスキーマ
に対する完全な権限が付与される必要があ り ます。

grant ALL on infinidb_vtable.* to user_account;

user_account にはユーザーロ グ イ ン、 サーバーおよびパス ワード を指定し

ます。

ユーザーに設定する ア ク セス権または制約に合わせて、 既存のオブジェ ク ト （表、 関
数、 プロ シージ ャ、 ビ ュー） に権限または制限を追加する こ と もでき ます。

パス ワード を持つユーザーにデータベースのすべての表へのフルア ク セス を付与する
例 （前述の権限付与の後） ：

use mysql;

grant ALL on my_schema.* to 'someuser'@'somehost' 

identified by 'somepassword';

flush privileges;

パス ワード を持つユーザーに 1 つの表への読取 り 専用ア ク セス権を付与する例 （前述
の権限付与の後） ：

use mysql;

grant SELECT on my_schema.table1 to 'someuser'@'somehost' 

identified by 'somepassword';

flush privileges;
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第 11 章
ク ロスエンジン表アクセス
問合せ内で InfiniDB 表を InfiniDB 以外の表 （MyISAM 表など） と結合する こ と ができ
ます。  このプロセス を有効にするには、 Calpont.XML 構成フ ァ イル内で接続情報を

定義する こ と で、 JDBC 接続を確立する必要があ り ます。

JDBC 接続を確立する ために使用される接続文字列には、 ユーザー名およびパス ワー
ド が必要です。 ユーザー名は SQL セ ッ シ ョ ンから取得でき ますが、 パス ワード を
MySQL から取得する こ と はでき ません。

InfiniDB と同じサーバー上の固有の MySQL に存在する表と結合し てア ク セスする ため
の Calpont.XML 構成フ ァ イルのエン ト リ 例を次に示し ます。

        <CrossEngineSupport>
                <Host>mysqlserver</Host>
                <Port>3306</Port>
                <User>root</User>
                <Password>pwd</Password>
        </CrossEngineSupport>
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第 12 章
ユーザーへのリ ソースの割当て
InfiniDB では、 ユーザーに割 り 当て る （CPU） リ ソースの優先順位付けを行 う 機能が
サポー ト されます。 

最小の CPU リ ソースが指定されているユーザーが最優先 と な り 、 その順序は設定可
能です。 事実上、 特定のユーザーに一定の リ ソース を確保する こ と ができ ます。 次に
例を示し ます。 

� ユーザー 1 に、 40% 以上の CPU リ ソース を割 り 当てます。 

� ユーザー 2 に、 30% 以上の CPU リ ソース を割 り 当てます。 

� ユーザー 1 およびユーザー 2 が問合せを実行中に、 他のユーザーが問合せを行

う ためにロ グ イ ン し た場合、 これらの新しいユーザー （ユーザー 3、 4、 およ
び 5 など） には CPU リ ソースの残 り 30% のみが割 り 当て られます。

ユーザーの優先順位の管理

infinidb_querystats スキーマで、 ユーザーがユーザーの優先順位を設定、 削除、

および表示する ための 3 つのス ト ア ド プロ シージ ャが作成されています。  優先順位表
では、 ユーザーと優先順位レベルが関連付け られます。  エン ト リ を保持し ていない
ユーザーには、 デフ ォル ト で低い優先順位レベルが付与されます。

CalSetUserPriority (host varchar, user varchar, priority 
varchar)

� ホ ス ト 上のユーザーに優先順位レベルが割 り 当て られます。

� 優先順位は 「high」、 「medium」、 または 「low」 で、 大文字と小文字の区別

はあ り ません。

� MySQL に存在するかど う か、 ホ ス ト およびユーザーが検証されます。

CalRemoveUserPriority(host varchar, user varchar) 

� デフ ォル ト の 「low」 を実質的に リ ス ト アする こ と で、 ユーザーエン ト リ が削

除されます。

� ユーザーが存在するかど う かは検証されません。
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CalShowProcessList()

� MySQL の 「show processlist」 と、 ユーザー優先順位の組合せが出力されま

す。

MySQL ユーザーには、 これらのプロ シージ ャの実行権限と、 infinidb_querystats ス

キーマ内の表に対する参照権限が付与されている必要があ り ます。 または、 スーパーユー
ザーに対し てのみ機能する、 次の権限を付与する こ と も でき ます。

GRANT ALL ON infinidb_querystats.* TO 'user'@'host'; 
// これでユーザーは優先順位のプロ シージ ャ を使用し た り 、 問合せの状態を表示し
た り でき ます。

ユーザーの優先順位機能の有効化

こ の機能を有効にするには、 Calpont 構成フ ァ イル （/usr/local/Calpont/etc/
Calpont.xml）の <UserPriority><Enabled> 要素を Y に設定する必要があ り ます（デ

フ ォル ト は N です）。 

<UserPriority>
    <Enabled>N</Enabled>
</UserPriority>

ク ロ スエンジンサポー ト も有効にする必要があ り ます。  こ のガ イ ド の 「ク ロ スエンジン表
ア ク セス」 を参照し て く だ さ い。

ユーザーの優先処理

PrimProc プロセスでは、 各優先順位レベルに対し て 1 つのジ ョ ブキ ューが存在し、 各
キ ューにス レ ッ ド が割 り 当て られています。  各キ ューに割 り 当て られる ス レ ッ ド の数は、
Calpont 構成フ ァ イルの次の要素を使用し て構成でき ます。

<PrimitiveServer><HighPriorityPercentage>
<PrimitiveServer><MediumPriorityPercentage>
<PrimitiveServer><LowPriorityPercentage>

デフ ォル ト はそれぞれ 60、 30、 および 10 です。  各キ ューには少な く と も 1 つのス レ ッ ド
が割 り 当て られる ため、 「ア イ ド ル」 または 「ス タベーシ ョ ン」 の優先順位構成は発生し
ません。  開始時のス レ ッ ド の数は、 100% = 2 * （マシン上のコ アの数） のよ う に正規化さ
れています。  ユーザーは必要に応じ て、 CPU の容量を超えて、 または CPU の容量よ り も
少な く 、 割当ての予約を行 う こ と ができ ます。  

次に、 8 コ アのシステム上でデフ ォル ト を使用し た場合の、 ス レ ッ ド の割当ての例を示し
ます。
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� 優先順位が低いキ ューの場合、16 の 10% であ る 1.6 が切 り 捨て られ、1 ス レ ッ ド

と な り ます。  

� 優先順位が中程度のキ ューの場合、 16 の 30% であ る 4.8 が切 り 捨て られ、 4 ス

レ ッ ド と な り ます。

� 残 り の 11 ス レ ッ ド が、 優先順位が高いキ ューに割 り 当て られます。

厳密には、 処理を行 う 優先キ ューが各ス レ ッ ド に割 り 当て られています。  ス レ ッ ド の
優先キ ューが空であ る場合、 優先順位が高いキ ュー、 中程度のキ ュー、 および低い
キ ュー と い う 順序でジ ョ ブが選択されます。  優先順位が低いジ ョ ブのみが実行されて
いる場合、 8 コ アのシステム上に存在する 16 のス レ ッ ドすべてで、 優先順位が低い
キ ューのジ ョ ブの処理が行われます。  デフ ォル ト を使用し て優先順位が中程度の問合
せが開始される と、 優先順位が低いジ ョ ブの処理を行 う ために優先順位が低いキ ュー
に割 り 当て られている 1 つのス レ ッ ド を残し、 優先順位が高いキ ューおよび中程度の
キ ューに割 り 当て られている 15 のス レ ッ ド で、 その中程度のキ ューの処理が行われ
ます。  その後、 優先順位が高い問合せが開始される と、 優先順位が高いキ ューに割 り
当て られている 11 のス レ ッ ド で、 優先順位が高いジ ョ ブの処理が開始され、 優先順
位が中程度のキ ューに割 り 当て られている 4 つのス レ ッ ド で、 優先順位が中程度の
ジ ョ ブの処理が行われ、 優先順位が低いキ ューに割 り 当て られている 1 つのス レ ッ ド
で、 優先順位が低いジ ョ ブの処理が行われます。

こ のアルゴ リ ズムから、 構成パラ メ ータは各優先順位の最小レベルであ る と考え る こ
と ができ ます。

こ の実装は、 PrimProc によ って実行される処理にのみ影響する こ と に注意し て く だ さ
い。  特定の問合せの作業の分散状態によ っては、 ユーザーの総合的なパフ ォーマン ス
が優先順位レベル と釣 り 合 う 場合または釣 り 合わない場合があ り ます。
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第 13 章
問合せのパフ ォーマンス監視
データベース管理者のタ ス ク の 1 つに、 問合せのパフ ォーマン ス を監視し、 速度低下
の原因 と なっている SQL コード を正確に特定する こ と が含まれます。 これを達成する
ために、 DBA が分析を行 う ための問合せに関する統計データ を、 取得および表示でき
ます。 

すべてのセ ッ シ ョ ンの問合せ履歴および実行時間と、 各問合せに対し て現在
calgetstats() によ って提供されている統計を確認する ためのツールが提供されて

います。 統計監視に使用でき るのは、 次の InfiniDB 構文の問合せのみです。

� SELECT

� INSERT

� UPDATE

� DELETE

� INSERT SELECT

� LOAD DATA INFILE

問合せ統計収集機能の有効化

問合せ統計収集機能を有効にするには、 Calpont.XML 構成フ ァ イルの

<QueryStats><Enabled> 要素を Y に設定する必要があ り ます （デフ ォル ト は N で

す）。  

<QueryStats>
<Enabled>Y</Enabled>
</QueryStats>

ク ロ スエンジンサポー ト も有効にする必要があ り ます。  このガイ ド の 「ク ロ スエンジ
ン表ア ク セス」 を参照し て く だ さい。
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問合せ統計表

QueryStats を有効にする と、 次の表に統計情報が含まれる よ う にな り ます。

こ の表はイ ン ス ト ール時に作成されますが、 キ ャ ラ ク タセ ッ ト は latin1 （デフ ォル ト ） で
設定されます。 キ ャ ラ ク タセ ッ ト が UTF-8 の環境では query 列が正し く 出力されないた
め、 必要に応じ て表の再作成が必要と な り ます。 次に例を示し ます。

DROP TABLE IF EXISTS querystats;

CREATE TABLE IF NOT EXISTS querystats
(`queryID` bigint NOT NULL AUTO_INCREMENT,
  `sessionID` bigint DEFAULT NULL,
  `host` varchar(50),
  `user` varchar(50),
  `priority` char(20),
  `queryType` char(25),
  `query` varchar(8000),
  `startTime` timestamp NOT NULL,
  `endTime` timestamp NOT NULL,
  `rows` bigint,
  `errno` int,
  `phyIO` bigint,
  `cacheIO` bigint,
  `blocksTouched` bigint,
  `CPBlocksSkipped` bigint,
  `msgInUM` bigint,
  `msgOutUm` bigint,
  `maxMemPct` int,
  `blocksChanged` bigint,
  `numTempFiles` bigint,
  `tempFileSpace` bigint,
  PRIMARY KEY (`queryID`)
) DEFAULT CHARSET=utf8;

列定義

� ホ ス ト （host）

問合せを行っている接続元のホ ス ト 名または IP ア ド レ スです。

� ユーザー （user）

問合せを行っている InfiniDB のユーザー名です。

� 優先順位 （priority）

問合せを行っているユーザーの優先順位です （「LOW」、 「MEDIUM」、 「HIGH」 が出

力されます）。
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� 問合せの実行時間 （startTime、 endTime）

終了時刻 - 開始時刻で計算されます。

開始時刻 ： 問合せが ExeMgr、 DDLProc、 または DMLProc で開始された時刻

終了時刻 ： 最後の結果パケ ッ ト が ExeMgr、 DDLProc、 または DMLProc で終了
し た時間

� 戻された行または影響を受けた行 （rows）

SELECT 問合せに対し て戻された行数、 または DML 問合せによ って影響を受
けた行数です。 DDL および他の種類の問合せでは有効ではあ り ません。

� 物理 I/O （phyIO）

問合せによ って、 デ ィ ス ク から ア ク セス されたブロ ッ ク数です （プ リ フ ェ ッ チ
ブロ ッ ク も含む）。 この統計は、 ExeMgr によ って処理される問合せでのみ有効
です （SELECT、 WHERE 句を使用し た DML、 INSERT SELECT など）。

� キ ャ ッ シ ュ I/O （cacheIO）

問合せによ って、 キ ャ ッ シュから ア ク セス されたブロ ッ ク数です。 こ の統計
は、 ExeMgr によ って処理される問合せでのみ有効です （SELECT、 WHERE 句
を使用し た DML、 INSERT SELECT など）。

� ブロ ッ ク ア ク セス （blocksTouched）

問合せによ って、 キ ャ ッ シュから物理的にア ク セス されたブロ ッ クの合計数で
す。 こ の数は物理 I/O およびキ ャ ッ シ ュ I/O の合計数以下であ る必要があ り ま
す。 この統計は、 ExeMgr によ って処理される問合せでのみ有効です
（SELECT、 WHERE 句を使用し た DML、 INSERT SELECT など）。

� 変更されたブロ ッ ク （blocksChanged）

問合せによ って、 デ ィ ス ク上で物理的に変更されたブロ ッ クの合計数です。 こ
れは DELETE 文または UPDATE 文に対し てのみ使用でき ます。

� 除外されたパーテ ィ シ ョ ンブロ ッ ク （CPBlocksSkipped）

エ ク ステン ト マ ッ プの比較的単純なパーテ ィ シ ョ ンによ って除外されているブ
ロ ッ ク数です。 この統計は、 ExeMgr によ って処理される問合せでのみ有効で
す （SELECT、 WHERE 句を使用し た DML、 INSERT SELECT など）。

� UM から PM への メ ッ セージ （msgOutUM）

ExeMgr から PrimProc に対し て送信される メ ッ セージ数です （バイ ト 単位）。 す
べての PM に対し て メ ッ セージを分散する必要があ る場合は、 分散されたすべ
ての メ ッ セージの合計が計算されます。 この統計は、 ExeMgr によ って処理さ
れる問合せでのみ有効です （SELECT、 WHERE 句を使用し た DML、 INSERT 
SELECT など）。

� PM から UM への メ ッ セージ （msgInUM）

PrimProc から ExeMgr に対し て送信される メ ッ セージ数です （バイ ト 単位）。 こ
の統計は、 ExeMgr によ って処理される問合せでのみ有効です （SELECT、
WHERE 句を使用し た DML、 INSERT SELECT など）。
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� エラー番号 （errNo）

こ の問合せが失敗し た場合は IDB エラー番号が、 正常に終了し た場合は 0 が戻さ
れます。 

� メ モ リ ー使用率 （maxMemPct）

こ のフ ィ ール ド には、 ユーザーモジ ュール （UM） の結合、 グループ化、 集計、 重
複行の削除などの操作を行 う ために使用されている UM の メ モ リ ー使用率が示さ
れます。

� 一時フ ァ イル （numTempFiles）

こ のフ ィ ール ド には、 ユーザーモジ ュール （UM） の結合、 グループ化、 集計、 重
複行の削除などの操作を行 う ために使用されている UM の一時フ ァ イル使用数が
示されます。

� 一時フ ァ イル領域 （tempFileSpace）

こ こには、 ユーザーモジ ュール （UM） の結合、 グループ化、 集計、 重複行の削除
などの操作を行 う ために使用されている UM の一時フ ァ イル使用サイ ズが示され
ます。

問合せ統計の表示

ユーザーは、 問合せ統計表から行を選択する こ と で、 問合せ統計を表示でき ます。  次に例
を示し ます。

例 1 ：

過去 12 時間以内に実行されたすべての SELECT 問合せの実行時間と戻された行が表示さ
れます。

select queryid, query, endtime-starttime, rows from querystats 
where starttime >= now() - interval 12 hour and querytype = 
'SELECT';

例 2 ：

過去 12 時間以内に、 セ ッ シ ョ ン 2 で実行に最も時間がかかっている 3 つの SELECT 問合
せが表示されます。 

Select * from (select endtime-starttime execTime, query from 
queryStats where sessionid = 2 and querytype = 'SELECT' and 
starttime >= now()-interval 12 hour order by 1 limit 3);
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例 3 ：

過去 12 時間以内に実行されたすべての INSERT SELECT 問合せの、 平均実行時間、 最
小実行時間、 および最大実行時間が表示されます。

Select min(endtime-starttime), max(endtime-starttime), 
avg(endtime-startime) from querystats where query-
type=INSERT SELECT and starttime >= now() - interval 12 
hour;
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第 14 章
動作モー ド
Calpont InfiniDB は、 動作モード を介し てすべての MySQL 問合せ構文をサポー ト し ま
す。 この動作モード は、 イ ン ス タ ン スに対し てデフ ォル ト と し て設定する こ と も、
セ ッ シ ョ ン レベルで設定する こ と も でき ます。

セ ッ シ ョ ン レベルでの動作モード の設定については、 『Calpont InfiniDB SQL 構文ガイ
ド 』 を参照し て く ださ い。

イ ン ス タ ン ス レベルで動作モード を設定するには、 コマン ド ラ イ ン または my.cnf で

infinidb_vtable_mode を指定し ます。 指定し ない場合は、 デフ ォル ト で 1 （分散

モード） が設定されます。 

コマン ド ラ イ ンの場合 ： 
            ~/mysql/libexec/mysqld --infinidb_vtable_mode=value 

my.cnf フ ァ イル （/usr/local/Calpont/mysql） の場合 ：

            [mysqld]
            infinidb_vtable_mode=value

value は次の とお り です。

� 0 ： 汎用的で互換性の高い行単位の処理モード 。 一部の WHERE 句コ ンポーネン

ト は InfiniDB によ って処理されますが、 結合はネステ ッ ド ループ結合 メ カニズ
ムを使用し て mysqld によ ってすべて処理されます。

� 1 ： （デフ ォル ト ） InfiniDB によ って分散実行と の互換性について問合せ構文が

評価され、 互換性のない問合せは拒否されます。 こ のモード で実行された問合
せは分散実行を利用する ため、 通常、 よ り 高いパフ ォーマン スが確保されま
す。

� 2 ： 自動ス イ ッチモード。 InfiniDB は問合せを内部で処理し よ う と し ます。 内部

で処理でき ない場合は、 行単位のモード で実行する よ う に問合せを自動的に切
り 替えます。

注意 ： モード 0 および 2 でサポー ト される問合せ構文の詳細は、 『MySQL 5.1 SQL 
Syntax Guide』 を参照し て く だ さい。
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第 15 章
10 進法
Calpont InfiniDB には、 10 進法の計算で様々な内部精度をサポー ト する機能があ り ま
す。  

infinidb_decimal_scale は InfiniDB エンジンで内部的に使用され、 計算された列

に対するサブ操作で保持される、 小数点の右側の有効桁数を制御し ます。 問合せを実
行し ている と きに 「aggregate overflow」 と い う メ ッ セージを受信し た場合は、
infinidb_decimal_scale を減ら し て問合せの再実行を試みます。

infinidb_decimal_scale を減らす と、 戻された計算列の最下位桁の正確度が低 く

な る場合があ る こ と に注意し て く だ さい。

こ の 10 進法は、 イ ン ス タ ン スに対し てデフ ォル ト と し て設定する こ と も、 セ ッ シ ョ
ン レベルで設定する こ と も でき ます。

セ ッ シ ョ ン レベルでの 10 進法の設定については、 『Calpont InfiniDB SQL 構文ガイ ド』
を参照し て く だ さい。

10 進法の有効化または無効化

イ ン ス タ ン ス レベルで 10 進法の使用を有効または無効にするには、 コマン ド ラ イ ン
または my.cnf で infinidb_use_decimal_scale を指定し ます。 デフ ォル ト は 0

（無効） です。

コマン ド ラ イ ンの場合 ： 
            ~/mysql/libexec/mysqld --xxxxxx --infinidb_use_decimal_scale=value

my.cnf フ ァ イル （/usr/local/Calpont/mysql） の場合 ：

            [mysqld]
            xxxxx
            infinidb_use_decimal_scale=value

value は 0 （無効） または 1 （有効） です。
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10 進法のレベルの設定

イ ン ス タ ン ス レベルで 10 進法を設定するには、 コマン ド ラ イ ン または my.cnf で

infinidb_decimal_scale を指定し ます。 指定し ない場合は、 デフ ォル ト で 8 が設定さ

れます。 

コマン ド ラ イ ンの場合 ： 
            ~/mysql/libexec/mysqld --xxxxxx --infinidb_decimal_scale=value

my.cnf フ ァ イル （/usr/local/Calpont/mysql） の場合 ：

            [mysqld]
            xxxxx
           infinidb_decimal_scale=value

value は、 計算で必要 と される精度です。
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第 16 章
圧縮モー ド
Calpont InfiniDB には、 圧縮モード を介し て圧縮でき る機能があ り ます。 この圧縮モー
ド は、 イ ン ス タ ン スに対し てデフ ォル ト と し て設定する こ と も、 セ ッ シ ョ ン レベルで
設定する こ と も でき ます。

セ ッ シ ョ ン レベルでの圧縮モード の設定については、 『Calpont InfiniDB SQL 構文ガイ
ド 』 を参照し て く ださ い。

注意 ： こ の機能は、 Calpont InfiniDB Enterprise でのみ使用可能です。

イ ン ス タ ン ス レベルで圧縮モード を設定するには、 コマン ド ラ イ ン または my.cnf で

infinidb_compression_type を指定し ます。 イ ン ス タ ン ス レベルの圧縮をデフ ォ

ル ト 設定するには、 各 UM の my.cnf フ ァ イルに こ の変数が存在し ている必要があ り

ます。 

コマン ド ラ イ ンの場合 ： 
            ~/mysql/libexec/mysqld --xxxxxx --infinidb_compression_type=value

my.cnf フ ァ イル （/usr/local/Calpont/mysql） の場合 ：

            [mysqld]
            xxxxx
            infinidb_compression_type=value

value は次の とお り です。

� 0 ： 圧縮は無効です。 後続の表作成の文の実行では、 文の上書きが実行されて

いないかぎ り 、 その表に対し て圧縮は無効にな り ます。 列を追加する ために
ALTER 文を実行する と、 文の上書きが実行されていないかぎ り 、 その列に対
し て圧縮は無効にな り ます。

� 1 ： 圧縮は有効です。 後続の表作成の文の実行では、 文の上書きが実行されて

いないかぎ り 、 その表に対し て圧縮は有効にな り ます。 列を追加する ために
ALTER 文を実行する と、 文の上書きが実行されていないかぎ り 、 その列に対
し て圧縮は有効にな り ます。

こ のフ ァ イルの変更後に、 その変更をア ク テ ィ ブにするには、 InfiniDB システムの再
起動が必要です。
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第 17 章
パーテ ィ シ ョ ン管理
Calpont InfiniDB には、 パーテ ィ シ ョ ンの無効化および削除を管理する こ と によ って、
よ り 効率的にデータ削除を管理する機能があ り ます。 InfiniDB のパーテ ィ シ ョ ンの詳
細は、 『Calpont InfiniDB 概要』 の InfiniDB のス ト レージ概念に関する説明および
『Calpont InfiniDB SQL 構文ガイ ド』 のパーテ ィ シ ョ ン管理に関する説明を参照し て く
ださい。

パーテ ィ シ ョ ンのサイ ズは、 Calpont.xml の 2 つの設定

（FilesPerColumnPartition および ExtentsPerSegmentFile） によ って定義

されます。  これらのデフ ォル ト 設定は、 FilesPerColumnPartition=4 および

ExtentsPerSegmentFile=2 です。 これは、4 * 2 * 8M = 64M 行のパーテ ィ シ ョ ンサ

イ ズに一致し ます。 こ の設定は、 パーテ ィ シ ョ ンを削除または無効にする と きに一度
に削除でき る行数を定義する ため重要です。

行を イ ンポー ト し た後は、 既存のデータベースで これらの設定を変更でき ません。 既
存のデータベースが存在する場合は、 ア ッ プグレード処理で この設定が残されます。
新しいデータベースで開始する場合は、 行を イ ンポー ト する前に これらの設定を再確
認する こ と をお薦めし ます。
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第 18 章
システムユーテ ィ リ テ ィ
Calpont InfiniDB の操作で役立つい く つかのシステムユーテ ィ リ テ ィ があ り ます。

configxml.sh

ス ク リ プ ト 「configxml.sh」 は、 Calpont.xml フ ァ イルの値の読取 り および設定を行いま
す。  これは、 ア ク テ ィ ブな親 OAM パフ ォーマン スモジ ュールで実行する必要があ り
ます （これを判断するには、 OAM コマン ド の getsystemstatus を使用し ます）。

値を読み取るには

#./configxml.sh getconfig SystemConfig SystemName

Current value of SystemConfig / SystemName is caldb01

値を設定するには
警告 ： InfiniDB のサービ ス技術者から指示がないかぎ り 、 Calpont.xml フ ァ イ

ルを変更し ないで く だ さい。 誤った設定によ って、 システムが使用でき な く な
る可能性があ り ます。 また、 誤った設定を修正するには、 サービ スへの連絡が
必要と な り ます。 値の設定は、 システムが停止し ている と きに実行する必要が
あ り ます。  

システムの停止および起動については、 stopSystem コマン ドおよび

startSystem コマン ド を参照し て く だ さい。

# ./configxml.sh setconfig SystemConfig SystemName caldb02

Old value of SystemConfig / SystemName is caldb01

/usr/local/Calpont/etc/Calpont.xml backed up to /usr/local/
Calpont/etc/Calpont.xml.1254929966

Old value of SystemConfig / SystemName is caldb01

SystemConfig / SystemName now set to caldb02
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colxml

colxml は、データのイ ンポー ト 前に、データベース スキーマの XML ジ ョ ブフ ァ イルを作成し ます。

各バルク ロード の前に新しいジ ョ ブフ ァ イルを作成する必要があ り ます。 colxml の詳細は、 40

ページの 「イ ンポー ト 方法」 を参照し て く ださ い。

cpimport

cpimport は、 Calpont InfiniDB へのデータのイ ンポー ト に使用されます。 最初に、 colxml を使用

し て新しい XML ジ ョ ブフ ァ イルを作成する必要があ り ます。 cpimport.sh の詳細は、 48 ページ

の 「データのイ ンポー ト 」 を参照し て く ださ い。

viewtablelock

イ ンポー ト が中断された り 、 失敗し た場合、 こ のユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 イ ンポー ト によ って
発生し た現在のア ク テ ィ ブな表ロ ッ ク を表示でき ます。

cleartablelock

中断または失敗し た イ ンポー ト によ って発生し たア ク テ ィ ブな表ロ ッ クは、 このユーテ ィ リ テ ィ を
使用し て解除でき ます。  形式は、 cleartablelock lockid です。

healthCheck

こ のユーテ ィ リ テ ィ では、 InfininDB システムの状態に関する情報が戻されます。

rebalanceDB

DBRoot 間のデータセグ メ ン ト フ ァ イルを再配置する ためのデータの再分散ユーテ ィ リ
テ ィ が追加され、 データの均一な分散を行 う こ と で、 InfiniDB の最適なパフ ォーマン ス を
実現でき ます。 セグ メ ン ト フ ァ イルを再配置する必要があ る使用事例は様々です。

� 新しい DBRoot が追加された場合

� パーテ ィ シ ョ ンの削除またはバルク ロード モード 2 および 3 によ り 、 デ ィ ス ク使用

率が均一でない場合

データの再分散ユーテ ィ リ テ ィ によ って、 （PM グループがサポー ト されている場合は、 同
じ PM グループ内で） データが可能なかぎ り 均一に分散されます。  このコマン ド は、 任意
の InfiniDB ノ ード から実行でき、 各システムで実行でき るセ ッ シ ョ ンは一度に 1 つのみで
す。
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コ マン ド

redistributeDB [-h|--help] [ACTION]

ACTION は 「START」、 「STOP」、 「STATUS」、 「CLEAR」 のいずれかで、 デフ ォ

ル ト は 「START」 です。

例

    redistributeDB
    redistributeDB start
    redistributeDB START
    redistributeDB STOP
    redistributeDB STATUS
    redistributeDB CLEAR
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第 19 章
UTF-8 キャ ラ ク タ セ ッ ト の使用
UTF-8 キャ ラ ク タ セ ッ ト

Calpont InfiniDB には、 UTF-8 キ ャ ラ ク タセ ッ ト をサポー ト する機能があ り ます。 こ の
プロ フ ァ イルは、 イ ン ス タ ン スに対し てデフ ォル ト と し て設定する こ と も、 セ ッ シ ョ
ン レベルで設定する こ と も でき ます。

セ ッ シ ョ ン レベルでの UTF-8 プロ フ ァ イルの設定については、 『Calpont InfiniDB SQL
構文ガ イ ド』 を参照し て く だ さい。

イ ン ス タ ン ス レベルで UTF-8 プロ フ ァ イルを設定するには、 my.cnf フ ァ イルおよび

Calpont.xml フ ァ イルで次を指定し ます。

my.cnf

MySQL のロ ケール言語を構成するには、 my.cnf フ ァ イル （/usr/local/
Calpont/mysql） を変更し ます。

       [client]
       default-character-set=utf8

       [mysqld]
       default-character-set=utf8
       default-collation=value
       character-set-server=utf8
       collation-server=value
       init-connect='SET NAMES utf8'

value は、 有効な Unicode キ ャ ラ ク タセ ッ ト です。 有効な値については、 次の MySQL

リ フ ァ レ ン ス を参照し て く だ さい。

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.1/en/charset-unicode-sets.html

my.cnf フ ァ イルで値が指定されていない場合のデフ ォル ト は latin1 です。
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Calpont.xml

Calpont のロ ケール言語を構成するには、 Calpont.xml フ ァ イル （/usr/local/
Calpont/etc） を変更し ます。

<SystemConfig>

    <SystemLang>value</SystemLang>

value は、 オペレーテ ィ ングシステムの有効な ロ ケールです （た と えば、 Linux でのスペ

イ ン語の UTF-8 ロ ケールは、 es_ES.utf8 です。）

Calpont.xml フ ァ イルで値が指定されていない場合のデフ ォル ト は C です。

変更を行った後、 有効にするには、 Calpont InfiniDB および InfiniDB MySQL のデーモンを
再起動する必要があ り ます。

データのイ ンポー ト

cpimport ユーテ ィ リ テ ィ を使用する場合は、入力フ ァ イルを UTF-8 データに変換する必

要があ り ます。 Linux プロ グ ラ ム iconv は、 変換ユーテ ィ リ テ ィ の 1 つです。

iconv -f ISO-8859-1 -t UTF-8 < input.txt > output.txt

既知の問題および制限

� イ ン ス タ ン ス を UTF-8 プロ フ ァ イルで設定し た場合は、表レベルで UTF-8 を宣言す

る必要があ り ます。 一致し ないキ ャ ラ ク タセ ッ ト で表を作成する と、 予測でき な
い結果が発生し ます。

� SQL の出力の表示は、UTF-8 キ ャ ラ ク タセ ッ ト をサポー ト する ク ラ イ アン ト ソ フ ト

ウ ェ アを使用し て実行する必要があ り ます。
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第 20 章
ト ラ ブルシューテ ィ ング
ERROR 1070 (42000) ： Too many key parts specified; max 0 parts allowed

こ のエラーは、 主キー、 一意キーなどのキーが定義されている場合、 CREATE TABLE
文または ALTER TABLE 文の実行時に表示されます。 InfiniDB では MySQL フ ロ ン ト エ
ン ド でのキーの使用は無効になっている ため、 MySQL によ って このエラーが返され、
キーを使用でき ないこ と が示されます。

UM のメ モ リー超過エラー / 分散結合のパフ ォーマンス

 
InfiniDB では、 カーデ ィ ナ リ テ ィ が最大であ る表が動的に判別され、 分散結合操作で
使用されます。 適切な大きい方の表の使用は、 問合せの動作に大き く 影響する こ と が
あ り ます。 また、 場合によ っては、 使用可能な リ ソース内で問合せを実行でき るかど
う かについて も影響し ます。 適切な大きい方の表は、 InfiniDB によ って予測されない
場合があ り ます。 この場合、 FROM 句内の最初の表を大きい方の表と し て使用する
INFINIDB_ORDERED ヒ ン ト を使用し ます。 た と えば、 次の問合せでは、 lineitem が大
きい方の表と し て使用されます。
 
select /*!INFINIDB_ORDERED */  count(*) from lineitem, supplier 
where l_suppkey = s_suppkey and l_shipdate <= '1998-12-31' and 
s_suppkey <= 10000;

集計データのオーバーフ ローに関するエラー

問合せの実行で InfiniDB エラー 「The error was aggregation data overflow」 を受信し た場
合は、 列の集計時にオーバーフ ローが発生し ています。 infinidb_decimal_scale
の値をデフ ォル ト （上書き されていなければ通常は 8） から変更する と、 問合せを正
常に実行するのに役立つ場合があ り ます。  詳細は、 99 ページの 「10 進法」 を参照し
て く ださ い。
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循環結合の検出エラー

 問合せの実行で 「Circular join is not supported」 エ ラーが返され InfiniDB 非サポー ト エラー
を受信し た場合は、 問合せに ク ロ ス表等価比較が使用されている可能性があ り ます。
InfiniDB はデフ ォル ト で この文を処理でき ません。 ただし、 ク ロ ス表比較の一方に 「+ 0」
を追加する と、 この比較は結合ではな く ク ロ ス表等価比較であ る こ と が InfiniDB に示さ
れ、 問合せを処理でき ます。

た と えば、 次の問合せは記述されている とお り には実行されません。
 
例 ：
mysql> select count(*)
    -> from customer,
    ->      supplier,
    ->      orders,
    ->      lineitem
    -> where c_custkey = o_custkey and
    ->       l_orderkey = o_orderkey and
    ->       l_suppkey = s_suppkey and
    ->       c_nationkey = s_nationkey and
    ->       o_orderdate >= date '2012-01-01' and
    ->       o_orderdate < date '2012-01-01' + interval '1' year;
ERROR 138 (HY000): IDB-1003: Circular join is not supported.

+ 0 （次の文では太字で示されている） を c_nationkey = s_nationkey に追加する

と、 問合せを実行でき る よ う にな り ます。

mysql> select count(*)
    -> from customer,
    ->      supplier,
    ->      orders,
    ->      lineitem
    -> where c_custkey = o_custkey and
    ->       l_orderkey = o_orderkey and
    ->       l_suppkey = s_suppkey and
    ->       c_nationkey = s_nationkey + 0 and
    ->       o_orderdate >= date '2012-01-01' and
    ->       o_orderdate < date '2012-01-01' + interval '1' year;
+----------+
| count(*) |
+----------+
|    36449 |
+----------+
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同時実行問合せによるイ ンポー ト 実行速度の低下

イ ンポー ト と問合せを同時に実行する と、 イ ンポー ト の速度が低下する場合があ り ま
す。 これを解決する ために、 ユーザーはこれらの処理の実行優先順位を変更する必要
があ る場合があ り ます。 詳細は、 『Calpont InfiniDB パフ ォーマン スチューニングガイ
ド 』 でデータ ロード速度の処理の優先順位に関する説明を参照し て く だ さい。

CREATE TABLE 実行直後のデータ取得の遅延

複数 PM 環境では、 表の作成で初めてデータ を選択する と きに遅延が発生する場合が
あ り ます。 次のサーバー設定を PM ご と に変更する と、 こ の遅延が改善される場合が
あ り ます。

/proc/sys/vm/dirty_expire_centiseconds （デフ ォル ト は 3000） ： データが期限切
れ とみな され、 次の機会に書込みが必要 と な る までページキ ャ ッ シュに存在
でき る期間 （100 分の 1 秒単位）。 このデフ ォル ト （30 秒） は非常に長い時間
であ る こ と に注意し て く だ さい。 これは、 通常 Linux では、 他の pdflush メ
ソ ッ ド を ト リ ガーするのに十分な書込みを行わないかぎ り 、 書き込んだ内容
が実際には 30 秒後までコ ミ ッ ト されないこ と を意味し ます。 

設定を表示するには
# cat /proc/sys/vm/dirty_expire_centisecs 

一時的に設定をデフ ォル ト から 1 秒に変更するには

この変更は、 サーバーが次に再起動される まで、 またはこの変更を修正する後続
のコマン ド が発行される まで有効です。

# echo 100 > /proc/sys/vm/dirty_expire_centisecs 

永続的に設定をデフ ォル ト から 1 秒に変更するには

これはサーバーで実行されている可能性があ る InfiniDB 以外の他の処理に も影響
する場合があ る こ と に注意し て く だ さい。 /etc/sysctl.conf フ ァ イルで次の

エン ト リ の記述 （または既存のエン ト リ の変更） を行って く だ さい。

vm.dirty_expire_centisecs=100 
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付録 A
GNU Free Documentation License
GNU Free Documentation License
Version 1.3, 3 November 2008

Copyright © 2000, 2001, 2002, 2007, 2008 Free Software Foundation, Inc. <http://
fsf.org/> 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license 
document, but changing it is not allowed.

0. PREAMBLE
The purpose of this License is to make a manual, textbook, or other functional and 
useful document "free" in the sense of freedom: to assure everyone the effective 
freedom to copy and redistribute it, with or without modifying it, either 
commercially or noncommercially. Secondarily, this License preserves for the author 
and publisher a way to get credit for their work, while not being considered 
responsible for modifications made by others.

This License is a kind of "copyleft", which means that derivative works of the 
document must themselves be free in the same sense. It complements the GNU 
General Public License, which is a copyleft license designed for free software.

We have designed this License in order to use it for manuals for free software, 
because free software needs free documentation: a free program should come with 
manuals providing the same freedoms that the software does. But this License is not 
limited to software manuals; it can be used for any textual work, regardless of 
subject matter or whether it is published as a printed book. We recommend this 
License principally for works whose purpose is instruction or reference.

1. APPLICABILITY AND DEFINITIONS
This License applies to any manual or other work, in any medium, that contains a 
notice placed by the copyright holder saying it can be distributed under the terms of 
this License. Such a notice grants a world-wide, royalty-free license, unlimited in 
duration, to use that work under the conditions stated herein. The "Document", 
below, refers to any such manual or work. Any member of the public is a licensee, 
and is addressed as "you". You accept the license if you copy, modify or distribute the 
work in a way requiring permission under copyright law.
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A "Modified Version" of the Document means any work containing the Document or a 
portion of it, either copied verbatim, or with modifications and/or translated into 
another language.

A "Secondary Section" is a named appendix or a front-matter section of the Document 
that deals exclusively with the relationship of the publishers or authors of the Document 
to the Document's overall subject (or to related matters) and contains nothing that could 
fall directly within that overall subject. (Thus, if the Document is in part a textbook of 
mathematics, a Secondary Section may not explain any mathematics.) The relationship 
could be a matter of historical connection with the subject or with related matters, or of 
legal, commercial, philosophical, ethical or political position regarding them.

The "Invariant Sections" are certain Secondary Sections whose titles are designated, as 
being those of Invariant Sections, in the notice that says that the Document is released 
under this License. If a section does not fit the above definition of Secondary then it is 
not allowed to be designated as Invariant. The Document may contain zero Invariant 
Sections. If the Document does not identify any Invariant Sections then there are none.

The "Cover Texts" are certain short passages of text that are listed, as Front-Cover Texts 
or Back-Cover Texts, in the notice that says that the Document is released under this 
License. A Front-Cover Text may be at most 5 words, and a Back-Cover Text may be at 
most 25 words.

A "Transparent" copy of the Document means a machine-readable copy, represented in a 
format whose specification is available to the general public, that is suitable for revising 
the document straightforwardly with generic text editors or (for images composed of 
pixels) generic paint programs or (for drawings) some widely available drawing editor, 
and that is suitable for input to text formatters or for automatic translation to a variety 
of formats suitable for input to text formatters. A copy made in an otherwise Transparent 
file format whose markup, or absence of markup, has been arranged to thwart or 
discourage subsequent modification by readers is not Transparent. An image format is not 
Transparent if used for any substantial amount of text. A copy that is not "Transparent" is 
called "Opaque".

Examples of suitable formats for Transparent copies include plain ASCII without markup, 
Texinfo input format, LaTeX input format, SGML or XML using a publicly available DTD, 
and standard-conforming simple HTML, PostScript or PDF designed for human 
modification. Examples of transparent image formats include PNG, XCF and JPG. Opaque 
formats include proprietary formats that can be read and edited only by proprietary word 
processors, SGML or XML for which the DTD and/or processing tools are not generally 
available, and the machine-generated HTML, PostScript or PDF produced by some word 
processors for output purposes only.

The "Title Page" means, for a printed book, the title page itself, plus such following pages 
as are needed to hold, legibly, the material this License requires to appear in the title 
page. For works in formats which do not have any title page as such, "Title Page" means 
the text near the most prominent appearance of the work's title, preceding the beginning 
of the body of the text.
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The "publisher" means any person or entity that distributes copies of the Document to 
the public.

A section "Entitled XYZ" means a named subunit of the Document whose title either is 
precisely XYZ or contains XYZ in parentheses following text that translates XYZ in 
another language. (Here XYZ stands for a specific section name mentioned below, 
such as "Acknowledgements", "Dedications", "Endorsements", or "History".) To 
"Preserve the Title" of such a section when you modify the Document means that it 
remains a section "Entitled XYZ" according to this definition.

The Document may include Warranty Disclaimers next to the notice which states that 
this License applies to the Document. These Warranty Disclaimers are considered to 
be included by reference in this License, but only as regards disclaiming warranties: 
any other implication that these Warranty Disclaimers may have is void and has no 
effect on the meaning of this License.

2. VERBATIM COPYING
You may copy and distribute the Document in any medium, either commercially or 
noncommercially, provided that this License, the copyright notices, and the license 
notice saying this License applies to the Document are reproduced in all copies, and 
that you add no other conditions whatsoever to those of this License. You may not 
use technical measures to obstruct or control the reading or further copying of the 
copies you make or distribute. However, you may accept compensation in exchange 
for copies. If you distribute a large enough number of copies you must also follow the 
conditions in section 3.

You may also lend copies, under the same conditions stated above, and you may 
publicly display copies.

3. COPYING IN QUANTITY
If you publish printed copies (or copies in media that commonly have printed covers) 
of the Document, numbering more than 100, and the Document's license notice 
requires Cover Texts, you must enclose the copies in covers that carry, clearly and 
legibly, all these Cover Texts: Front-Cover Texts on the front cover, and Back-Cover 
Texts on the back cover. Both covers must also clearly and legibly identify you as the 
publisher of these copies. The front cover must present the full title with all words of 
the title equally prominent and visible. You may add other material on the covers in 
addition. Copying with changes limited to the covers, as long as they preserve the 
title of the Document and satisfy these conditions, can be treated as verbatim 
copying in other respects.

If the required texts for either cover are too voluminous to fit legibly, you should put 
the first ones listed (as many as fit reasonably) on the actual cover, and continue the 
rest onto adjacent pages.

If you publish or distribute Opaque copies of the Document numbering more than 100, 
you must either include a machine-readable Transparent copy along with each 
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Opaque copy, or state in or with each Opaque copy a computer-network location from 
which the general network-using public has access to download using public-standard 
network protocols a complete Transparent copy of the Document, free of added 
material. If you use the latter option, you must take reasonably prudent steps, when you 
begin distribution of Opaque copies in quantity, to ensure that this Transparent copy will 
remain thus accessible at the stated location until at least one year after the last time 
you distribute an Opaque copy (directly or through your agents or retailers) of that 
edition to the public.

It is requested, but not required, that you contact the authors of the Document well 
before redistributing any large number of copies, to give them a chance to provide you 
with an updated version of the Document.

4. MODIFICATIONS
You may copy and distribute a Modified Version of the Document under the conditions of 
sections 2 and 3 above, provided that you release the Modified Version under precisely 
this License, with the Modified Version filling the role of the Document, thus licensing 
distribution and modification of the Modified Version to whoever possesses a copy of it. In 
addition, you must do these things in the Modified Version:

� A. Use in the Title Page (and on the covers, if any) a title distinct from that of the 
Document, and from those of previous versions (which should, if there were any, 
be listed in the History section of the Document). You may use the same title as a 
previous version if the original publisher of that version gives permission. 

� B. List on the Title Page, as authors, one or more persons or entities responsible 
for authorship of the modifications in the Modified Version, together with at least 
five of the principal authors of the Document (all of its principal authors, if it has 
fewer than five), unless they release you from this requirement. 

� C. State on the Title page the name of the publisher of the Modified Version, as 
the publisher. 

� D. Preserve all the copyright notices of the Document. 

� E. Add an appropriate copyright notice for your modifications adjacent to the 
other copyright notices. 

� F. Include, immediately after the copyright notices, a license notice giving the 
public permission to use the Modified Version under the terms of this License, in 
the form shown in the Addendum below. 

� G. Preserve in that license notice the full lists of Invariant Sections and required 
Cover Texts given in the Document's license notice. 

� H. Include an unaltered copy of this License. 

� I. Preserve the section Entitled "History", Preserve its Title, and add to it an item 
stating at least the title, year, new authors, and publisher of the Modified Version 
as given on the Title Page. If there is no section Entitled "History" in the Docu-
ment, create one stating the title, year, authors, and publisher of the Document 
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as given on its Title Page, then add an item describing the Modified Version as 
stated in the previous sentence. 

� J. Preserve the network location, if any, given in the Document for public 
access to a Transparent copy of the Document, and likewise the network loca-
tions given in the Document for previous versions it was based on. These may 
be placed in the "History" section. You may omit a network location for a work 
that was published at least four years before the Document itself, or if the 
original publisher of the version it refers to gives permission. 

� K. For any section Entitled "Acknowledgements" or "Dedications", Preserve the 
Title of the section, and preserve in the section all the substance and tone of 
each of the contributor acknowledgements and/or dedications given therein. 

� L. Preserve all the Invariant Sections of the Document, unaltered in their text 
and in their titles. Section numbers or the equivalent are not considered part 
of the section titles. 

� M. Delete any section Entitled "Endorsements". Such a section may not be 
included in the Modified Version. 

� N. Do not retitle any existing section to be Entitled "Endorsements" or to con-
flict in title with any Invariant Section. 

� O. Preserve any Warranty Disclaimers.

If the Modified Version includes new front-matter sections or appendices that qualify 
as Secondary Sections and contain no material copied from the Document, you may at 
your option designate some or all of these sections as invariant. To do this, add their 
titles to the list of Invariant Sections in the Modified Version's license notice. These 
titles must be distinct from any other section titles.

You may add a section Entitled "Endorsements", provided it contains nothing but 
endorsements of your Modified Version by various parties—for example, statements 
of peer review or that the text has been approved by an organization as the 
authoritative definition of a standard.

You may add a passage of up to five words as a Front-Cover Text, and a passage of up 
to 25 words as a Back-Cover Text, to the end of the list of Cover Texts in the Modified 
Version. Only one passage of Front-Cover Text and one of Back-Cover Text may be 
added by (or through arrangements made by) any one entity. If the Document already 
includes a cover text for the same cover, previously added by you or by arrangement 
made by the same entity you are acting on behalf of, you may not add another; but 
you may replace the old one, on explicit permission from the previous publisher that 
added the old one.

The author(s) and publisher(s) of the Document do not by this License give permission 
to use their names for publicity for or to assert or imply endorsement of any Modified 
Version.

5. COMBINING DOCUMENTS
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You may combine the Document with other documents released under this License, under 
the terms defined in section 4 above for modified versions, provided that you include in 
the combination all of the Invariant Sections of all of the original documents, unmodified, 
and list them all as Invariant Sections of your combined work in its license notice, and 
that you preserve all their Warranty Disclaimers.

The combined work need only contain one copy of this License, and multiple identical 
Invariant Sections may be replaced with a single copy. If there are multiple Invariant 
Sections with the same name but different contents, make the title of each such section 
unique by adding at the end of it, in parentheses, the name of the original author or 
publisher of that section if known, or else a unique number. Make the same adjustment 
to the section titles in the list of Invariant Sections in the license notice of the combined 
work.

In the combination, you must combine any sections Entitled "History" in the various 
original documents, forming one section Entitled "History"; likewise combine any sections 
Entitled "Acknowledgements", and any sections Entitled "Dedications". You must delete 
all sections Entitled "Endorsements".

6. COLLECTIONS OF DOCUMENTS
You may make a collection consisting of the Document and other documents released 
under this License, and replace the individual copies of this License in the various 
documents with a single copy that is included in the collection, provided that you follow 
the rules of this License for verbatim copying of each of the documents in all other 
respects.

You may extract a single document from such a collection, and distribute it individually 
under this License, provided you insert a copy of this License into the extracted 
document, and follow this License in all other respects regarding verbatim copying of 
that document.

7. AGGREGATION WITH INDEPENDENT WORKS
A compilation of the Document or its derivatives with other separate and independent 
documents or works, in or on a volume of a storage or distribution medium, is called an 
"aggregate" if the copyright resulting from the compilation is not used to limit the legal 
rights of the compilation's users beyond what the individual works permit. When the 
Document is included in an aggregate, this License does not apply to the other works in 
the aggregate which are not themselves derivative works of the Document.

If the Cover Text requirement of section 3 is applicable to these copies of the Document, 
then if the Document is less than one half of the entire aggregate, the Document's Cover 
Texts may be placed on covers that bracket the Document within the aggregate, or the 
electronic equivalent of covers if the Document is in electronic form. Otherwise they 
must appear on printed covers that bracket the whole aggregate.

8. TRANSLATION
Translation is considered a kind of modification, so you may distribute translations of the 
Document under the terms of section 4. Replacing Invariant Sections with translations 
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requires special permission from their copyright holders, but you may include 
translations of some or all Invariant Sections in addition to the original versions of 
these Invariant Sections. You may include a translation of this License, and all the 
license notices in the Document, and any Warranty Disclaimers, provided that you 
also include the original English version of this License and the original versions of 
those notices and disclaimers. In case of a disagreement between the translation and 
the original version of this License or a notice or disclaimer, the original version will 
prevail.

If a section in the Document is Entitled "Acknowledgements", "Dedications", or 
"History", the requirement (section 4) to Preserve its Title (section 1) will typically 
require changing the actual title.

9. TERMINATION
You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Document except as 
expressly provided under this License. Any attempt otherwise to copy, modify, 
sublicense, or distribute it is void, and will automatically terminate your rights under 
this License.

However, if you cease all violation of this License, then your license from a particular 
copyright holder is reinstated (a) provisionally, unless and until the copyright holder 
explicitly and finally terminates your license, and (b) permanently, if the copyright 
holder fails to notify you of the violation by some reasonable means prior to 60 days 
after the cessation.

Moreover, your license from a particular copyright holder is reinstated permanently if 
the copyright holder notifies you of the violation by some reasonable means, this is 
the first time you have received notice of violation of this License (for any work) from 
that copyright holder, and you cure the violation prior to 30 days after your receipt of 
the notice.

Termination of your rights under this section does not terminate the licenses of 
parties who have received copies or rights from you under this License. If your rights 
have been terminated and not permanently reinstated, receipt of a copy of some or 
all of the same material does not give you any rights to use it.

10. FUTURE REVISIONS OF THIS LICENSE
The Free Software Foundation may publish new, revised versions of the GNU Free 
Documentation License from time to time. Such new versions will be similar in spirit 
to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns. 
See http://www.gnu.org/copyleft/.

Each version of the License is given a distinguishing version number. If the Document 
specifies that a particular numbered version of this License "or any later version" 
applies to it, you have the option of following the terms and conditions either of that 
specified version or of any later version that has been published (not as a draft) by 
the Free Software Foundation. If the Document does not specify a version number of 
this License, you may choose any version ever published (not as a draft) by the Free 
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Software Foundation. If the Document specifies that a proxy can decide which future 
versions of this License can be used, that proxy's public statement of acceptance of a 
version permanently authorizes you to choose that version for the Document.

11. RELICENSING
"Massive Multiauthor Collaboration Site" (or "MMC Site") means any World Wide Web 
server that publishes copyrightable works and also provides prominent facilities for 
anybody to edit those works. A public wiki that anybody can edit is an example of such a 
server. A "Massive Multiauthor Collaboration" (or "MMC") contained in the site means any 
set of copyrightable works thus published on the MMC site.

"CC-BY-SA" means the Creative Commons Attribution-Share Alike 3.0 license published by 
Creative Commons Corporation, a not-for-profit corporation with a principal place of 
business in San Francisco, California, as well as future copyleft versions of that license 
published by that same organization.

"Incorporate" means to publish or republish a Document, in whole or in part, as part of 
another Document.

An MMC is "eligible for relicensing" if it is licensed under this License, and if all works that 
were first published under this License somewhere other than this MMC, and subsequently 
incorporated in whole or in part into the MMC, (1) had no cover texts or invariant 
sections, and (2) were thus incorporated prior to November 1, 2008.

The operator of an MMC Site may republish an MMC contained in the site under CC-BY-SA 
on the same site at any time before August 1, 2009, provided the MMC is eligible for 
relicensing.
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付録 B
サー ドパーテ ィ ラ イセンス
Calpont Corporation の独自の製品であ る InfiniDB コ ミ ュ ニテ ィ 版のすべてのコード は、
Calpont Corporation が著作権を所有し てお り 、 「GNU 一般公衆利用許諾契約書」 の第 2
版によ って保護されています。 こ のカテゴ リ 内のすべての ソース フ ァ イルには、 かか
る対象であ る こ と を特定する テキス ト が含まれます。 InfiniDB のコ ミ ュ ニテ ィ 版およ
びエン タープラ イ ズ版の他の部分は、 様々な条項に基づいて ラ イセン ス され、 様々な
個人が著作権を所有し ています。 著作権はそれぞれの所有者に帰属し ます。

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE

Version 2, June 1991
Copyright (C) 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc.  
51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA  02110-1301, USA

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of 
this license document, but changing it is not allowed.

Preamble

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and 
change it. By contrast, the GNU General Public License is intended to guarantee your 
freedom to share and change free software--to make sure the software is free for all 
its users. This General Public License applies to most of the Free Software 
Foundation's software and to any other program whose authors commit to using it. 
(Some other Free Software Foundation software is covered by the GNU Lesser 
General Public License instead.) You can apply it to your programs, too.

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our General 
Public Licenses are designed to make sure that you have the freedom to distribute 
copies of free software (and charge for this service if you wish), that you receive 
source code or can get it if you want it, that you can change the software or use 
pieces of it in new free programs; and that you know you can do these things.

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny you 
these rights or to ask you to surrender the rights. These restrictions translate to 
certain responsibilities for you if you distribute copies of the software, or if you 
modify it.
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For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, you 
must give the recipients all the rights that you have. You must make sure that they, too, 
receive or can get the source code. And you must show them these terms so they know 
their rights.

We protect your rights with two steps: (1) copyright the software, and (2) offer you this 
license which gives you legal permission to copy, distribute and/or modify the software.

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain that everyone 
understands that there is no warranty for this free software. If the software is modified 
by someone else and passed on, we want its recipients to know that what they have is not 
the original, so that any problems introduced by others will not reflect on the original 
authors' reputations.

Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to avoid 
the danger that redistributors of a free program will individually obtain patent licenses, 
in effect making the program proprietary. To prevent this, we have made it clear that any 
patent must be licensed for everyone's free use or not licensed at all.
The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow.

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION

0. This License applies to any program or other work which contains a notice placed by 
the copyright holder saying it may be distributed under the terms of this General Public 
License. The "Program", below, refers to any such program or work, and a "work based on 
the Program" means either the Program or any derivative work under copyright law: that 
is to say, a work containing the Program or a portion of it, either verbatim or with modifi-
cations and/or translated into another language. (Hereinafter, translation is included 
without limitation in the term "modification".) Each licensee is addressed as "you".

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this 
License; they are outside its scope. The act of running the Program is not restricted, and 
the output from the Program is covered only if its contents constitute a work based on 
the Program (independent of having been made by running the Program). Whether that is 
true depends on what the Program does.

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's source code as you 
receive it, in any medium, provided that you conspicuously and appropriately publish on 
each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact all the 
notices that refer to this License and to the absence of any warranty; and give any other 
recipients of the Program a copy of this License along with the Program.
You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your 
option offer warranty protection in exchange for a fee.

2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus forming a 
work based on the Program, and copy and distribute such modifications or work under the 
terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions:
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a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating that 
you changed the files and the date of any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in 
part contains or is derived from the Program or any part thereof, to be 
licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of this 
License. 

c) If the modified program normally reads commands interactively when run, 
you must cause it, when started running for such interactive use in the most 
ordinary way, to print or display an announcement including an appropriate 
copyright notice and a notice that there is no warranty (or else, saying that 
you provide a warranty) and that users may redistribute the program under 
these conditions, and telling the user how to view a copy of this License. 
(Exception: if the Program itself is interactive but does not normally print 
such an announcement, your work based on the Program is not required to 
print an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of 
that work are not derived from the Program, and can be reasonably considered 
independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do 
not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when 
you distribute the same sections as part of a whole which is a work based on the 
Program, the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose 
permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and 
every part regardless of who wrote it.

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work 
written entirely by you; rather, the intent is to exercise the right to control the 
distribution of derivative or collective works based on the Program.

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the 
Program (or with a work based on the Program) on a volume of a storage or 
distribution medium does not bring the other work under the scope of this License.

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under Section 2) 
in object code or executable form under the terms of Sections 1 and 2 above 
provided that you also do one of the following:

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source 
code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on 
a medium customarily used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any 
third party, for a charge no more than your cost of physically performing 
source distribution, a complete machine-readable copy of the corresponding 
source code, to be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a 
medium customarily used for software interchange; or, 
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c) Accompany it with the information you received as to the offer to distribute 
corresponding source code. (This alternative is allowed only for noncommercial 
distribution and only if you received the program in object code or executable 
form with such an offer, in accord with Subsection b above.) 

The source code for a work means the preferred form of the work for making 
modifications to it. For an executable work, complete source code means all the source 
code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, plus the 
scripts used to control compilation and installation of the executable. However, as a 
special exception, the source code distributed need not include anything that is normally 
distributed (in either source or binary form) with the major components (compiler, 
kernel, and so on) of the operating system on which the executable runs, unless that 
component itself accompanies the executable.

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy from a 
designated place, then offering equivalent access to copy the source code from the same 
place counts as distribution of the source code, even though third parties are not 
compelled to copy the source along with the object code.

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as expressly 
provided under this License. Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense or 
distribute the Program is void, and will automatically terminate your rights under this 
License. However, parties who have received copies, or rights, from you under this 
License will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full 
compliance.

5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, 
nothing else grants you permission to modify or distribute the Program or its derivative 
works. These actions are prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, 
by modifying or distributing the Program (or any work based on the Program), you 
indicate your acceptance of this License to do so, and all its terms and conditions for 
copying, distributing or modifying the Program or works based on it.

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), the 
recipient automatically receives a license from the original licensor to copy, distribute or 
modify the Program subject to these terms and conditions. You may not impose any 
further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not 
responsible for enforcing compliance by third parties to this License.

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for 
any other reason (not limited to patent issues), conditions are imposed on you (whether 
by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this License, 
they do not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as 
to satisfy simultaneously your obligations under this License and any other pertinent 
obligations, then as a consequence you may not distribute the Program at all. For 
example, if a patent license would not permit royalty-free redistribution of the Program 
by all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you 
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could satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution of 
the Program.

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular 
circumstance, the balance of the section is intended to apply and the section as a 
whole is intended to apply in other circumstances.

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other 
property right claims or to contest validity of any such claims; this section has the 
sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution system, 
which is implemented by public license practices. Many people have made generous 
contributions to the wide range of software distributed through that system in 
reliance on consistent application of that system; it is up to the author/donor to 
decide if he or she is willing to distribute software through any other system and a 
licensee cannot impose that choice.

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a 
consequence of the rest of this License.

8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries 
either by patents or by copyrighted interfaces, the original copyright holder who 
places the Program under this License may add an explicit geographical distribution 
limitation excluding those countries, so that distribution is permitted only in or 
among countries not thus excluded. In such case, this License incorporates the 
limitation as if written in the body of this License.

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the 
General Public License from time to time. Such new versions will be similar in spirit 
to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns.

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies a 
version number of this License which applies to it and "any later version", you have 
the option of following the terms and conditions either of that version or of any later 
version published by the Free Software Foundation. If the Program does not specify a 
version number of this License, you may choose any version ever published by the 
Free Software Foundation.

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose 
distribution conditions are different, write to the author to ask for permission. For 
software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free 
Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be 
guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives of our free 
software and of promoting the sharing and reuse of software generally.

NO WARRANTY

11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY 
FOR THE PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN 
サー ドパーテ ィ ラ イセンス 127



1

OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES 
PROVIDE THE PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR 
IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE 
QUALITY AND PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD THE PROGRAM 
PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR 
CORRECTION.

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL 
ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE 
THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY 
GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE 
OR INABILITY TO USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR 
DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A 
FAILURE OF THE PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH 
HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

END OF TERMS AND CONDITIONS

How to Apply These Terms to Your New Programs

If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use to the 
public, the best way to achieve this is to make it free software which everyone can 
redistribute and change under these terms.
To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them to the 
start of each source file to most effectively convey the exclusion of warranty; and each 
file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the full notice is 
found.

one line to give the program's name and an idea of what it does.
Copyright (C) yyyy  name of author

This program is free software; you can redistribute it and/or
modify it under the terms of the GNU General Public License
as published by the Free Software Foundation; either version 2
of the License, or (at your option) any later version.

This program is distributed in the hope that it will be useful,
but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.  See the
GNU General Public License for more details.

You should have received a copy of the GNU General Public License
along with this program; if not, write to the Free Software
Foundation, Inc., 51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA  
02110-1301, USA.

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail.
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If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in 
an interactive mode:

Gnomovision version 69, Copyright (C) year name of author
Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details
type `show w'.  This is free software, and you are welcome
to redistribute it under certain conditions; type `show c' 
for details.

The hypothetical commands `show w' and `show c' should show the appropriate 
parts of the General Public License. Of course, the commands you use may be called 
something other than `show w' and`show c'; they could even be mouse-clicks or 
menu items--whatever suits your program.
You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if 
any, to sign a "copyright disclaimer" for the program, if necessary. Here is a sample; 
alter the names:

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright
interest in the program `Gnomovision'
(which makes passes at compilers) written 
by James Hacker.

signature of Ty Coon, 1 April 1989
Ty Coon, President of Vice

This General Public License does not permit incorporating your program into 
proprietary programs. If your program is a subroutine library, you may consider it 
more useful to permit linking proprietary applications with the library. If this is what 
you want to do, use the GNU Lesser General Public License instead of this 
License.

RSA Data Security

Portions of the code are derived from copyrighted work by RSA Data Security, Inc and 
bear the following copyright notice:

// Copyright (C) 1991-2, RSA Data Security, Inc. Created 1991. All
// rights reserved.
//
// License to copy and use this software is granted provided that it
// is identified as the "RSA Data Security, Inc. MD5 Message-Digest
// Algorithm" in all material mentioning or referencing this software
// or this function.
// License is also granted to make and use derivative works provided
// that such works are identified as "derived from the RSA Data
// Security, Inc. MD5 Message-Digest Algorithm" in all material
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// mentioning or referencing the derived work.
// RSA Data Security, Inc. makes no representations concerning either
// the merchantability of this software or the suitability of this
// software for any particular purpose. It is provided "as is"
// without express or implied warranty of any kind.
// These notices must be retained in any copies of any part of this
// documentation and/or software.

Paul E. Jones

Portions of the code are derived from copyrighted work by Paul E. Jones (http://
www.packetizer.com/security/sha1/). They are in the public domain but retain this 
copyright:

*  Copyright (C) 1998, 2009
 *  Paul E. Jones <paulej@packetizer.com>
 *  All Rights Reserved.

Apache

Portions of the code are derived from work copyrighted by Apache Hadoop and are covered by 
the Apache License V2.0:

Apache License

Version 2.0, January 2004

http://www.apache.org/licenses/ 

TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION

1. Definitions.

"License" shall mean the terms and conditions for use, reproduction, and distribution as 
defined by Sections 1 through 9 of this document.

"Licensor" shall mean the copyright owner or entity authorized by the copyright owner 
that is granting the License.

"Legal Entity" shall mean the union of the acting entity and all other entities that control, 
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are controlled by, or are under common control with that entity. For the purposes of 
this definition, "control" means (i) the power, direct or indirect, to cause the direc-
tion or management of such entity, whether by contract or otherwise, or (ii) owner-
ship of fifty percent (50%) or more of the outstanding shares, or (iii) beneficial 
ownership of such entity.

"You" (or "Your") shall mean an individual or Legal Entity exercising permissions 
granted by this License.

"Source" form shall mean the preferred form for making modifications, including 
but not limited to software source code, documentation source, and configuration 
files.

"Object" form shall mean any form resulting from mechanical transformation or 
translation of a Source form, including but not limited to compiled object code, gen-
erated documentation, and conversions to other media types.

"Work" shall mean the work of authorship, whether in Source or Object form, made 
available under the License, as indicated by a copyright notice that is included in or 
attached to the work (an example is provided in the Appendix below).

"Derivative Works" shall mean any work, whether in Source or Object form, that is 
based on (or derived from) the Work and for which the editorial revisions, annota-
tions, elaborations, or other modifications represent, as a whole, an original work of 
authorship. For the purposes of this License, Derivative Works shall not include 
works that remain separable from, or merely link (or bind by name) to the interfaces 
of, the Work and Derivative Works thereof.

"Contribution" shall mean any work of authorship, including the original version of 
the Work and any modifications or additions to that Work or Derivative Works 
thereof, that is intentionally submitted to Licensor for inclusion in the Work by the 
copyright owner or by an individual or Legal Entity authorized to submit on behalf 
of the copyright owner. For the purposes of this definition, "submitted" means any 
form of electronic, verbal, or written communication sent to the Licensor or its rep-
resentatives, including but not limited to communication on electronic mailing lists, 
source code control systems, and issue tracking systems that are managed by, or on 
behalf of, the Licensor for the purpose of discussing and improving the Work, but 
excluding communication that is conspicuously marked or otherwise designated in 
writing by the copyright owner as "Not a Contribution."
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"Contributor" shall mean Licensor and any individual or Legal Entity on behalf of 
whom a Contribution has been received by Licensor and subsequently incorporated 
within the Work.

2. Grant of Copyright License. Subject to the terms and conditions of this License, 
each Contributor hereby grants to You a perpetual, worldwide, non-exclusive, no-
charge, royalty-free, irrevocable copyright license to reproduce, prepare Derivative 
Works of, publicly display, publicly perform, sublicense, and distribute the Work and 
such Derivative Works in Source or Object form.

3. Grant of Patent License. Subject to the terms and conditions of this License, each 
Contributor hereby grants to You a perpetual, worldwide, non-exclusive, no-charge, roy-
alty-free, irrevocable (except as stated in this section) patent license to make, have 
made, use, offer to sell, sell, import, and otherwise transfer the Work, where such license 
applies only to those patent claims licensable by such Contributor that are necessarily 
infringed by their Contribution(s) alone or by combination of their Contribution(s) with 
the Work to which such Contribution(s) was submitted. If You institute patent litigation 
against any entity (including a cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the 
Work or a Contribution incorporated within the Work constitutes direct or contributory 
patent infringement, then any patent licenses granted to You under this License for that 
Work shall terminate as of the date such litigation is filed.

4. Redistribution. You may reproduce and distribute copies of the Work or Derivative 
Works thereof in any medium, with or without modifications, and in Source or Object 
form, provided that You meet the following conditions:

1. You must give any other recipients of the Work or Derivative Works a 
copy of this License; and

2. You must cause any modified files to carry prominent notices stating that 
You changed the files; and

3. You must retain, in the Source form of any Derivative Works that You 
distribute, all copyright, patent, trademark, and attribution notices from the 
Source form of the Work, excluding those notices that do not pertain to any part 
of the Derivative Works; and

4. If the Work includes a "NOTICE" text file as part of its distribution, then 
any Derivative Works that You distribute must include a readable copy of the 
attribution notices contained within such NOTICE file, excluding those notices 
that do not pertain to any part of the Derivative Works, in at least one of the fol-
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lowing places: within a NOTICE text file distributed as part of the Derivative 
Works; within the Source form or documentation, if provided along with the 
Derivative Works; or, within a display generated by the Derivative Works, if 
and wherever such third-party notices normally appear. The contents of the 
NOTICE file are for informational purposes only and do not modify the 
License. You may add Your own attribution notices within Derivative Works 
that You distribute, alongside or as an addendum to the NOTICE text from 
the Work, provided that such additional attribution notices cannot be con-
strued as modifying the License. You may add Your own copyright statement 
to Your modifications and may provide additional or different license terms 
and conditions for use, reproduction, or distribution of Your modifications, 
or for any such Derivative Works as a whole, provided Your use, reproduc-
tion, and distribution of the Work otherwise complies with the conditions 
stated in this License.

5. Submission of Contributions. Unless You explicitly state otherwise, any Contri-
bution intentionally submitted for inclusion in the Work by You to the Licensor shall 
be under the terms and conditions of this License, without any additional terms or 
conditions. Notwithstanding the above, nothing herein shall supersede or modify the 
terms of any separate license agreement you may have executed with Licensor 
regarding such Contributions.

6. Trademarks. This License does not grant permission to use the trade names, 
trademarks, service marks, or product names of the Licensor, except as required for 
reasonable and customary use in describing the origin of the Work and reproducing 
the content of the NOTICE file.

7. Disclaimer of Warranty. Unless required by applicable law or agreed to in writ-
ing, Licensor provides the Work (and each Contributor provides its Contributions) 
on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY 
KIND, either express or implied, including, without limitation, any warranties or 
conditions of TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FIT-
NESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. You are solely responsible for determin-
ing the appropriateness of using or redistributing the Work and assume any risks 
associated with Your exercise of permissions under this License.

8. Limitation of Liability. In no event and under no legal theory, whether in tort 
(including negligence), contract, or otherwise, unless required by applicable law 
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(such as deliberate and grossly negligent acts) or agreed to in writing, shall any Contrib-
utor be liable to You for damages, including any direct, indirect, special, incidental, or 
consequential damages of any character arising as a result of this License or out of the 
use or inability to use the Work (including but not limited to damages for loss of good-
will, work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all other commercial 
damages or losses), even if such Contributor has been advised of the possibility of such 
damages.

9. Accepting Warranty or Additional Liability. While redistributing the Work or 
Derivative Works thereof, You may choose to offer, and charge a fee for, acceptance of 
support, warranty, indemnity, or other liability obligations and/or rights consistent with 
this License. However, in accepting such obligations, You may act only on Your own 
behalf and on Your sole responsibility, not on behalf of any other Contributor, and only 
if You agree to indemnify, defend, and hold each Contributor harmless for any liability 
incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason of your accepting any 
such warranty or additional liability.

END OF TERMS AND CONDITIONS

APPENDIX: How to apply the Apache License to your work
To apply the Apache License to your work, attach the following boilerplate notice, with 
the fields enclosed by brackets "[]" replaced with your own identifying information. 
(Don't include the brackets!) The text should be enclosed in the appropriate comment 
syntax for the file format. We also recommend that a file or class name and description 
of purpose be included on the same "printed page" as the copyright notice for easier 
identification within third-party archives.
   Copyright [yyyy] [name of copyright owner]

   Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License");
   you may not use this file except in compliance with the License.
   You may obtain a copy of the License at

       http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

   Unless required by applicable law or agreed to in writing, software
   distributed under the License is distributed on an "AS IS" BASIS,
   WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or 
implied.
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   See the License for the specific language governing permissions 
and
   limitations under the License.

Gary S. Brown

Portions of the code are derived from work copyrighted by Gary S. Brown and bear the fol-
lowing copyright notice:

* Copyright (C) 1986 Gary S. Brown.  You may use this program, or

 * code or tables extracted from it, as desired without restriction.

Brian M. Clapper

Portions of the code are derived from copyrighted work by Brian M. Clapper and are 
covered under the following license:

This software is released under the following license:

Copyright (c) 1995-2002 Brian M. Clapper

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms are
permitted provided that: (1) source distributions retain
this entire copyright notice and comment; (2) modifications
made to the software are prominently mentioned, and a copy
of the original software (or a pointer to its location) are
included; and (3) distributions including binaries display
the following acknowledgement: "This product includes
software developed by Brian M. Clapper <bmc@clapper.org>"
in the documentation or other materials provided with the
distribution. The name of the author may not be used to
endorse or promote products derived from this software
without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED ``AS IS'' AND WITHOUT ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, WITHOUT LIM-
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ITATION, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.

Effectively, this means you can do what you want with the software
except remove this notice or take advantage of the author's name.
If you modify the software and redistribute your modified version,
you must indicate that your version is a modification of the
original, and you must provide either a pointer to or a copy of the
original.

Net-SNMP

Portions of the code are derived from copyrighted work by Net-SNMP and are licensed 
under the following terms:
Various copyrights apply to this package, listed in various separate
parts below.  Please make sure that you read all the parts.

---- Part 1: CMU/UCD copyright notice: (BSD like) -----

       Copyright 1989, 1991, 1992 by Carnegie Mellon University

  Derivative Work - 1996, 1998-2000
Copyright 1996, 1998-2000 The Regents of the University of California

 All Rights Reserved

Permission to use, copy, modify and distribute this software and its
documentation for any purpose and without fee is hereby granted,
provided that the above copyright notice appears in all copies and
that both that copyright notice and this permission notice appear in
supporting documentation, and that the name of CMU and The Regents of
the University of California not be used in advertising or publicity
pertaining to distribution of the software without specific written
permission.

CMU AND THE REGENTS OF THE UNIVERSITY OF CALIFORNIA DISCLAIM ALL
WARRANTIES WITH REGARD TO THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS.  IN NO EVENT SHALL CMU OR
THE REGENTS OF THE UNIVERSITY OF CALIFORNIA BE LIABLE FOR ANY SPECIAL,
INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING
FROM THE LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF
CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN
CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE.
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---- Part 2: Networks Associates Technology, Inc copyright notice (BSD) -----

Copyright (c) 2001-2003, Networks Associates Technology, Inc
All rights reserved.
 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:
 
*  Redistributions of source code must retain the above copyright notice,
   this list of conditions and the following disclaimer.
 
*  Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
   notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
   documentation and/or other materials provided with the distribution.
 
*  Neither the name of the Networks Associates Technology, Inc nor the
   names of its contributors may be used to endorse or promote
   products derived from this software without specific prior written
   permission.
 
THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS ``AS
IS'' AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR
PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDERS OR
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL,
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS;
OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY,
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

---- Part 3: Cambridge Broadband Ltd. copyright notice (BSD) -----

Portions of this code are copyright (c) 2001-2003, Cambridge Broadband Ltd.
All rights reserved.
 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:
 
*  Redistributions of source code must retain the above copyright notice,
   this list of conditions and the following disclaimer.
 
*  Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
   notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
   documentation and/or other materials provided with the distribution.
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*  The name of Cambridge Broadband Ltd. may not be used to endorse or
   promote products derived from this software without specific prior
   written permission.
 
THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDER ``AS IS'' AND ANY
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR
PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER BE
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY,
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE
OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN
IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

---- Part 4: Sun Microsystems, Inc. copyright notice (BSD) -----

Copyright © 2003 Sun Microsystems, Inc., 4150 Network Circle, Santa Clara, 
California 95054, U.S.A. All rights reserved.

Use is subject to license terms below.

This distribution may include materials developed by third parties.

Sun, Sun Microsystems, the Sun logo and Solaris are trademarks or registered 
trademarks of Sun Microsystems, Inc. in the U.S. and other countries.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

*  Redistributions of source code must retain the above copyright notice,
    this list of conditions and the following disclaimer.

*  Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
    notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
    documentation and/or other materials provided with the distribution.

*  Neither the name of the Sun Microsystems, Inc. nor the
    names of its contributors may be used to endorse or promote
    products derived from this software without specific prior written
    permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS ``AS
IS'' AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR
PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDERS OR
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CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL,
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS;
OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY,
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

---- Part 5: Sparta, Inc copyright notice (BSD) -----

Copyright (c) 2003-2011, Sparta, Inc
All rights reserved.
 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:
 
*  Redistributions of source code must retain the above copyright notice,
   this list of conditions and the following disclaimer.
 
*  Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
   notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
   documentation and/or other materials provided with the distribution.
 
*  Neither the name of Sparta, Inc nor the names of its contributors may
   be used to endorse or promote products derived from this software
   without specific prior written permission.
 
THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS ``AS
IS'' AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR
PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDERS OR
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL,
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS;
OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY,
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

---- Part 6: Cisco/BUPTNIC copyright notice (BSD) -----

Copyright (c) 2004, Cisco, Inc and Information Network
Center of Beijing University of Posts and Telecommunications.
All rights reserved.
 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:
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*  Redistributions of source code must retain the above copyright notice,
   this list of conditions and the following disclaimer.
 
*  Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
   notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
   documentation and/or other materials provided with the distribution.
 
*  Neither the name of Cisco, Inc, Beijing University of Posts and
   Telecommunications, nor the names of their contributors may
   be used to endorse or promote products derived from this software
   without specific prior written permission.
 
THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS ``AS
IS'' AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR
PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDERS OR
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL,
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS;
OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY,
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

---- Part 7: Fabasoft R&D Software GmbH & Co KG copyright notice (BSD) -----

Copyright (c) Fabasoft R&D Software GmbH & Co KG, 2003
oss@fabasoft.com
Author: Bernhard Penz <bernhard.penz@fabasoft.com>

Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

*  Redistributions of source code must retain the above copyright notice,
   this list of conditions and the following disclaimer.

*  Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
   notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
   documentation and/or other materials provided with the distribution.

*  The name of Fabasoft R&D Software GmbH & Co KG or any of its subsidiaries, 
   brand or product names may not be used to endorse or promote products 
   derived from this software without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDER ``AS IS'' AND ANY
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR
PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER BE
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LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY,
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE
OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN
IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

---- Part 8: Apple Inc. copyright notice (BSD) -----

Copyright (c) 2007 Apple Inc. All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without  
modification, are permitted provided that the following conditions  
are met:

1.  Redistributions of source code must retain the above copyright  
notice, this list of conditions and the following disclaimer.
2.  Redistributions in binary form must reproduce the above  
copyright notice, this list of conditions and the following  
disclaimer in the documentation and/or other materials provided  
with the distribution.
3.  Neither the name of Apple Inc. ("Apple") nor the names of its  
contributors may be used to endorse or promote products derived  
from this software without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY APPLE AND ITS CONTRIBUTORS "AS IS" AND  
ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,  
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A  
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL APPLE OR ITS  
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL,  
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT  
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF  
USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND  
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY,  
OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT  
OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF  
SUCH DAMAGE.

---- Part 9: ScienceLogic, LLC copyright notice (BSD) -----

Copyright (c) 2009, ScienceLogic, LLC
All rights reserved.
 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are
met:
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*  Redistributions of source code must retain the above copyright notice,
   this list of conditions and the following disclaimer.
 
*  Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
   notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
   documentation and/or other materials provided with the distribution.
 
*  Neither the name of ScienceLogic, LLC nor the names of its
   contributors may be used to endorse or promote products derived
   from this software without specific prior written permission.
 
THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS
``AS IS'' AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT
LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR
A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT
HOLDERS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT,
INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING,
BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS
OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE
USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH
DAMAGE.
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用語集
非定型の問合せ
発行する まで判別でき ないカ ス タマイ ズ された問合せ。 通常は SQL 文です。

ビジネスイ ンテ リ ジ ェ ンス （BI）
信頼でき、 一貫性があ り 、 理解可能で、 操作が簡単でタ イ ム リ ーな、 ビジネスデータ を
受信する処理。 こ のデータによ って、 ビジネスユーザーは、 ビジネスの経過、 現状およ
び将来についての全般的な理解を も た らす分析を行 う こ と ができ ます。 ビジネス イ ンテ
リ ジェ ン スは、 2 つの主要な役割を果た し ます。 組織の財政上および運営上の健全性を
監視し ます （レポー ト 、 ア ラー ト 、 ア ラーム、 分析ツール、 主要なパフ ォーマン ス イ ン
ジケータおよびダ ッ シ ュボード）。 また、 運用システムおよび情報フ ィ ード バッ ク分析
と の双方向の統合を提供する こ と で、 組織の運営を管理し ます。 

Calpont InfiniDB コ ン ソール
キーボード から テキス ト 行 と し て入力し た コマン ド によ って Calpont Stack と通信する
ためのユーザーイ ン タ フ ェース。

列ベースのリ レーシ ョ ナルデータベース
行ではな く 列で構造化されているデータベース。

COTS （商用オフザシ ェルフ コ ンポーネン ト ）
一般販売が可能で、 簡単にイ ン ス ト ールでき る よ う に設計されてお り 、 他のシステム コ
ンポーネン ト と互換性があ る コ ンピ ュータ製品。

cron （Command Run ON）
スケジ ュー リ ング された タ ス ク の実行に使用されるデーモン。 cron を使用する と、 定
期的なバッ ク ア ッ プまたはデータ ロード を実行する タ ス ク を自動化でき ます。

データ定義言語 （DDL）
データベース管理システムで使用される言語。 ユーザーは、 これを使用し て、 データ
ベースの定義、 データに対するデータ型、 構造および制約の指定を行 う こ と ができ ま
す。 例 と し ては、 CREATE TABLE 文、 CREATE INDEX 文、 ALTER 文および DROP 文な
どがあ り ます。 
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データ操作言語 （DML）
既存のデータベースオブジェ ク ト 内のデータ を操作する言語。 例と し ては、 SELECT 文、
UPDATE 文、 INSERT 文、 DELETE 文などがあ り ます。 

データウ ェ アハウス
データ ウ ェ アハウ スは、 ビジネス イ ンテ リ ジェ ン ス要件を対象と し たデータベースです。
データ ウ ェ アハウ スは、 定期的に更新され、 長期間にわたってビジネスパフ ォーマン スの
分析を可能にする履歴情報を含んでいます。

DDL （「データ定義言語」 を参照）

DML （「データ操作言語」 を参照）

DNS （「ド メ イ ンネームサーバー」 を参照）

ド メ イ ン
ルーターを使用せずに同じネ ッ ト ワーク上で相互に直接送信可能な一連のネ ッ ト ワーク ア
ド レ ス。

ド メ イ ン名
ユーザーが簡単に認識および記憶でき る よ う に特定の IP ア ド レ スに付け られた名前。 

ド メ イ ンネームサーバー （DNS）
サーバーで実行されている、 ド メ イ ン名を正しい TCP/IP ア ド レ スに自動的に変換するプロ
グ ラ ム。 

ゲー ト ウ ェ イ
別のネ ッ ト ワークへの入 り 口と し て機能するネ ッ ト ワーク ポ イ ン ト 。 企業のネ ッ ト ワーク
内またはイ ン ターネ ッ ト サービ スプロバイ ダ （ISP） で ト ラ フ ィ ッ ク を制御する コ ンピ ュー
タ をゲー ト ウ ェ イ ノ ード と いいます。 

ホス ト 名
イ ン ターネ ッ ト 上の他のコ ン ピ ュータ と の間で双方向でア ク セスでき る コ ン ピ ュータの名
前。
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IP ア ド レス
ネ ッ ト ワーク上のすべてのコ ンピ ュータには、 ピ リ オ ド で 4 つの数字セ ッ ト に分け ら
れ、 各セ ッ ト に最大 3 桁の数字が含まれている一意の IP 番号があ り ます。 （例 ：
10.0.0.127） 多 く のコ ンピ ュータには、 記憶が簡単な ド メ イ ン名も あ り ます。

NIC （ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースカー ド）
ネ ッ ト ワークへの物理的なア ク セス を提供する コ ンピ ュータのハー ド ウ ェ ア。 多 く の
サーバーでは、 ネ ッ ト ワーク にア ク セスするポー ト が複数含まれる よ う に、 複数の
NIC をサポー ト し ています。

NMS （ネ ッ ト ワーク監視システム）
ネ ッ ト ワーク内のコ ンポーネン ト を監視する ソ フ ト ウ ェ ア。

Redundant Array of Independent Disks （RAID）
オペレーテ ィ ングシステムには 1 つの論理ハード デ ィ ス ク と し て認識される複数のハー
ド デ ィ ス ク にデータ を格納する方法。 複数のデ ィ ス クにデータが配置される ため、 デー
タへのア ク セス操作が分散されパフ ォーマン スが向上し ます。

SSH （セキュアシ ェル） 
認証方式を使用し て ローカルコ ンピ ュータ と リ モー ト コ ンピ ュータ間のセキ ュ アなチャ
ネルを可能にする一連の規格。

ト ーク ン化
入力し た文字から短い文字列を作成し、 それで長い文字列を表現する方法。 短い文字列
または ト ーク ンでは、 少ない メ モ リ ーおよび領域が使用されます。
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